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*
注
記
・

-
論
文
中
の
写
真
に
つ
い
て
転
載
す
る
場
合
は
斯
道
文
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
鎌
倉
名
所
記
」

諸
版
に
つ
い
て

江
戸
期
に
成
立
し
た
鎌
倉
の
地
誌
・
紀
行
類
は
非
常
に
多
い
。
刊
本
で

は
「
鎌
倉
物
語
五
巻
」
「
新
編
鎌
倉
志
八
巻
」
の
二
書
が
、
そ
の
代

表
と
し
て
特
に
知
ら
れ
、
こ
の
両
書
の
記
述
は
現
在
の
地
誌
・
案
内
書
に

致
る
迄
、
数
多
く
引
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
後
者
の
「
新
編
鎌
倉
志
」
は

名
所
・
旧
跡
の
綿
密
な
記
載
と
豊
富
な
引
用
文
献
を
所
収
し
て
い
る
の

で
、
現
在
の
地
誌
類
を
も
含
め
て
、
鎌
倉
の
姿
を
記
述
す
る
最
も
ま
と
ま

っ
た
著
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
更
に
こ
の
二
書
の
他
に
、
当
時

鎌
倉
に
来
た
旅
行
者
達
が
携
帯
し
て
利
用
し
た
も
の
と
し
て
、
本
論
の

「
鎌
倉
名
所
記
」
が
あ
る
。
同
書
は
度
々
刊
行
さ
れ
、
私
の
調
査
し
た
も

の
だ
け
で
も
、
二
十
三
版
二
十
七
種
の
諸
本
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い

ず
れ
も
表
紙
共
六
丁
か
ら
八
丁
ほ
ど
の
仮
綴
小
冊
子
で
、
調
査
図
書
中
、

最
も
年
記
の
古
い
も
の
は
正
徳
三
年
刊
本
、
時
代
の
降
る
も
の
は
明
治
六

年
刊
同
二
十
三
年
修
印
本
で
あ
る
。
各
版
共
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
解
説
が
あ

り
、
ま
こ
と
に
当
を
得
た
記
述
が
多
い
。
当
論
で
は
始
め
に
同
書
に
先
行

し
た
「
鎌
倉
物
語
」
「
新
編
鎌
倉
志
」
の
各
種
版
本
の
比
較
を
し
て
、
次

白

石

克

い
で
本
論
た
る
「
鎌
倉
名
所
記
」
諸
版
本
の
相
互
関
係
を
述
べ
て
い
き
た

い
。
そ
の
代
表
的
刊
本
と
し
て
、
三
種
の
諸
本
(
後
述
〉
の
内
、
特
色
あ

る
刊
本
た
る
付
岡
同
同
に
は
全
文
を
翻
刻
し
、
解
説
し
て
い
き
た
い
。

又
、
「
鎌
倉
名
所
記
」
に
先
行
す
る
こ
書
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
解
説
書

が
あ
る
の
で
、
本
論
で
は
内
容
の
問
題
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
各
種
刊
本

の
関
係
の
み
に
重
点
を
し
ぼ
っ
た
。
「
鎌
倉
物
語
」
「
新
編
鎌
倉
志
」
が
机

上
に
置
く
参
考
書
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
鎌
倉
名
所
記
」
は
実
際
の
名
所
め

ぐ
り
に
携
帯
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
前
掲
両
書
か
ら
派
生
し
て
で
き
上

っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
鎌
倉
物
語
」
と
、
ほ
ゾ
同
時
期
に
刊
行
さ

れ
た
「
沢
庵
和
尚
鎌
倉
記
(
江
戸
前
期
刊
本
。
万
治
二
年
の
刊
記
が
あ
る

も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
年
記
の
部
分
は
印
面
よ
り
見
て
、
う
め
木
に
よ
る

修
正
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
前
の
刊
行
で
あ
ろ
う
と
は
地
誌
類
と
は
異

り
、
紀
行
文
体
で
あ
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
当
時
の
実
体
を
-
記
述
し
た
も
の

か
若
干
疑
問
が
残
る
。
あ
る
程
度
は
江
戸
初
期
の
荒
廃
し
た
鎌
倉
の
姿
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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一
、
鎌
倉
物
語
五
巻

け
万
治
二
年
刊
本

万
治
二
年
に
美
濃
判
五
冊
本
(
毎
半
葉
十
一
行
〉
が
で
き
る
。
そ
の

内
、
内
閣
文
庫
本
〈
一
七
三

i
一
八
九
)
・
金
沢
文
鹿
本
・
無
窮
会
神

習
文
庫
本
及
び
「
近
世
文
学
資
料
類
従
」
所
収
本
を
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
四
部
共
、
同
版
で
刊
記
は
「
高
治
二
年
巳
亥
七
月
吉
日
/
洛

陽
寺
町
誓
願
寺
前
/
安
田
十
兵
衛
開
版
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
刊
記

部
分
の
罫
の
形
よ
り
見
て
、
年
記
の
一
行
を
除
き
、
書
臨
時
名
の
二
行
は

う
め
木
に
よ
る
修
正
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
四
部
よ
り
早
印
本
で
は
、
別

の
書
津
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
版
木
は
後
に
江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
に
移
り
、
右
の
刊
記
三
行
は
け
ず
り
と
ら
れ
、
そ
の
部

分
に
は
新
た
に
「
元
禄
十
三
歳
時
二
月
吉
日
/
日
本
一
稿
欄
ト
町
一
州
兵
衛
板
」

が
、
う
め
木
に
よ
り
刻
さ
れ
た
五
冊
本
が
印
刷
さ
れ
た
。
こ
の
元
禄
印

本
は
内
閣
文
庫
、
東
洋
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
、
神
奈
川
県
立
郷
土
資
料

館
の
各
所
蔵
本
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
も
本
文
は
早
印
本
と
異
り
が

な
く
、
補
刻
箇
所
は
見
当
ら
な
い
。
刊
記
の
み
を
直
し
た
い
〉
け
で
印
刷

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
享
保
ニ
十
年
刊
本

そ
の
後
、
右
本
の
版
木
は
痛
ん
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
か
、

同
書
に
較
べ
て
携
帯
に
便
利
な
小
型
の
美
濃
判
半
裁
・
十
二
行
本
が
刊

行
さ
れ
た
。
当
書
は
万
治
二
年
刊
本
と
内
容
は
同
一
で
あ
る
が
、
全
く

別
版
で
あ
る
。
画
は
全
て
新
し
く
作
り
直
さ
れ
、
問
書
の
序
文
末
に
あ

っ
た
「
中
川
氏
喜
雲
」
と
い
う
署
名
が
失
く
な
っ
て
い
る
。
静
嘉
堂
文

庫
所
蔵
(
七
七
i

一
ニ
四
〉
一
ニ
冊
本
は
巻
末
に
刊
記
「
享
保
乙
卯
冬
改
正

中
川
喜
雲
著

江
戸
川
一
川
一
蹴
九
郎
板
」
が
あ
る
が
、
書
津
名
の
部
分
の
罫
に
修
正
の
跡
が
見
ら

れ
る
の
で
、
す
で
に
こ
の
刊
記
に
は
う
め
木
に
よ
る
修
正
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
う
。
次
い
で
、
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
一
冊
本
は
、
右
の

静
嘉
堂
本
よ
り
若
干
後
印
で
あ
る
。
巻
末
刊
記
の
内
、
書
捧
名
部
分
の

み
が
、
う
め
木
に
よ
り
修
正
が
な
さ
れ
、
「
享
保
乙
卯
冬
改
正
江
戸
制
耕
輔

高
屋
清
兵
衛
」
。
す
な
わ
ち
、
版
木
が
小
川
彦
九
郎
よ
り
高
屋
清
兵
衛

に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
当
書
に
は
見
返
し
刻
記
「
榎
嶋
鎌
倉

金
沢
/
防
正
一
四
割
一
郎
一
詔
一
一
紅
一
緒
一
線
均
一
時
々
/
/
館
鋲
綜
蹴
翫
/
東
武
書

林
松
葉
軒
」
が
あ
る
。
享
保
二
十
年
の
刊
記
の
内
、
両
書
の
書
臨
時
名

の
銘
記
は
共
に
う
め
木
に
よ
る
修
正
で
あ
る
の
で
-
両
者
よ
り
早
印
本

で
は
別
の
刊
記
が
あ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
更
に
こ
の
版
木
は
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
に
移
り
、
本
文
の

版
木
は
そ
の
ま
〉
に
し
て
、
右
の
享
保
二
十
年
の
刊
記
の
み
が
け
ず
り

と
ら
れ
、
新
た
に
「
宝
暦
ニ
申
ノ
十
二
月
求
板
/
江
一
同
日
御
問
屋
板
一
行
」
が
、

う
め
木
に
よ
り
加
え
ら
れ
、
印
刷
さ
れ
た
。
こ
の
須
原
屋
求
板
本
(
題

策
は
「
鎌
倉
名
勝
記
」
)
で
は
神
奈
川
県
立
郷
土
資
料
館
一
ニ
部
、
金
沢

文
庫
二
部
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
二
部
、
国
立
国
会
図
書
館
二
部
、

無
窮
会
神
習
文
康
一
部
を
調
査
し
た
。
神
奈
川
県
立
郷
土
資
料
館
所
蔵

本
の
一
部

(
K
ニ
九
一
、
四
i
五一

a
)
の
刊
記
次
丁
に
は
須
原
屋
茂

兵
衛
の
薬
品
広
告
ニ
丁
が
付
さ
れ
て
い
る
。
万
治
二
年
刊
本
け
は
「
近

世
文
学
資
料
類
従
(
古
版
地
誌
編
十
こ
と
に
影
印
と
森
川
昭
氏
の

詳
細
な
解
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
重
複
を
避
け
、
私

の
調
査
し
た
各
刊
本
の
比
較
の
み
を
記
し
た
。

二
、
新
編
鎌
倉
志
八
巻
河
井
恒
久
纂
述
松
村
清
之
校

Q
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議;

貞
享
二
刊
美
濃
判

「
鎌
倉
名
所
記
」
は
か
な
り
、
当
書
を
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
て
い

る
。
当
書
は
早
印
本
・
後
印
本
共
に
、
年
記
の
あ
る
刊
記
が
な
い
が
、
貞

享
二
年
の
京
都
茨
域
多
左
衛
門
(
柳
枝
軒
)
の
股
文
が
あ
る
の
で
、
通

常
貞
享
二
年
刊
本
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
末
・
明
治
初
期
に
到
り
、

印
面
に
磨
滅
の
跡
が
見
ら
れ
る
迄
、
同
一
版
木
を
使
用
し
て
度
々
印
刷

さ
れ
て
い
た
の
で
、
現
存
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
内
閣
文
庫
(
八

部
)
、
静
嘉
堂
文
庫
(
三
部
)
、
国
立
国
会
図
書
館
(
二
部
)
、
慶
慮
義

塾
図
書
館
(
一
部
)
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
(
二
部
)
、
金
沢
文
庫

(
一
部
〉
、
鎌
倉
市
立
中
央
図
書
館
(
二
部
)
の
各
所
蔵
本
を
調
査
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
印
刷
の
時
期
は
異
な
る
も
の
〉
、
全
て
同
版
で
後
印

本
に
も
補
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
只
し
、
国
会
図

書
館
本
(
一
一
八
|
七
一
・
十
二
冊
本
)
及
び
金
沢
文
庫
本
の
巻
末
に

は
、
柳
枝
軒
蔵
板
「
彰
考
館
訂
本
刊
行
目
録
〈
正
徳
三
年
四
月
吉
旦
)
」

一
丁
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
書
は
正
徳
三
年
以
降
の
印
刷
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
当
書
の
早
印
本
に
は
全
て
見
返
し
刻
記
「
新
編
鎌
倉

志
/
洛
陽
書
捧
柳
枝
軒
蔵
版
一
同
一
」
が
茶
刷
で
あ
る
の
に
比
し
、
印

面
に
磨
滅
の
跡
が
見
ら
れ
る
後
印
本
で
は
同
版
で
は
あ
る
も
の
〉
墨
刷

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
国
会
図
書
館
本
は
墨
刷
で
、
「
方
淑
」
の
印
記

の
下
方
が
欠
け
て
い
る
。
私
の
調
査
し
た
諸
本
の
内
、
墨
刷
で
は
最
も

早
印
に
み
え
る
。
よ
っ
て
見
返
し
が
墨
刷
の
も
の
は
正
徳
三
年
の
目
録

が
付
さ
れ
た
後
に
印
刷
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
分
冊
に

つ
い
て
も
、
よ
り
後
印
に
な
る
と
十
冊
或
い
は
八
冊
本
に
な
る
。
原
装

を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
早
印
本
は
十
二
冊
本
で
、
巻
二
・
巻
三
は

ニ
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
。
巻
三
が
第
一
ニ
十
九
丁
よ
り
分
冊
さ
れ
る
も

の
と
第
四
十
六
丁
よ
り
分
冊
さ
れ
る
も
の
と
の
こ
種
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
図
書
の
刷
次
に
よ
る
違
い
か
、
そ
の
後
の
補
修
の
際
の
調
整
に

よ
る
も
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
江
戸
末
期
以
降
の
後
印
本

に
は
鎌
倉
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
八
冊
本

(
K
二
九
一
|
八
)
と
慶
謄

義
塾
図
書
館
所
蔵
八
冊
本
(
二
五

i
六
)
が
あ
る
。
前
者
の
題
築
は

全
冊
同
版
で
巻
次
は
刻
さ
な
い
。
又
、
前
述
の
見
返
し
刻
記
が
な
く
、

奥
付
も
な
い
の
で
、
版
木
の
所
有
者
は
わ
か
ら
な
い
。
更
に
当
書
に
は

「
凡
例
」
全
三
丁
及
び
「
引
用
書
」
首
一
丁
が
な
い
。
前
者
よ
り
若
干

後
印
の
明
治
初
の
印
本
と
思
わ
れ
る
慶
臆
義
塾
図
書
館
本
で
は
、
版
木

が
茨
城
屋
か
ら
京
都
山
田
茂
助
に
移
動
し
た
の
で
、
見
返
し
刻
記
は
築

書
に
て
「
水
戸
家
編
纂
/
新
篇
鎌
倉
志
/
京
都
書
林
聖
華
房
製
」
、
奥

付
は
「
皇
都
寺
街
通
六
角
南
式
部
町
/
書
林
聖
華
一
房
山
田
茂
助
蔵
」

と
換
っ
て
い
る
。
題
簸
は
前
者
の
鎌
倉
市
立
中
央
図
書
館
と
は
別
版

で
、
見
返
し
刻
記
と
同
様
に
築
書
で
あ
る
。
前
者
と
同
様
に
、
各
冊
共

同
版
で
、
巻
次
は
刻
し
て
い
な
い
。
更
に
「
凡
例
」
全
三
丁
と
「
引
用

書
」
全
八
丁
が
な
い
。
後
印
本
た
る
こ
の
両
書
は
共
に
「
凡
例
」
「
引

用
書
」
に
欠
失
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
の
版
木
が
欠
失
し
た
の

か
、
或
い
は
印
面
、
が
痛
ん
だ
の
で
印
刷
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
「
鎌
倉
名
所
記
」

当
書
の
収
録
地
域
は
、
北
は
山
ノ
内
か
ら
大
船
或
い
は
今
泉
不
動
、
東

は
金
沢
八
景
、
南
は
葉
山
佐
賀
岡
世
計
明
神
、
西
は
江
の
島
で
あ
る
。
こ

れ
は
前
述
「
新
編
鎌
倉
志
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
、
名
所
巡
り
の
巡
路
も
文
、

鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
方
面
に
於
い
で
も
ほ
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と
ん
ど
同
一
一
順
路
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
書
を
手
本
に
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
第
二
種
本
の
諸
版
に
は

〈

は

し

く

つ

ま

び

ら

か

「
(
前
略
)
委
敷
は
鎌
倉
志
に
詳
な
り
」
と
い
う
記
載
さ
え
あ
る
。
名

所
巡
覧
の
コ

i
ス
で
は
、
「
新
編
鎌
倉
士
官
は
八
幡
宮
を
中
心
に
東
、
北
、

西
(
含
江
の
島
〉
、
南
、
金
沢
八
景
と
い
う
顕
で
あ
る
が
、
「
鎌
倉
名
所

記
」
の
諸
版
又
い
ず
れ
も
初
め
に
八
幡
宮
を
解
説
し
、
以
下
同
社
を
中
心

に
各
名
所
を
巡
行
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
鎌
倉
名
所
記
」
で
は
、
そ

の
巡
路
に
左
記
の
三
種
が
あ
る
。

け
第
一
種
本
八
幡
宮
を
中
心
に
東
(
含
金
沢
八
景
)
、
南
、
西
〈
含
江

の
島
)
、
北
の
順

同
第
二
種
本
八
幡
宮
を
中
心
に
東
、
南
、
西
、
北
、
西
南
(
含
江
の

島
〉
、
金
沢
八
景
の
順

国
第
三
種
本
八
幡
宮
を
中
心
に
束
、
北
、
南
、
西
、
江
の
島
、
金
沢
八

景
の
頗

前
述
「
鎌
倉
物
語
」
も
又
、
八
幡
宮
を
中
心
に
名
所
を
巡
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
巡
路
は
左
記
の
如
く
、
万
治
二
年
版
(
内
閣
文
庫
本
)

の
各
冊
題
筆
下
方
に
記
さ
れ
て
い
る
。
(
)
内
に
は
コ

l
ス
を
補
記

し
た
。第
一
冊
つ
る
か
を
か
よ
り
に
し
き
た
の
名
所
ハ
山
の
内
、
一
扇
ケ
谷
)

第
二
冊
つ
る
か
を
か
よ
り
に
し
南
の
名
所
(
西
行
橋
よ
り
長
谷
、
江

の
島
方
面
〉

第
三
冊
つ
る
か
を
か
よ
り
ひ
か
し
南
の
名
所
(
小
町
よ
り
南
下
し
て

葉
山
三
浦
方
面
)

第
四
冊
つ
る
か
を
か
よ
り
ひ
か
し
の
方
の
名
所
(
金
沢
道
を
東
に
荏

榔
天
神
、
大
倉
ケ
谷
迄
)

第
五
冊
つ
る
か
を
か
よ
り
ひ
か
し
き
た
の
名
所
(
第
四
冊
に
続
き
、

東
に
金
沢
迄
〉

右
の
如
く
問
書
の
巡
覧
の
煩
序
は
「
新
編
鎌
倉
志
」
に
似
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
各
方
面
の
収
録
範
囲
が
若
干
異
る
と
共
に
、
著
者
が
名
所

を
巡
覧
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
記
述
態
度
が
異
質
で
あ

る
。
こ
の
「
新
編
鎌
倉
志
」
に
於
け
る
八
幡
宮
を
中
心
に
巡
覧
す
る
形
式

は
「
鎌
倉
物
語
」
を
踏
襲
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
鎌
倉
え
つ
入
り
あ
ん
な
い
か
ヌ
み
(
宝
永
七
刊
と
は
「
鎌
倉
名
所

記
(
正
徳
三
刊
と
の
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
案
内
書
で
あ
る
が
、
同
書
に

は
地
図
、
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
巡
路
に
於
い
て
も
コ
戸
塚
・
山
の
内
よ
り

八
幡
宮
」
「
ふ
じ
沢
・
江
の
島
よ
り
八
幡
宮
」
「
八
幡
宮
よ
り
金
沢
」
「
八

幡
宮
よ
り
飯
島
」
と
い
う
記
述
の
仕
方
で
あ
り
、
東
方
は
朝
比
奈
、
南
方

は
「
三
浦
道
寸
城
あ
と
」
「
き
し
ゅ
づ
か
」
で
終
っ
て
い
る
。
又
「
鎌
倉

名
跡
志
(
天
明
玉
刊
)
」
は
鎌
倉
外
(
七
切
通
し
外
)
の
部
分
を
全
く
取

り
去
っ
て
い
る
が
、
順
路
は
八
幡
宮
を
中
心
に
東
・
南
・
西
・
北
の
願
に

巡
歴
し
、
「
鎌
倉
名
所
記
」
第
一
種
本
の
コ

l
ス
と
同
一
で
あ
る
〈
問
書

の
複
製
本
は
「
『
鎌
倉
吉
絵
図
・
紀
行
』
沢
寿
郎
等
著
東
京
美
術
昭
和
五

十
ご
に
所
収
さ
れ
て
い
る
)
。
同
書
は
沢
氏
の
御
指
摘
の
通
り
、
「
鎌
倉

名
所
記
(
冨
問
屋
版
後
述
同
)
」
を
手
本
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

私
の
調
査
し
た
「
鎌
倉
名
所
記
」
の
諸
版
の
版
元
を
、
問
書
の
刊
行
年

代
傾
に
左
記
に
列
挙
す
る
と
、

富
田
屋
庄
左
衛
門
ニ
版
、
笹
口
吉
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一
版
、
表
具
屋

ニ
版
、
鎌
扇
人



一
版
、
英
富
一
版
、
大
坂
屋
孫
兵
衛
四
版
、
小
林
弥
三
郎
一
版
、

家
根
屋
四
郎
右
衛
門
一
版
、
丸
屋
富
蔵
一
版
、
常
陸
屋
伊
三
郎
ニ

版
、
ニ
之
宮
ニ
版
、
戸
川
一
版

右
の
版
元
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
の
住
人
で
あ
る
。
又
、
ほ
と
ん
ど
は
「
鎌

倉
絵
図
」
を
も
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
絵
図
に
つ
い
て
は
前
掲
「
鎌
倉

古
絵
図
・
紀
行
(
以
下
、
当
書
を
引
用
す
る
場
合
、
「
沢
氏
前
掲
書
」
と
略
称

す
る
)
」
「
『
鎌
倉
の
古
版
絵
図
』
沢
寿
郎
著
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
昭

和
四
十
(
鎌
倉
市
文
化
財
資
料
第
五
集
)
」
の
両
著
に
て
詳
細
な
解
説

、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
限
り
重
複
を
避
け
、
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。
当
名
所
記
の
版
元
と
「
鎌
倉
絵
図
」
の
版
元
は
一
致
す
る
も
の

が
多
い
。
当
時
、
両
者
を
同
時
に
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
、

こ
の
両
者
は
一
つ
に
ま
と
め
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の

は
皆
、
別
々
に
保
存
さ
れ
て
き
て
い
る
。
従
っ
て
で
き
る
限
り
、
両
者
を

対
照
さ
せ
て
本
論
を
進
め
た
い
。
詳
細
に
比
較
し
て
い
く
な
ら
ば
、
両
者

の
無
年
記
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
年
代
を
推
定
す
る
決
め
手
を
見
い
だ
す

可
能
性
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
絵
図
で
は
比
較
的
年
代
の
古
い

も
の
に
は
版
元
や
刊
行
年
を
明
記
す
る
も
の
が
多
く
、
江
戸
後
期
末
期
に

降
る
に
従
い
、
版
元
の
み
を
記
載
し
て
、
年
記
を
示
さ
な
い
も
の
が
多

い
。
一
方
、
名
所
記
で
は
天
明
以
前
の
刊
本
が
ほ
と
ん
ど
無
年
記
で
あ
る

の
に
較
べ
、
以
降
の
刊
本
は
版
元
と
年
記
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
全
く
、
こ
の
両
者
は
対
照
的
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
或

い
は
江
戸
中
期
以
降
の
絵
図
は
名
所
記
と
一
組
で
販
売
さ
れ
て
い
た
為
、

敢
え
て
年
記
を
記
す
必
要
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
化
以
降
の

名
所
記
の
版
元
は
、
大
坂
屋
孫
兵
衛
常
陸
屋
伊
三
郎
小
林
弥
三
郎

家
根
屋
四
郎
右
衛
門

版
元
で
も
あ
る
。

前
述
の
知
く
、
「
鎌
倉
名
所
記
」
は
巡
路
の
違
い
に
よ
り
、
第
一
、
第

二
、
第
三
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
各
種
の
問
に

は
、
名
所
に
若
干
の
異
聞
が
見
ら
れ
る
。
刊
行
年
と
こ
の
異
同
よ
り
考

え
、
第
一
種
本
よ
り
第
三
種
本
へ
と
成
立
年
代
が
降
っ
て
い
く
こ
と
が
わ

か
る
。
第
一
種
本
は
正
徳
三
年
刊
本
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
末
期
の
も
の
は

な
く
、
全
六
版
、
第
二
種
本
は
天
明
四
年
刊
本
か
ら
寛
政
七
年
刊
本
迄
、

全
三
版
、
第
三
種
本
は
寛
政
頃
の
刊
本
か
ら
明
治
六
年
刊
同
二
十
三
年
印

本
迄
、
全
十
四
版
が
あ
る
。
特
に
第
三
種
本
は
十
四
版
(
文
化
以
降
が
ほ

と
ん
ど
〉
も
別
版
が
あ
る
ほ
ど
に
、
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
同
様
に

こ
の
期
の
図
柄
を
も
っ
「
鎌
倉
絵
図
」
も
非
常
に
多
い
。
と
の
第
三
種
本

は
前
述
列
挙
し
た
版
元
の
内
、
表
具
屋
(
第
二
種
・
三
種
共
に
刊
行
〉
・

大
坂
屋
孫
兵
衛
以
降
の
版
元
に
よ
る
刊
行
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
絵
図
及
び

名
所
記
に
於
け
る
収
録
地
域
は
異
な
り
、
絵
図
は
初
期
の
も
の
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
が
鎌
倉
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
名
所
記
は
前
述
の
通

り
非
常
に
広
範
囲
で
あ
る
。

以
下
「
鎌
倉
名
所
記
」
諸
版
を
第
一
種
本
よ
り
第
三
種
本
迄
、
各
々
刊

行
年
代
順
に
解
説
し
て
い
き
た
い
。

(
凡
例
〉

。
書
名
は
外
題
に
よ
っ
た
。

。
各
図
書
の
本
文
巻
首
は
表
紙
裏
葉
に
あ
る
の
で
、
丁
数
に
は
表
紙
を
も

含
め
た
。

。
各
図
書
の
大
き
さ
は
美
濃
判
を
「
大
」
、

丸
屋
富
蔵

二
之
官

戸
川
と
い
ず
れ
も
絵
図
の
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紙
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半
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と
略
記
し



た。
。
全
文
を
翻
字
す
る
際
、
変
体
仮
名
や
万
葉
仮
名
は
現
行
平
仮
名
に
改
め

た。
。
所
蔵
者
名
は
各
項
末
(
〉
内
に
記
し
た
。

。
所
蔵
者
の
記
載
順
は
大
旨
、
刷
傾
に
て
、
早
印
の
も
の
を
前
に
後
印
の

も
の
を
後
に
配
し
た
。

。
二
部
以
上
の
所
蔵
者
に
つ
い
て
は
「
規
ご
「
規
二
」
の
如
く
、
各
書

を
別
記
し
た
。

o

所
蔵
者
名
は
左
記
の
如
く
略
記
し
た
。

規
長
沢
規
矩
也
氏

沢
沢
寿
郎
氏

前
前
田
元
重
氏

金
金
沢
文
庫

神
神
奈
川
県
立
郷
土
資
料
館

諸
東
京
都
立
中
央
図
書
館
諸
橋
文
庫

加
問
館
加
賀
文
庫

蜂
同
館
蜂
屋
文
庫

国
国
立
国
会
図
書
館

静
静
嘉
堂
文
庫

鎌
鎌
倉
市
立
中
央
図
書
館

早
早
稲
田
大
学
図
書
館

明
明
治
大
学
図
書
館

院
国
学
院
大
学
図
書
館

自

白

石

克

第
一
種
本
(
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
東
・
南
・
西
・
北
の
傾
)

村
政
鎌
倉
名
所
記
正
徳
三
(
一
七
二
ニ
)
刊
半
六

T

印
面
高
さ
一
二
・
五
一
糎
。
毎
半
葉
十
三
行
。

調
査
し
た
諸
版
の
内
、
最
古
の
「
鎌
倉
名
所
記
」
で
あ
る
。
来
日
名
に
、

「
改
正
」
の
角
書
き
が
付
く
の
で
以
前
に
も
同
書
は
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
所
在
を
聞
か
な
い
。
前
述
の
「
鎌
倉
え
つ
入
り
あ
ん
な

い
か
ゾ
み
(
宝
永
七
刊
)
」
の
改
正
と
も
思
わ
れ
る
が
、
内
容
及
び
構
成

が
異
る
の
で
別
で
あ
ろ
う
。
「
鎌
倉
名
所
記
」
の
外
題
で
鎌
倉
の
来
歴
を

述
べ
、
次
い
で
鶴
岡
八
幡
宮
、
同
社
を
中
心
に
名
所
旧
跡
の
巡
覧
を
す
る

と
い
う
構
成
は
当
書
以
後
明
治
初
期
に
至
る
迄
、
次
々
に
刊
行
さ
れ
る
諾

本
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
当
書
と
後
述
伺
以
降
の
諾
版
と
の
巡
路
等
に
於

け
る
違
い
を
左
に
記
す
と
、

。
同
以
降
の
諸
版
が
荏
柄
天
神
か
ら
二
階
堂
方
面
に
進
む
の
に
較
べ
、
当

書
と
次
掲
書
同
一
は
そ
こ
か
ら
道
を
南
に
と
り
、
歌
の
橋
を
渡
り
滑
川
南

岸
に
行
き
、
そ
の
後
北
岸
の
党
国
寺
・
杉
本
寺
に
向
っ
て
い
る
。

。
伺
以
降
の
諸
版
が
小
町
大
路
を
光
明
寺
・
小
坪
切
通
し
迄
南
下
し
、
以

後
名
越
安
養
院
に
も
ど
り
、
名
越
切
通
し
を
越
え
逗
子
に
行
く
の
に
較

べ
、
当
書
及
び
伺
は
名
越
道
を
安
養
院
・
長
勝
寺
・
日
蓮
乞
水
・
切
通

し
迄
進
み
、
そ
の
後
、
小
町
大
路
に
も
ど
り
南
下
し
て
材
木
座
光
明
寺

に
向
か
っ
て
い
る
。

。
「
左
ま
き
の
さ
ゾ
い
」
は
間
以
降
の
諸
版
及
び
「
新
編
鎌
倉
志
」
に
て

は
葉
山
名
島
の
名
物
と
し
て
い
る
が
、
当
書
及
び
同
の
み
鰹
と
共
に
鎌

倉
由
比
ケ
浜
の
名
物
と
し
て
い
る
。

当
書
の

T
付
は
表
紙
の
次
葉
よ
り
数
え
、

T
数
を
の
ど
に
刻
す
。
巻
末

円。



刊
記
は
「
干
時
正
徳
巳
年
改
正
者
也
板
一
元
」
。
こ
の
「
板
元
」
の
下
に

は
空
白
が
あ
る
。
当
書
は
若
干
後
印
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
あ
っ
た
版
元

名
を
版
木
か
ら
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
よ
り
早
印
の
も
の
に
は
版

元
名
が
刻
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
書
は
加
賀
文
庫
以
外
の
所
蔵

を
聞
か
な
い
。
次
に
全
文
を
翻
字
す
る
。

ご
相
州
か
ま
く
ら
の
こ
ほ
り
は
む
か
し
大
し
よ
く
わ
ん
か
ま
た
り
公

い
ま
た
か
ま
こ
と
申
せ
し
比
、
か
し
ま
さ
ん
け
い
の
/
時
当
地
ゆ
い
の
さ

よ

と
に
し
ゅ
く
し
給
ひ
け
る
夜
れ
い
む
の
事
有
に
よ
っ
て
と
し
比
持
給
ふ
か

ま
を
大
く
ら
山
/
の
松
か
岡
に
う
つ
み
給
ひ
此
故
か
ま
く
ら
の
こ
ほ
り
と

申
也
是
に
よ
っ
て
大
く
ら
山
を
か
ま
く
ら
山
と
名
付
也
/
か
ま
を
う
つ
み

給
ひ
し
所
は
今
の
つ
る
か
岡
八
幡
宮
御
本
社
の
所
也
故
に
御
本
社
の
う
し

ろ
の
山
を
大
/
し
ん
山
と
も
か
ま
く
ら
山
と
も
申
抱
一
ち
ん
し
ゅ
ふ
の
し

ち
よ
く

や
う
く
ん
け
ん
伊
与
守
源
よ
り
よ
し
勅
を
承
り
て
/
お
う
し
う
あ
べ
の
さ

た
と
う
を
せ
い
は
つ
の
時
か
う
へ
い
六
年
八
月
石
清
水
の
若
宮
を
当
地
ゆ

い
の
/
き
や
う
つ
る
か
岡
と
申
所
に
く
わ
ん
し
ゃ
う
し
給
ひ
当
時
其
き
う

む

つ

の

せ
き
を
下
の
若
宮
と
申
也
其
後
陸
/
奥
守
源
よ
し
い
え
永
保
元
年
二
月
し

ゅ
ふ
く
を
く
は
へ
給
ふ
の
後
治
承
四
年
源
頼
朝
/
ゆ
い
の
つ
る
か
岡
よ
り

若
宮
を
小
林
の
今
の
宮
地
に
う
つ
し
奉
り
給
ふ
此
故
に
今
此
所
を
つ
る
か

岡
と
也
/
一
八
ま
ん
く
う
御
本
社
の
地
む
か
し
は
松
か
岡
と
申
て
大
し
よ

く
わ
ん
の
か
ま
を
う
つ
み
給
ひ
し
地
也
此
所
に
/
松
か
岡
の
明
神
と
て
い

な
り
の
社
あ
り
し
を
よ
り
と
も
卿
け
ん
き
う
二
年
に
地
主
い
な
り
を
同
西

方
/
の
丸
山
に
う
つ
し
て
八
ま
ん
宮
を
へ
つ
し
て
く
わ
ん
し
ゃ
う
よ
り
よ

し
さ
か
み
の
守
に
に
ん
し
か
ま
く
ら
に
下
向
/
の
後
八
ま
ん
太
郎
よ
し
い

へ
か
ま
く
ら
に
て
出
生
し
給
ひ
ょ
し
い
へ
む
つ
の
守
東
夷
し
ゃ
う
く
ん
に

(
表
紙
ウ
)
/

に
ん
し
か
ま
く
ら
に
き
よ
し
ゅ
し
給
ひ
下
野
守
源
よ
し
と
も
其
背
也
か
ま

く
ら
す
み
給
ひ
し
也
/
右
大
将
よ
り
と
も
卿
日
本
国
惣
つ
い
ふ
し
を
給
て

父
子
三
代
平
ま
さ
子
一
代
せ
つ
け
広
三
代
し
ん
王
/
家
S
四
代
合
将
く
ん

十
代
か
ま
く
ら

B
天
下
を
治
む
後
た
い
こ
の
天
王
の
御
宇
か
ま
く
ら
の
し

ゆ
っ
け
ん
/
平
高
時
ほ
ろ
ひ
て
後
第
八
之
官
を
せ
い
ゐ
し
ゃ
う
く
ん
に
す

へ
奉
ら
る
其
後
あ
し
か
〉
尊
氏
卿
の
/
子
孫
く
わ
ん
れ
い
と
し
て
か
ま
く

き

ょ

た

く

さ

か

み

の

く

に

こ

は

り

か

う

か

〈

ゅ

う

ら
居
宅
し
て
治
給
ひ
し
也
相
模
国
か
ま
く
ら
郡
小
林
の
郷
/
鶴
岡
山
。
こ

ま
い
と
の

王
門
む
か
し
は
八
あ
し
門
也
。
舞
殿
か
く
ら
所
品
。
下
官
若
宮
大
権
現

札

im
一切く
/
ω

一mmて
有
治
承
四
年
頼
朝
卿
此
所
へ
く
わ
ん
し
ゃ
う
也
毎
年
四

月
三
日
御
さ
い
礼
あ
り
/
一
か
う
ら
の
社
主
た
れ
の
明
神
也
。
三
嶋
あ
っ

た
三
輪
す
み
よ
し
明
神
社
。
石
の
き
さ
は
し
/
東
に
な
き
の
木
西
に
い
て

う
の
木
有
此
い
て
う
の
木
の
下
に
当
宮
大
別
当
あ
し
や
り
く
き
ゃ
う
か
く

れ
/
い
て
さ
ね
と
も
卿
を
打
給
ひ
し
所
也
。
ろ
う
も
ん
く
わ
い
ら
う
南
す

み
に
さ
ふ
れ
い
の
た
ん
し
ょ
と
て
/
ま
い
日
ち
う
や
天
下
泰
平
の
御
き
と

う
行
法
の
所
有
又
西
の
方
に
小
御
く
う
し
よ
有
。
上
宮
/
八
ま
ん
ぐ
う
也

御
宝
物
多
し
。
建
久
二
年
に
よ
り
と
も
く
わ
ん
し
ゃ
う
し
給
ふ
也
ま
い

年
/
八
月
十
五
日
に
ほ
う
せ
う
え
御
さ
い
れ
い
同
十
六
日
や
ふ
さ
め
す
ま

ふ
同
夜
ほ
う
へ
い
有
(
第
一
丁
オ
〉
/

二
月
十
一
日
の
初
の
卯
日
へ
い
し
う
ほ
う
へ
い
御
神
事
。
武
内
社
。
け
い

き
ゃ
う
天
皇
S
/天
子
六
代
た
う
り
う
の
臣
也
こ
と
ふ
き
三
百
十
七
才
。

六
角
堂
御
経
奉
納
の
堂
也
/
一
つ
る
か
め
石
り
ゅ
う
し
ん
ゃ
う
か
う
石

也
。
か
ま
く
ら
山
大
し
ん
山
か
ま
く
ら
右
大
臣
の
寄
に
み
や
は
し
ら
/
ふ

と
し
き
立
て
万
代
〔
に
〕
今
そ
さ
か
へ
ん
か
ま
く
ら
の
里
o

よ
り
と
も
の
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や
し
ろ
し
ら
は
た
の
明
神
/
よ
り
と
も
卿
の
事
盛
正
月
十
三
日
此
や
し
ろ

に
て
御
さ
い
れ
い
有
つ
る
か
岡
く
そ
う
そ
う
/
じ
ゃ
う
ゐ
ん
に
て
法
事

有
。
大
御
供
所
本
尊
み
る
め
の
明
神
。
丸
山
い
な
り
の
や
し
ろ
/
当
所
ち

し
ゅ
松
か
岡
明
神
也
。
あ
い
せ
ん
堂
二
位
の
あ
ま
本
尊
ち
そ
う
も
有
。
さ

ね
/
と
も
社
り
う
え
い
明
神
則
さ
ね
と
も
也
。
新
宮
大
権
現
社
後
鳥
羽
院

い
わ
い
/
奉
品
。
り
ん
そ
う
と
う
ほ
ん
の
一
切
経
納
有
。
天
照
太
神
の

社
。
松
ど
う
天
神
源
太
夫
/
え
ひ
す
大
こ
く
の
社
。
ご
ま
と
う
本
尊
五
大

尊
明
王
/
。
大
塔
本
尊
o

五
ち
の
に
よ
ら
い
也
。
/
し
ゆ
ろ
う
か
ね
の
め

い
正
和
五
年
二
月
日
。
ゃ
な
き
は
ら
た
き
さ
は
。
ゃ
く
し
堂
神
宮
寺
と

申
/
せ
う
け
ん
ニ
年
さ
ね
と
も
し
ゃ
う
く
ん
こ
ん
り
う
o

す
わ
の
社
か
ら

も
ん
の
跡
。
山
王
の
や
し
ろ
/
と
り
あ
わ
せ
は
ら
や
ふ
さ
め
は
〉
南
方
に

と
り
ゐ
有
り
o

あ
か
は
し
は
す
い
け
嶋
七
つ
有
(
第
一
丁
ウ
〉
/

東
か
た
弁
才
天
の
社
有
。
一
之
鳥
居
ゆ
き
の
し
た
置
石
町
中
の
一
段
た
か

道
を
お
き
/
道
と
も
段
か
つ
ら
と
も
い
ふ
よ
こ
大
路
わ
か
み
や
こ
う
し
は

〉
小
路
。
中
鳥
居
小
丁
口
ひ
は
小
路
/
ひ
は
は
し
o

大
鳥
居
わ
き
に
は
た

け
山
六
郎
し
け
や
す
せ
き
と
う
有
。
下
若
宮
ふ
る
ち
o

大
鳥
居
の
東
に

有
。
ゆ
い
の
は
ま
か
げ
径
一
円
吋
印
し
て
多
し
一
之
鳥
居
宕
十
八
丁
有
。
つ
る

か
岡
/
十
二
か
ゐ
ん
昔
廿
五
坊
山
也
霊
仏
す
た
有
よ
り
と
も
も
と
〉
り
く
わ

ん
お
ん
有
。
神
主
小
別
当
/
井
社
家
四
十
余
人
役
人
多
し
c

つ
る
か
岡
λ

。

東
の
方
o

す
し
か
へ
は
し
雪
の
下
大
蔵
丁
/
一
よ
り
と
も
や
し
き
伊
豆
J

あ
わ
か
っ
さ
を
へ
て
府
せ
う
四
年
十
二
月
十
二
日
此
所
訟
だ
/
父
子
三

代
平
ま
さ
時
も
す
み
給
ふ
其
後
正
治
元
年
正
月
十
三
日
子
時
五
十
三
村
υ

/
一
法
花
堂
よ
り
と
も
の
ち
ふ
っ
た
う
岳
山
の
う
へ
に
よ
り
と
も
の
御
せ

き
と
う
有
。
西
御
門
/
東
御
門
大
く
ら
村
え
か
ら
天
神
た
か
ら
物
多
し
う

た
の
は
し
o

文
覚
や
し
き
さ
せ
ん
/
川
o

大
御
と
う
か
谷
町
一
お
砂
叫
ん
し

や
か
堂
か
谷
o

か
ら
い
と
の
ろ
う
o

い
ぬ
か
け
か
/
谷
衣
か
け
か
谷
と
も

き
ぬ
は
り
山
た
ん
し
ゃ
く
石
た
ん
し
ゃ
く
井
二
か
い
と
う
む
ら
/
一
し
ゅ

ふ
う
山
か
く
お
ん
し
平
さ
た
と
き
こ
ん
り
う
か
い
さ
ん
し
ん
え
お
せ
う
此

地
〈
第
二
丁
オ
〉
/

ゃ
く
し
堂
か
獄
也
本
尊
ゃ
く
し
也
く
ろ
地
蔵
た
う
有
む
ね
立
の
井
弘
法
こ

ま
堂
の
跡
/
。
大
楽
寺
本
尊
こ
〉
ろ
み
ふ
と
う
。
大
塔
宮
土
の
ろ
う
後
だ

い
こ
て
ん
わ
う
の
王
子
畠
足
利
/
な
を
よ
し
此
所
へ
お
し
こ
も
り
後
に

奉
v
討
。
理
智
光
寺
か
い
さ
ん
く
わ
ん
き
ゃ
う
上
人
さ
や
あ
み
た
/
大
と

う
の
宮
せ
き
と
う
大
山
ふ
と
う
を
い
た
る
た
〉
ら
は
有
。
師
々
が
ん
し
〉

の
形
に
た
る
故
也
。
/
す
い
せ
ん
し
源
基
氏
こ
ん
り
う
か
い
さ
ん
む
そ
う

こ
く
し
一
ら
ん
で
い
天
台
山
と
云
山
有
/
o
杉
本
く
わ
ん
お
ん
か
い
さ
ん

き
ゃ
う
ぎ
坂
東
札
所
第
一
ほ
う
国
寺
源
尊
氏
の
祖
父
家
/
時
こ
ん
り
う
か

い
さ
ん
仏
乗
せ
ん
し
此
辺
た
く
ま
か
谷
と
い
ふ
。
な
め
り
川
昔
の
か
い
/

と
う
は
し
く
い
の
跡
有
。
青
戸
左
衛
門
銭
を
お
と
せ
し
川
品
十
二
所
村
十

二
郷
か
谷
い
な
り
/
坂
い
な
り
山
浄
妙
寺
五
山
第
五
か
い
さ
ん
た
い
か
う
お

〈
る
み

せ
う
大
く
ら
の
い
な
り
の
や
し
ろ
有
/
。
胡
桃
か
谷
御
馬
ひ
や
し
ば
い
〉

も
り
山
く
る
み
川
。
公
方
屋
敷
源
基
氏
の
や
し
き
也
/
。
五
大
堂
よ
り
つ

ね
将
軍
の
き
く
わ
ん
所
品
。
か
ち
は
ら
平
三
か
け
と
き
や
し
き
o

し
ほ
な

め
/
地
蔵
。
光
そ
く
し
本
尊
ほ
う
や
け
あ
み
た
o

こ
ほ
う
か
谷
か
う
へ
っ

か
あ
さ
い
な
切
通
/
か
ち
は
ら
太
刀
あ
ら
い
水
。
は
な
か
け
ぢ
そ
う
武
州

相
州
の
さ
か
い
な
り
(
第
二
丁
ウ
〉
/

従
是
東
は
武
州
六
浦
の
し
ゃ
う
金
沢
也
/
。
侍
じ
う
川
あ
ふ
ら
つ
〉
み
。

専
光
寺
て
る
て
の
ひ
め
守
本
尊
有
六
浦
む
つ
ら
川
六
滞
/
橋
。
さ
ん
そ
う
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か
う
ら
せ
か
崎
の
り
よ
り
の
石
と
う
有
。
し
ゃ
う
て
ん
さ
ん
き
ん
り
う
ゐ

ん
/
ひ
せ
き
さ
ん
と
も
云
金
沢
四
石
の
内
と
ひ
い
し
と
い
ふ
此
山
に
有
。

せ
と
の
明
神
三
嶋
明
神
也
/
金
沢
八
木
之
内
じ
ゃ
び
ゃ
く
し
ん
有
又
三
本

杉
有
。
せ
と
弁
才
天
四
石
之
内
福
石
と
か
り
/
せ
と
は
し
て
る
て
の
ひ
め

松
。
金
沢
す
さ
き
町
屋
村
。
し
ゃ
う
め
う
し
平
あ
き
と
き
/
こ
ん
り
う
か

い
さ
ん
審
海
和
尚
弁
四
石
之
内
美
女
石
姥
石
有
。
八
木
之
内
あ
を
ば
/
か

い
て
せ
い
こ
む
め
〔
む
め
〕
さ
く
ら
も
ん
し
ゅ
さ
く
ら
ふ
け
ん
そ
う
さ
く

て

こ

ら
比
五
木
有
く
ろ
梅
/
と
い
ふ
は
今
な
し
。
か
ま
り
や
っ
村
手
子
明
神
。

ず
さ
き
り
せ
い
ら
ん
ひ
ら

の
う
け
ん
た
う
筆
す
て
松
ふ
う
ふ
/
松
有
。
金
沢
八
景
洲
崎
晴
嵐
平

か

た

の

ら

く

か

ん

の

し

ま

の

せ

き

し

ゃ

う

う

ち

か

は

の

ほ

せ

つ

お

と

も

き

は

ん

こ

い

つ

み

や

う

せ

と

方

落

鷹

竪

嶋

タ

照

/

内

川

暮

雪

乙

櫨

帰

帆

小

泉

夜

雨

瀬

戸

L
う
け
っ
し
ゃ
う
め
う
し
は
ん
し
よ
う

秋
月
称
名
寺
晩
鐘
/
是
広
道
中
新
町
四
リ
/
。
鶴
岡
よ
り
南
の
方
/

一
ほ
う
か
い
し
源
た
か
う
ち
こ
ん
り
う
開
山
玉
代
国
師
此
地
北
条
九
代
や

し
き
也
(
第
三
丁
オ
〉
/

北
条
高
時
社
有
ひ
や
う
ふ
山
こ
ふ
し
山
か
さ
い
か
や
っ
元
弘
三
年
五
月
廿

一
一
日
に
/
時
政
S
九
代
さ
か
み
入
道
高
時
一
も
ん
二
百
八
十
三
人
す
へ
て

八
百
七
十
余
人
せ
つ
ふ
く
/
の
所
也
高
時
の
は
か
有
。
小
町
塔
の
つ
し
。

本
か
く
し
大
き
ゃ
う
し
妙
り
う
し
/
え
ひ
す
堂
川
え
ひ
す
た
う
は
し
。
大

町
へ
や
の
井
。
ひ
き
か
や
っ
妙
本
寺
は
/
日
蓮
せ
つ
ほ
う
初
め
の
寺
也
日

れ
ん
直
記
ま
ん
た
ら
有
ひ
き
の
判
官
居
所
也
/
o
米
町
き
ゃ
う
お
ん
し
。

え
ん
め
い
し
本
尊
は
た
か
地
蔵
o

名
こ
へ
村
。
田
代
之
/
く
わ
ん
お
ん
坂

東
札
所
第
三
。
あ
ん
や
う
ゐ
ん
跡
ル
口
一
引
く
わ
ん
き
ゃ
う
佐
竹
屋
敷
花
か
谷
/

。
松
葉
か
や
っ
あ
ん
こ
く
し
o

長
勝
寺
石
井
。
な
ご
へ
切
通
日
蓮
こ
い
み

づ
有
/
此
切
通
し
か
ま
く
ら
と
三
う
ら
と
の
さ
か
い
也
是
8
札
所
第
二
岩

殿
く
わ
ん
お
ん
井
御
さ
る
ば
た
/
山
又
は
も
り
と
の
明
神
多
古
江
川
へ
も

行
也
。
さ
か
さ
川
同
は
し
っ
し
町
っ
し
ゃ
く
し
乱
橋
/
れ
ん
り
木
有
さ
い

も
く
さ
村
。
ふ
た
ら
く
し
よ
り
と
も
こ
ん
り
う
開
山
文
覚
上
人
/
。
弁
か

谷
き
ゃ
う
し
か
谷
き
り
か
谷
。
光
明
寺
平
つ
ね
と
き
こ
ん
り
う
か
い
さ

ん
き
し
ゅ
/
せ
ん
し
。
い
〉
し
ま
六
か
く
の
ゐ
わ
か
江
の
し
ま
。
小
坪
村

聞
献
の
小
坪
切
通
し
是
S
(第
三
丁
ウ
)
/

一
一
一
う
ら
み
さ
き
。
す
み
よ
し
明
神
し
ゆ
す
か
け
松
。
三
浦
道
寸
の
し
ろ
あ

と
有
/
此
へ
ん
ゆ
い
か
は
ま
和
田
は
た
け
山
ふ
り
よ
い
く
さ
せ
し
所
と
い

へ
り
o

多
古
江
川
/
六
代
御
前
の
つ
か
。
あ
ぶ
み
す
り
山
も
り
と
の
明

神
o

佐
賀
岡
よ
ば
か
り
の
明
神
/
。
つ
る
か
岡
S
西
之
方
。
ぅ
く
ひ
す
か

や
っ
し
い
ち
上
人
せ
き
と
う
同
い
な
り
の
社
/
新
清
水
寺
て
つ
く
わ
ん
お

ん
く
ろ
か
ね
の
井
い
わ
や
と
う
也
日
か
ね
ち
そ
う
松
源
寺
/
よ
り
と
も
こ

ん
り
う
o

岩
屋
ふ
と
う
弘
法
大
師
作
。
扇
か
谷
く
わ
ん
れ
い
や
し
き
/
あ

ふ
き
の
井
o

花
光
院
。
し
ゅ
ふ
く
寺
玉
山
第
三
さ
ね
と
も
の
ひ
ゃ
う
せ
き

と
う
有
/
か
い
さ
ん
千
光
国
師
平
政
子
こ
ん
り
う
此
地
源
氏
代
々
の
や
し

き
跡
也
/
。
え
い
せ
う
寺
太
田
道
濯
の
や
し
き
也
。
源
氏
山
は
た
た
て
山

と
も
い
ふ
也
/
八
ま
ん
太
郎
此
山
に
て
は
た
を
あ
け
東
こ
く
せ
い
を
そ
ろ

へ
給
ひ
し
と
也
。
泉
か
や
っ
/
い
つ
み
の
井
。
浄
光
明
寺
平
長
時
こ
ん
り

う
ほ
う
く
わ
ん
の
み
だ
た
か
い
の
御
え
い
/
八
坂
ふ
と
う
其
外
霊
仏
多
し

矢
拾
の
地
蔵
あ
み
引
ち
そ
う
o

相
馬
天
皇
の
/
に
ん
し
ゃ
う
の
石
塔
。
ふ

し
は
ら
た
め
す
け
の
せ
き
と
う
定
家
卿
之
御
孫
也
(
第
四
了
オ
)
/

。
亀
谷
坂
是
8
山
之
内
へ
出
る
也
。
坂
中
天
神
。
藤
か
谷
む
め
か
や
っ
か

け
き
よ
/
か
ろ
う
山
川
軒
川
均
一
昨
年
間
町
公
一
へ
0

か
い
そ
う
し
か
い
さ
ん
け

ん
お
う
せ
ん
し
そ
こ
ぬ
け
の
井
/
本
尊
な
き
ゃ
く
し
。
け
わ
ひ
坂
初
防
比
一
山

ゆ
品
し
ょ
六
本
松
。
今
小
路
か
っ
か
ば
し
/
。
裁
が
う
じ
ん
は
仏
九
ぶ
人
丸
つ
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か
か
け
き
よ
む
す
め
也
。
尊
う
ち
ゃ
し
き
跡
o

長
谷
小
路
/
さ
い
き
よ
ば

し
佐
介
か
谷
け
か
ち
は
た
け
付
制
的
出
山
一

ro笹
目
か
谷
四
河
川
均
一
一
的
り
長
/
。

あ
ま
な
は
の
神
明
の
宮
M
H
M
M
問
。
い
な
せ
川
み
こ
し
が
だ
け
o

光
則
寺

日
ろ
う
/
の
土
の
ろ
う
有
o

大
仏
同
坂
。
長
谷
町
宿
谷
村
。
長
谷
く
わ
ん

お
ん
坂
東
札
所
清
一
は
ん
/
o
御
霊
の
宮
跡
山
口
一
日
時
四
郎

o
こ
く
う
そ
う
堂

ほ
し
月
の
井
。
坂
之
下
丁
ご
く
ら
く
し
坂
/
れ
う
せ
ん
か
崎
d
M
川崎一一ろ

。
極
楽
寺
開
山
に
ん
し
ゃ
う
平
重
時
こ
ん
り
う
弁
け
い
か
/
こ
し
か
け
松

有
。
い
な
む
ら
か
さ
き
恥
札
さ
た
よ
こ
手
原
そ
で
の
浦
。
七
里
か
は
ま
お
と

な
し
/
た
き
日
れ
ん
け
さ
か
け
松
行
合
川
金
あ
ら
い
沢
。
小
ゆ
る
き
o

た

も
と
の
う
ら

o
こ
し
こ
へ
村
/
o
満
福
寺
わ
れ
け
い
。
回
せ
村
り
う
こ
う
し

日
れ
ん
御
な
ん
の
所
。
西
行
見
か
へ
り
松
有
ハ
第
四
丁
ウ
)
/

す
る
か
二
郎
笈
や
き
松
。
江
の
し
ま
下
の
宮
上
の
み
や
御
か
り
ゃ
い
わ
や

り
う
ち
ち
こ
が
ふ
ち
ま
な
/
板
い
し
新
田
四
郎
ぬ
け
あ
な
其
外
名
所
御
霊

物
多
し
。
つ
る
か
岡
S
北
の
方
/
一
こ
ふ
く
ろ
坂
よ
り
つ
ね
将
く
ん
の
御

代
此
坂
を
切
る
。
こ
ふ
く
さ
ん
け
ん
て
う
し
平
時
頼
こ
ん
り
う
航
一
一
一
/
関

山
大
覚
せ
ん
し
此
地
む
か
し
ち
こ
く
谷
金
龍
水
不
老
水
大
覚
池
。
あ
ら
い

え
ん
ま
〆
か
ら
た
せ
ん
の
ち
ぞ
う
。
杉
か
谷
弁
才
天
弘
法
大
師
の
作
。
ま

り
し
て
ん
ひ
し
ゆ
か
つ
ま
の
さ
く
也
/
。
長
し
ゅ
寺
源
基
氏
こ
ん
り
う
開

山
古
先
和
尚
尊
氏
の
せ
き
と
う
有
此
地
尊
氏
/
ゐ
ん
き
ょ
所
也
。
山
の
内

町
く
わ
ん
れ
い
や
し
き
跡
。
せ
ん
こ
う
し
。
さ
い
め
う
し
平
時
頼
こ
ん
り

う
/
明
月
続
上
杉
安
房
守
こ
ん
り
う
浄
智
寺
平
師
時
こ
ん
り
う
腕
舵
関
山

仏
源
/
ぜ
ん
し
か
ん
ろ
す
い
o

松
か
同
東
慶
寺
ひ
く
に
寺
也
同
一
位
一
刊
誌

一
弘
法
一
話
一
蹴
与
野
恥
心
身
/
/
日
一
N
M
り
え
ん
か
く
じ
平
時
宗
こ
ん
り
う
粧
一
一
一

関
山
仏
光
せ
ん
し
o

市
場
村
/
十
王
堂
。
は
な
れ
山
従
是
戸
っ
か
へ
こ
り

/ 
干

時
正
徳
コ
五
年
改
正
者
也

(
加
)
(
図
版
一
)

板
元

し一

同
一
向
…
鎌
倉
名
所
鑑
〔
京
保
頃
占
刊
富
田
屋
庄
左
衛
門
半
六
丁

印
面
高
さ
一
二
・
六
糎
。
毎
半
葉
十
三
行
(
第
二
丁
オ
の
み
十
二
行
〉
。

前
掲
書
に
て
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、
当
番
と
前
掲
E
徳
三
年
刊
本
と
は
内

容
が
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
当
書
は
正
徳
三
年
版
を
箇
条
書
き
に
直
し

て
改
版
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
の
項
(
前
掲
書

第
一
丁
オ
と
対
照
願
い
た
い
)
で
は
「
相
模
国
鎌
倉
郡
小
林
郡
鶴
岡
山
/

い

と

の

に

わ

う

も

ん

一
舞
殿
か
く
ら
所
也
一
仁
王
門
む
か
し
は
八
つ
脚
の
門
な
り
/
一

下
宮
若
宮
大
権
現
此
わ
は
う
ら
く
の
舞
諮
問
削
併
説
明
謂
紘
一
州
へ
御
勧
誘
也
毎

年
四
月
/
一
献
齢
社
主
韮
明
神
也
一
↓
ニ
船
撚
配
一
一
一
輪
住
吉
明
神

社
/
一
石
階
東
に
榔
の
樹
西
に
銀
杏
樹
あ
り
此
銀
杏
の
樹
の
下
に
当
宮

べ

っ

た

う

あ

ち

ゃ

り

〈

き

ゃ

う

大
別
当
阿
/
一
闇
梨
公
暁
(
後
略
)
」
の
如
く
書
か
れ
る
。
刊
記
は
本
文
末

に
続
い
て
記
さ
れ
「
〈
前
略
)
/
十
王
堂
は
な
れ
山
従
戸
塚
弐
里
右
鎌
倉
の

名
所
古
跡
数
多
雄
/
v有
之
古
老
の
書
置
た
る
を
忠
伝
し
て
こ
と
ノ
九
九
く

開
板
せ
し
む
る
者
也
/
板
元
雪
下
富
田
屋
庄
左
衛
門
」
こ
の
版
元
の

富
田
屋
庄
左
衛
門
は
、
貞
享
三
年
三
六
八
六
〉
版
(
沢
氏
前
掲
書
第
五

図
)
及
び
元
禄
四
年

C
六
九
一
)
版
の
鎌
倉
絵
図
刊
行
者
た
る
雪
の
下

に
て
旅
館
を
営
ん
で
い
た
富
田
屋
庄
兵
衛
(
斎
藤
氏
)
と
は
同
一
家
の
人

で
あ
ろ
う
。
江
戸
中
期
の
絵
図
の
刊
行
者
に
、
斎
藤
六
郎
左
衛
門
と
同
七

郎
左
衛
門
も
い
る
が
、
彼
ら
も
又
、
一
族
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
一
ニ
者
の
図

柄
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
蜂
屋
文
庫
本
は
長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
本
よ

り
早
印
で
あ
る
が
、
表
紙
を
欠
失
し
て
い
る
。
(
蜂
・
規
)
〈
図
版
二
)

q
u
 



同
概
鎌
倉
名
所
記
富
田
屋
庄
左
衛
門
半
六
丁

印
面
高
さ
一
九
・
九
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
(
表
紙
ウ
及
び
次
葉
は
十
三

行)。

付
に
て
述
べ
た
如
く
、
当
書
以
後
の
諸
版
と
前
掲
書
付
同
と
は
遊
覧
巡
路

や
記
述
が
か
な
り
異
っ
て
い
る
。
当
書
に
は
刊
行
年
記
が
な
い
の
で
、
前

掲
ニ
書
と
の
前
後
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
冨
田
屋
庄
左
衛

門
が
同
の
箇
条
書
き
の
形
式
か
ら
当
書
の
形
に
改
版
し
、
そ
の
際
若
干
適

切
な
コ

i
ス
に
改
め
、
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
新
し
い
巡

路
は
「
新
編
鎌
倉
志
」
と
大
体
一
致
し
て
い
る
。
前
掲
ニ
書
と
較
べ
る

と
、
新
た
に
正
宗
屋
敷
と
並
び
、
運
慶
屋
敷
が
記
さ
れ
る
等
、
内
容
に
も

若
干
の
差
異
が
あ
る
。
刊
記
は
本
文
末
に
記
さ
れ
、
「
市
場
村
は
な
れ
山
是

A
O
戸
塚
へ
ニ
リ
九
丁
板
元
富
田
庄
左
衛
門
」
。
後
印
本
で
あ
る
長
沢
氏

及
び
沢
氏
所
蔵
本
に
は
右
の
刊
記
の
内
、
「
富
田
庄
左
衛
門
」
が
な
い
。

版
木
よ
り
、
版
元
部
分
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
書
は
沢
氏
前
掲
書

に
て
、
金
沢
八
景
・
逗
子
・
葉
山
・
江
の
島
を
除
い
た
全
文
が
翻
字
さ
れ

て
い
る
の
で
、
同
書
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
左
に
記
す
。

(
東
方
〉

「
〈
前
略
)
従
是
東
は
武
茄
六
浦
圧
金
沢
也
/
侍
従
川
油
つ
〉
み
専
光
寺

て
る
て
の
姫
守
本
尊
有
六
浦
川
六
浦
/
橋
三
ぞ
う
か
浦
せ
か
崎
の
り
よ
り

石
塔
有
昇
天
山
金
龍
院
飛
/
石
山
共
云
金
沢
四
石
の
内
飛
石
と
い
ふ
有
此

所
に
て
放
下
僧
あ
た
を
復
し
/
た
る
所
な
り
瀬
戸
弁
才
天
社
四
石
之
内
福

石
有
瀬
戸
橋
て
る
て
の
/
姫
松
。
す
崎
村
町
屋
村
称
名
寺
平
の
あ
き
時
こ

ん
り
う
開
山
審
海
/
和
尚
四
石
の
内
美
女
石
姥
石
有
八
木
の
内
青
葉
の
楓

せ
い
ご
梅
/
黒
梅
さ
く
ら
梅
文
殊
さ
く
ら
ふ
げ
ん
ぞ
う
さ
く
ら
其
外
宝
物

多
し
/
査
か
浦
と
い
ふ
所
に
ひ
と
つ
松
有
八
木
の
内
也
か
ま
り
や
村
手
子

明
神
/
X
能
見
堂
金
岡
か
筆
す
て
松
ふ
う
ふ
松
有
雪
下
J
是
迄
ニ
里
此
所

に
/
て
い
け
い
よ
く
見
ゆ
る
也
八
け
い
は
洲
崎
晴
嵐
。
平
方
落
「
。
野
嶋

お
っ
と
も

(
第
四
丁
オ
〉
/
タ
照
。
内
山
暮
雪
。
乙
納
帰
帆
o

小
泉
夜
雨
。
瀬
戸
秋

月
。
/
称
名
寺
晩
鐘
。
以
上
八
け
い
な
り
詩
寄
有
り
今
愛
に
略
す
」

(
南
方
)

「
(
前
略
)
岩
殿
観
音
坂
東
礼
所
第
二
ば
ん
也
多
古
江
川
六
代
御
前
御
さ

い
/
ご
の
所
也
同
塚
あ
り
鐙
摺
山
。
杜
戸
明
神
飛
滋
柏
千
貫
松
/
よ
り
と

も
腰
か
け
松
名
嶋
左
り
ま
き
の
さ
〉
い
此
所
の
名
物
な
り
/
し
ん
な
し
村

佐
賀
岡
世
計
明
神
雪
下
広
是
迄
壱
里
余
ハ
第
五
丁
オ
)
」

(
西
方
)

「
(
前
略
)
小
ゆ
る
き
八
王
子
社
腰
越
満
福
寺
本
尊
薬
師
弁
慶
自
筆
の
/

状
有
同
硯
池
龍
口
寺
日
蓮
御
難
所
首
座
石
土
の
ろ
う
有
龍
口
/
明
神
か
た

せ
村
か
た
せ
川
西
行
見
廻
松
駿
河
次
郎
笈
焼
松
も
ろ
こ
し
か
/
原
/
砥
上

か
原
八
つ
松
原
。
江
嶋
弁
才
天
金
亀
山
与
願
寺
と
号
す
也
/
下
之
宮
上
之

宮
御
か
り
ゃ
い
わ
や
別
当
岩
本
院
下
之
坊
上
之
坊
何
れ
も
/
宝
物
多
し
ち

ご
淵
ま
な
板
石
龍
池
仁
田
四
郎
ぬ
け
穴
泣
面
か
崎
/
聖
天
嶋
鵜
嶋
其
外
名

所
多
し
雪
の
下
よ
り
是
迄
二
里
(
第
六
丁
オ
)
」
(
諸
・
規
・
沢
)
(
図
版
一
ニ
)
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同

桝

鎌

倉

名

所

記

半

六

丁

印
面
高
さ
ニ

O
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
書
同
と
巡
路
は
同
一
で
あ
る
が
、
名
所
に
は
か
な
り
の
出
入
り
が
見

ら
れ
、
前
掲
書
同
に
あ
っ
た
大
友
ケ
谷
・
う
ん
け
い
や
し
き
が
な
く
な



り
、
当
番
以
降
に
は
土
佐
坊
屋
敷
跡
公
新
編
鎌
倉
志
」
と
同
位
置
)
・
佐

介
い
な
り
・
け
か
ち
は
た
け
・
さ
い
き
ょ
ば
し
が
で
て
く
る
。
本
文
巻
末

は
同
と
似
て
お
り
、
「
ハ
前
略
)
十
王
堂
/
市
場
村
は
な
れ
山
是
広
一
戸
っ
か

へ
ニ
リ
九
丁
」
。
表
紙
も
又
、
同
と
よ
く
似
て
い
る
。
当
書
及
び
伺
の
表

紙
左
方
に
あ
る
書
名
の
四
周
の
罫
は
単
辺
で
あ
る
が
、
次
掲
書
回
同
は
双

辺
で
あ
る
。
当
書
と
次
掲
国
側
の
本
文
は
、
互
い
に
覆
刻
関
係
あ
る
別
版

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
刊
行
年
記
が
な
い
の
で
、
前
後
関
係
は
明
臼
で

は
な
い
。
表
紙
の
形
が
、
よ
り
古
い
も
の
と
似
て
い
る
当
書
が
、
こ
の
一
ニ

書
の
中
で
は
最
も
先
行
す
る
も
の
と
考
え
、
当
論
で
は
当
害
を
始
め
に
配

列
し
た
。
丁
付
は
表
紙
よ
り
数
え
、
丁
数
は
版
心
或
い
は
の
ど
に
刻
さ
れ

る
。
次
に
全
文
を
翻
字
す
る
。

「
相
州
鎌
倉
の
郡
は
む
か
し
大
し
よ
く
わ
ん
か
ま
た
り
公
今
た
か
ま
子
と

申
せ
し
比
/
鹿
嶋
さ
ん
け
い
の
時
当
地
ゆ
い
の
里
に
宿
し
給
ひ
け
る
夜
れ

い
む
の
事
有
に
/
よ
っ
て
年
比
持
た
ま
ふ
か
ま
を
大
蔵
山
の
松
岡
に
う
つ

み
給
ふ
此
ゆ
へ
に
鎌
/
倉
郡
と
申
也
是
に
よ
っ
て
大
く
ら
山
を
か
ま
く
ら

山
と
名
付
く
則
か
ま
/
を
う
つ
み
た
ま
い
し
所
は
今
八
幡
宮
御
本
社
の
所

也
。
ち
ん
じ
ゅ
ふ
の
/
将
軍
け
ん
い
よ
の
守
よ
り
よ
し
ち
ょ
く
を
か
う
む

り
奥
州
あ
べ
の
/
さ
だ
と
う
せ
い
ば
つ
の
時
か
う
平
六
年
八
月
石
清
水
の

若
宮
を
当
地
/
由
井
の
郷
鶴
岡
と
申
所
に
く
わ
ん
じ
ゃ
う
し
給
ふ
今
下
官

若
宮
大
権
現
也
/
治
承
四
年
源
の
頼
朝
公
由
井
の
鶴
岡
本
若
宮
を
小
林
の

今
の
宮
地
に
/
う
つ
し
奉
り
給
ふ
此
ゆ
へ
に
今
此
所
を
鶴
岡
と
い
ふ
也
o

八
幡
宮
の
御
/
本
社
の
地
む
か
し
は
松
岡
明
神
と
て
い
な
り
の
や
し
ろ
有

し
を
建
久
/
二
年
頼
朝
公
地
主
い
な
り
を
同
西
方
丸
山
に
う
つ
し
て
八
幡

宮
を
あ
ら
/
た
に
く
わ
ん
じ
ゃ
う
し
給
ふ
。
よ
り
よ
し
相
模
守
に
に
ん
じ

鎌
倉
に
下
向
の
/
後
八
ま
ん
太
郎
よ
し
い
へ
か
ま
く
ら
に
て
出
生
し
給
ひ

よ
し
家
陸
奥
守
(
表
紙
ウ
)
/

せ
い
ゐ
将
軍
に
に
ん
じ
鎌
倉
に
居
住
し
給
ふ
右
大
将
よ
り
と
も
卿
/
日
本

惣
つ
い
ふ
し
を
給
は
っ
て
父
子
一
ニ
代
平
政
子
一
代
せ
つ
け
A
O
ニ
代
/
親
王

家
人
。
四
代
合
て
将
軍
十
代
か
ま
く
ら
よ
り
天
下
を
納
給
ふ
/
ご
た
い
ご
の

天
皇
の
御
宇
相
模
入
道
平
高
時
ほ
ろ
び
て
後
第
八
/
の
官
を
せ
い
ゐ
将
軍

に
す
へ
奉
ら
る
其
後
足
利
尊
氏
公
の
子
孫
/
く
わ
ん
れ
い
と
し
て
か
ま
く

ら
に
居
宅
し
て
納
た
ま
い
し
也
/
相
模
国
鎌
倉
郡
鶴
岡
山
八
幡
宮
/
一
の

鳥
居
赤
橋
左
右
に
は
す
池
有
り
嶋
七
つ
有
右
の
島
に
弁
才
天
の
/
社
有
二

王
門
の
前
南
方
に
鳥
居
有
る
小
路
矢
ぶ
さ
め
馬
場
と
去
二
王
門
/
む
か
し

は
八
足
門
品
舞
殿
神
楽
堂
也
左
り
方
こ
ま
堂
本
尊
五
大
明
王
/
り
ん
ざ
う

鹿
本
の
一
切
経
納
て
有
り
天
照
大
神
の
社
松
童
源
太
夫
/
天
神
夷
社
有
り

右
之
方
大
塔
本
尊
五
智
如
来
若
宮
大
権
現
社
/
有
り
叫
一
日
一
円
約
一
伽
ほ
う
ら

く
毎
年
四
月
三
日
に
御
祭
礼
有
り
住
吉
明
神
/
三
わ
あ
っ
た
三
嶋
明
神
か

う
ら
の
社
版
…
民
ゃ
く
し
堂
川
崎
沖
し
ゆ
ろ
う
堂
(
第
二
丁
オ
〉
/

鐘
名
正
和
五
年
二
月
日
と
有
り
石
の
き
ざ
は
し
を
の
ぼ
れ
ば
東
に
/
な
ぎ

の
木
西
に
い
て
う
の
木
有
り
此
木
の
も
と
に
て
当
宮
大
別
当
/
あ
じ
や
り

く
ぎ
ゃ
う
か
く
れ
い
て
さ
ね
と
も
公
を
打
給
ひ
し
所
也
上
宮
/
ろ
う
も
ん

く
わ
い
ろ
う
右
の
方
に
ざ
ふ
れ
い
の
た
ん
所
有
り
昼
夜
/
天
下
泰
平
の
御

き
と
う
お
こ
た
ら
ず
左
り
の
方
に
御
供
所
有
御
本
/
社
八
幡
宮
御
宝
物
多

し
毎
年
八
月
十
五
日
ほ
う
ぜ
う
ゑ
ご
さ
い
礼
/
同
十
六
日
や
ぶ
さ
め
す
ま

ふ
同
夜
ほ
う
へ
い
有
り
二
月
十
一
月
初
の
卯
ノ
日
/
ベ
い
し
よ
ほ
う
へ
い

御
神
事
有
り
武
内
の
社
け
い
き
ゃ
う
天
皇
S
天
子
/
六
代
と
う
り
ゃ
う
の

し
ん
也
こ
と
ふ
き
三
百
拾
七
歳
六
角
堂
御
経
奉
納
/
の
堂
也
鶴
亀
石
龍
神
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ょ
う
が
う
石
あ
い
ぜ
ん
と
う
二
位
尼
本
尊
地
蔵
/
ぼ
さ
つ
丸
山
い
な
り
の

社
当
所
地
主
松
岡
明
神
是
也
自
は
た
明
神
/
頼
朝
公
を
い
わ
ゐ
奉
る
毎
年

正
月
十
三
日
御
神
事
十
二
院
の
内
相
承
院
/
に
て
御
法
事
有
り
大
御
く
う

所
本
尊
み
る
め
の
明
神
西
の
き
ざ
は
し
を
/
下
り
り
う
え
い
明
神
晴
洲
一
凶
日

新
宮
大
権
現
の
社
後
鳥
羽
院
を
い
わ
ゐ
(
第
二
丁
ウ
〉
/

奉
る
六
本
杉
と
て
名
木
有
り
鶴
岡
十
二
院
む
か
し
は
廿
五
坊
な
り
/
も
と

と
り
の
観
音
其
外
れ
い
仏
霊
宝
あ
ま
た
有
り
神
主
小
別
当
/
社
家
四
拾
余

人
御
神
料
永
楽
八
百
四
拾
貫
丈
余
也
/
一
の
鳥
居
雪
の
下
置
石
町
中
の
一

段
高
き
道
を
お
き
み
ち
共
段
か
づ
ら
共
/
い
ふ
横
大
路
を
若
宮
小
路
と
云

馬
場
小
路
中
鳥
居
小
町
口
ひ
わ
小
路
/
び
わ
橋
大
鳥
居
わ
き
に
は
た
け
山

六
郎
し
け
や
す
の
石
塔
有
下
若
宮
/
古
地
は
大
鳥
井
東
に
有
り
一
の
鳥
居

t
ゆ
い
の
浜
迄
十
八
丁
有
り
/
鶴
岡

t東
の
方
/
す
は
の
社
か
ら
門
の
跡

山
王
の
社
柳
原
滝
沢
烏
合
原
筋
違
橋
雪
の
/
下
大
蔵
町
よ
り
朝
や
し
き
伊

豆
寸
あ
わ
か
っ
さ
を
へ
て
治
承
四
年
十
二
月
/
十
二
日
比
所
へ
わ
た
ま
し

父
子
三
代
平
政
時
も
住
給
ふ
其
後
正
治
元
年
正
月
/
十
三
日
に
行
年
五
十

三
に
市
か
う
ぎ
よ
法
花
堂
頼
朝
持
仏
堂
也
山
の
上
に
頼
朝
/
御
石
塔
有
り

西
御
門
束
御
門
え
か
ら
天
神
宝
物
多
し
こ
か
い
ど
う
村
/
大
楽
寺
本
尊
こ

〉
ろ
み
不
動
。
じ
ゅ
ほ
う
山
覚
園
寺
永
仁
四
年
(
第
三
丁
オ
)
/

平
定
時
こ
ん
立
し
ん
え
和
尚
此
所
ゃ
く
し
堂
が
谷
也
本
尊
薬
師
也
/
黒
地

蔵
堂
有
り
む
ね
立
の
井
弘
法
大
師
ご
ま
だ
ん
の
跡
山
の
上
に
有
り
/
後
だ

い
ご
天
皇
の
皇
子
大
塔
官
土
龍
有
り
足
利
な
を
よ
し
此
所
へ
お
し
こ
め
/

後
に
打
奉
る
理
智
光
寺
開
山
願
行
上
人
本
尊
さ
や
あ
み
た
山
の
上
に
大
塔

宮
/
石
と
う
有
り
大
山
ふ
ど
う
を
い
た
る
た
〉
ら
場
の
跡
有
り
獅
々
が
ん

し
〉
の
形
に
/
に
た
る
ゆ
へ
名
付
也
。
瑞
泉
寺
源
基
氏
こ
ん
立
也
開
山
は

む
そ
う
国
師
本
尊
/
釈
迦
う
し
ろ
の
山
を
い
ち
ら
ん
で
い
と
い
ふ
天
台
山

と
い
ふ
山
有
う
た
の
橋
文
覚
や
/
し
き
ざ
せ
ん
川
大
御
堂
が
谷
吋
町
一
初
防
ら

ん
し
や
か
堂
か
谷
犬
か
け
か
谷
/
倣
誘
き
ぬ
は
り
山
た
ん
じ
ゃ
く
石
た

ん
じ
ゃ
く
の
井
唐
糸
が
土
繕
杉
本
観
音
/
開
山
行
基
也
坂
東
札
所
第
一
ば

ん
也
。
報
国
寺
源
の
尊
氏
祖
父
い
よ
の
守
/
家
時
こ
ん
立
也
開
山
仏
乗
禅

師
也
此
辺
を
た
く
ま
が
谷
と
云
な
め
り
川
/
む
か
し
の
か
い
道
橋
ぐ
い
の

跡
有
青
戸
左
衛
門
銭
を
落
せ
し
川
也
十
ニ
所
村
/
十
二
郷
が
谷
い
な
り
坂

た
い
こ
う

稲
荷
山
。
浄
妙
寺
五
山
第
五
開
山
退
耕
和
尚
大
/
蔵
い
な
り
の
社
有
り
胡

桃
か
谷
御
馬
ひ
や
し
場
い
〉
も
り
山
く
る
み
川
(
第
三
丁
ウ
)
/

公
方
や
し
き
源
の
基
氏
の
や
し
き
也
五
大
堂
よ
り
つ
ね
将
軍
き
く
わ
ん
所

也
/
梶
原
平
三
景
時
や
し
き
塩
な
め
地
蔵
光
触
寺
本
尊
ほ
う
や
け
あ
み

た
/
午
房
が
谷
首
へ
塚
あ
さ
い
な
切
通
し
梶
原
太
刀
あ
ら
い
水
は
な
/
か

け
地
蔵
武
州
の
さ
か
い
に
有
ゆ
へ
さ
か
い
の
地
蔵
共
い
ふ
也
/
/
従
是
束
は

武
茄
六
浦
の
荘
金
沢
也
/
侍
し
う
川
油
つ
〉
み
専
光
寺
て
る
て
の
姫
守
本

尊
有
り
六
浦
は
し
三
/
ぞ
う
が
浦
せ
か
崎
の
り
よ
り
の
石
塔
有
昇
天
山
金

龍
院
飛
石
山
共
い
ふ
金
沢
/
四
石
の
内
飛
石
と
い
ふ
は
此
山
に
有
瀬
戸
明

し
や
ひ
や
く

神
三
嶋
明
神
也
金
沢
八
木
の
内
蛇
混
/
柏
有
又
三
本
杉
有
此
所
に
市
放
下

僧
あ
た
を
復
し
た
る
所
也
瀬
戸
弁
才
天
四
石
/
の
内
福
石
と
い
ふ
有
瀬
戸

橋
て
る
手
の
ひ
め
松
金
沢
す
ざ
き
村
町
屋
村
/
。
称
名
寺
平
の
あ
き
時
こ

ん
立
開
山
審
海
和
尚
寺
内
四
石
の
内
美
女
石
/
姥
石
有
八
木
の
内
青
葉
も

み
ち
o

せ
い
こ
梅
o

さ
く
ら
梅
。
文
珠
桜
/
ふ
げ
ん
そ
う
ざ
く
ら
。
黒
む

め
は
今
は
な
し
右
玉
木
有
其
外
寺
宝
多
し
査
が
/
浦
と
い
ふ
所
に
ひ
と
つ

松
有
金
沢
八
木
の
内
畠
か
ま
り
屋
村
手
子
明
神
(
第
四
丁
オ
)
/

能
見
堂
金
岡
筆
す
て
松
o

ふ
う
婦
松
有
り
雪
の
下
，
g
是
迄
ニ
り
/
金
沢
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す
さ
き
せ
い
ら
ん
ひ
ら
か
た
ら
く
か
ん
の
し
ま
の
せ
き
せ
う
う
ち
か
わ
の
ほ
せ
つ
お
っ
と
も
の
き

八
景
/
洲
崎
晴
嵐
平
方
落
鷹
野
嶋
タ
照
内
川
暮
雪
/
乙
鞠
帰

は

ん

こ

い

つ

み

の

や

う

せ

と

の

し

う

け

っ

せ

う

め

う

し

り

は

ん

し

ゃ

う

帆
小
泉
夜
雨
瀬
戸
秋
月
称
名
寺
晩
鐘
/
鶴
岡
よ
り
南
の
方
/
金

龍
山
宝
戒
寺
源
尊
氏
こ
ん
立
関
山
玉
代
田
師
本
尊
唐
仏
経
よ
み
地
蔵
尊
/

井
に
寺
宝
多
し
此
地
北
条
九
代
屋
敷
畠
北
条
高
時
の
社
有
り
塀
風
山
小
富

士
山
/
か
さ
い
が
谷
東
勝
寺
の
き
う
せ
き
土
佐
坊
や
し
き
跡
元
弘
三
年
五

月
廿
二
日
/
さ
か
み
守
高
時
一
門
二
百
八
十
三
人
す
べ
て
八
百
七
十
余
人

せ
つ
ふ
く
の
所
也
高
時
は
か
所
/
あ
り
小
町
塔
の
辻
妙
り
う
寺
大
巧
寺
本

覚
寺
え
ひ
す
堂
橋
大
町
へ
や
の
井
/
比
企
谷
妙
本
寺
此
寺
日
れ
ん
上
人
せ

っ
ほ
う
初
め
の
寺
也
日
蓮
真
筆
の
ま
ん
/
だ
ら
有
り
比
企
判
官
き
う
せ
き

也
寺
宝
多
し
左
竹
天
王
や
し
ろ
有
(
第
四
了
ウ
〉
/

米
町
延
命
寺
本
尊
は
だ
か
地
蔵
教
恩
寺
さ
か
川
辻
町
辻
薬
師
乱
橋
/
材
木

座
村
補
陀
落
寺
頼
朝
こ
ん
立
関
山
文
覚
上
人
寺
宝
多
し
弁
か
谷
/
き
ゃ
う

師
か
谷
桐
か
谷
光
明
寺
平
つ
ね
時
こ
ん
立
関
山
き
し
ゅ
禅
師
霊
仏
/
寺
宝

多
し
飯
嶋
六
角
の
井
和
賀
江
嶋
小
坪
村
岡
切
通
し
正
覚
寺
/
住
吉
明
神
数

珠
か
け
松
一
一
一
浦
道
寸
の
城
跡
有
此
辺
由
井
か
浜
和
田
/
は
た
け
山
ふ
り
よ

い
く
さ
せ
し
所
と
い
へ
り
名
ご
へ
村
田
代
観
音
坂
東
札
所
第
一
一
一
/
ば
ん
也

安
養
院
関
山
願
行
上
人
花
か
谷
左
竹
や
し
き
五
本
ほ
ね
の
山
あ
り
/
蛇
か

谷
松
葉
か
谷
安
国
寺
長
勝
寺
石
井
日
蓮
乞
水
有
り
名
こ
へ
切
通
し
/
比
切

通
か
ま
く
ら
と
三
浦
の
さ
か
い
也
御
さ
る
畠
山
岩
殿
観
音
坂
東
札
所
第
/

二
ば
ん
也
神
嵩
天
狗
こ
し
か
け
松
多
古
江
川
六
代
御
前
御
さ
い
ご
の
所
也

同
/
塚
有
り
あ
ぶ
み
す
り
山
守
殿
明
神
宝
物
多
し
飛
混
柏
千
貫
松
有
/
頼

朝
こ
し
か
け
松
高
石
名
嶋
と
つ
と
の
嶋
心
な
し
村
佐
賀
岡
世
計
/
明
神
雪

の
下
β

是
迄
官
官
、
り
余
/
鶴
岡
西
の
方
(
第
五
了
オ
〉
/

新
清
水
鉄
観
音
く
ろ
か
ね
の
井
う
く
い
す
か
谷
志
一
上
人
石
塔
同
い
な
り

社
/
い
わ
や
ど
う
松
源
寺
本
尊
日
金
ぢ
ぞ
う
頼
朝
公
こ
ん
立
い
わ
や
ふ
と

う
明
王
/
弘
法
大
し
作
華
光
院
上
杉
く
わ
ん
れ
い
や
し
き
亀
か
谷
寿
福
寺

盟
関
山
/
千
光
国
師
本
尊
し
や
か
俗
に
か
ご
じ
ゃ
か
と
い
ふ
平
政
子
こ

ん
立
絵
か
き
/
ゃ
く
ら
さ
ね
と
も
石
塔
有
此
地
源
氏
代
々
屋
敷
跡
也
英
勝

寺
太
田
道
濯
/
の
き
う
せ
き
源
氏
は
た
立
山
共
い
ふ
八
ま
ん
太
郎
此
山
に

自
は
た
を
上
け
東
国
/
ぜ
い
を
集
給
ふ
泉
か
谷
い
つ
み
の
井
持
光
明
寺
平

じ

お

ん

や

長
時
こ
ん
り
う
/
宝
冠
の
み
だ
八
坂
ふ
ど
う
た
が
い
の
御
影
慈
恩
院
矢

拾
い
つ
ぞ
う
あ
み
/
引
ぢ
ぞ
う
藤
原
為
相
石
と
う
定
家
卿
の
御
孫
自
相
馬
天

王
両
忍
性
/
石
塔
藤
か
谷
扇
か
谷
扇
の
井
十
六
の
井
海
蔵
寺
閉
山
源
翁
/

禅
師
本
尊
一
時
ゃ
く
し
そ
こ
ぬ
け
の
井
か
げ
き
ょ
が
龍
梅
か
谷
つ
ゾ
き
/
の

里
け
わ
い
坂
勅
凶
一
諸
女
六
本
松
葛
原
岡
今
小
路
勝
か
橋
正
宗
屋
敷
/
や
き

は
の
い
な
り
戴
ず
神
人
丸
づ
か
い
お
一
一
目
的
が
尊
氏
や
し
き
さ
い
き
よ
橋
/
西

行
橋
共
い
ふ
左
介
が
谷
向
い
な
り
の
社
か
く
れ
ざ
と
福
神
銭
あ
ら
ひ
水

(
第
五
丁
ウ
〉
/

天
狗
堂
七
観
音
堂
か
谷
け
か
ち
畠
佐
佐
目
か
谷
慨
は
却
も
り
一
失
跡
也
/
甘
な

は
明
神
町
…
一
忠
太
郎
盛
久
頚
座
い
な
せ
川
宿
屋
村
光
則
寺
〆
日
朗
土
の
鰭
大

仏
同
切
通
し
み
こ
し
が
た
け
長
谷
町
長
谷
観
音
〆
坂
東
札
所
第
四
ば
ん
也

御
霊
の
宮
悦
肘
以
一
崎
一
向
奉
る
星
月
の
井
こ
〈
う
/
ざ
う
堂
坂
の
下
町
切
通

し
極
楽
寺
関
山
忍
性
ほ
さ
つ
平
重
時
/
こ
ん
立
千
ぶ
く
茶
う
す
其
外
寺
宝

多
し
弁
慶
こ
し
か
け
松
月
か
け
/
が
谷
針
す
り
橋
稲
村
か
崎
山
一
九
一
時
一
成
一
山

田
余
了
横
手
原
霊
山
が
崎
/
刊
一
時
乞
袖
の
浦
十
一
人
塚
七
里
が
浜
音
な
し

滝
日
れ
ん
け
さ
か
け
松
/
行
合
川
金
洗
沢
小
ゆ
る
ぎ
八
王
子
の
宮
有
り
小

動
の
松
こ
し
こ
へ
村
/
満
福
寺
関
山
行
基
本
尊
ゃ
く
し
硯
池
弁
け
い
自
筆

状
有
り
同
/
こ
し
か
け
石
た
も
と
の
浦
龍
口
寺
日
蓮
首
座
石
同
土
の
龍
比
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所
か
/
御
難
所
也
龍
口
明
神
か
た
せ
村
同
川
西
行
見
返
松
駿
河
二
郎
笈
/

焼
松
唐
原
砥
上
原
八
松
か
原
/
江
嶋
金
亀
山
与
願
寺
と
号
す
雪
の
下
是

迄
ニ
り
(
第
六
丁
オ
)
/

巌
本
院
下
・
の
坊
上
の
坊
何
も
宝
物
多
し
無
熱
池
か
ま
石
福
石
碑
石
/
ち
ご

が
ふ
ち
龍
穴
剣
山
略
的
魚
板
石
龍
池
仁
田
四
郎
ぬ
け
穴
泣
面
が
崎
/
聖
天
嶋

鵜
嶋
其
外
名
所
多
し
/
鶴
岡
A
O
北
方
/
こ
ぶ
く
ろ
坂
青
梅
聖
天
あ
ら
い
え

ん
ま
か
ら
だ
せ
ん
ぢ
そ
う
建
長
寺
紅
叩
開
山
大
覚
/
禅
師
平
時
頼
こ
ん
立

金
龍
水
さ
ん
へ
き
池
影
向
の
松
不
老
水
大
覚
池
其
外
寺
宝
/
名
所
多
し
愛

に
略
す
杉
か
谷
弁
才
天
弘
法
御
さ
く
ま
り
し
て
ん
ひ
し
ゆ
か
づ
ま
の
さ

く
/
亀
が
谷
坂
中
天
神
長
寿
寺
源
基
氏
こ
ん
立
開
山
古
先
和
尚
尊
氏
石
塔

有
/
其
外
寺
宝
多
し
山
内
町
く
わ
ん
れ
い
や
し
き
枇
臨
ず
平
時
頼
こ
ん
立

六
国
見
/
明
月
院
上
杉
安
房
守
こ
ん
立
寺
宝
多
し
瓶
の
井
浄
知
寺
平
師
時

こ
ん
立
/
五
山
第
四
関
山
仏
源
禅
師
甘
露
の
井
松
か
岡
東
慶
寺
比
丘
尼
寺

也
/
夫
を
き
ら
ひ
っ
ら
き
み
や
づ
か
へ
を
の
が
れ
ん
と
思
ふ
女
此
寺
へ
入

る
廿
四
月
を
へ
て
其
の
身
ま
〉
品
/
円
覚
寺
腕
一
」
閉
山
仏
光
禅
師
平
時
宗

こ
ん
立
寺
宝
名
所
多
し
十
王
堂
/
橋
市
場
村
は
な
れ
山
是
A
O
戸
っ
か
へ
一
一

り
九
丁
」
(
規
〉
(
図
版
四
)

国

概

鎌

倉

名

所

記

半

六

T

印
面
高
さ
)
九
・
九
糎
、
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
書
岡
と
は
覆
刻
関
係
あ
る
別
版
で
あ
る
。
只
し
表
紙
の
書
名
部
分
の

四
周
の
罫
が
双
辺
に
な
っ
て
い
る
。
丁
付
は
前
掲
書
と
同
一
で
あ
る
が
、

了
数
刻
記
は
の
ど
に
あ
る
。
刊
記
は
な
い
。
長
沢
氏
所
蔵
本
の
一
部
(
規

一
一
)
は
他
よ
り
一
ャ
ま
わ
り
(
高
さ
に
て
↓
糎
)
ほ
ど
大
き
い
。
(
金
・

規
一
・
規
二
)

同
研
鎌
倉
名
所
記
舎
半
六
丁

印
面
高
さ
一
九
・
九
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
書
岡
田
と
は
覆
刻
関
係
あ
る
別
版
で
、
表
紙
は
固
と
よ
く
似
て
い

る
。
或
い
は
そ
の
直
接
の
覆
刻
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
表
紙
の
右
大
臣

の
和
歌
「
み
や
は
し
ら
/
ふ
と
し
き
立
て
/
万
代
に
/
今
そ
さ
か
へ
ん
/

か
ま
く
ら
の
里
」
の
下
に
『
爪
古
こ
-
と
刻
記
が
あ
る
。
忍
こ
の
名
は
年
記

の
な
い
江
戸
中
後
期
頃
の
寸
鎌
倉
絵
図
(
沢
氏
前
掲
書
第
八
図
と
の
版

元
に
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
在
住
の
版
元
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
所
ど
う
い
う

家
か
わ
か
ら
な
い
。
丁
付
は
前
掲
書
岡
国
と
同
一
で
あ
る
が
、
丁
数
は
各

葉
の
版
心
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
鎌
倉
名
所
記
」
で
丁
数
刻
記
が
版
心
に

あ
る
も
の
は
江
戸
後
期
以
降
の
諸
版
に
多
い
。
当
書
と
雪
版
鎌
倉
絵
図
と

の
関
係
に
興
味
が
も
た
れ
る
。
(
規
・
沢
一
・
沢
ニ
〉
(
図
版
五
〉
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第
二
種
本
(
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
東
・
南
・
西
・
北
・
西
南
・
金
沢
八

景
の
順
)

同
一
一
明
棚
鎌
倉
名
所
記
鎌
扇
人
編
天
明
四
(
↓
七
八
四
〉
刊
半

六
丁
印
面
高
さ
一
一
九
・
八
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
(
第
三
了
ウ
の
み
十
五
行
)

当
書
の
表
紙
は
第
↓
種
の
諸
版
と
は
若
干
異
り
、
上
段
に
は
戸
江
嶋
め
い

し
ょ
っ
け
」
の
次
に
「
其
外
谷
七
郷
十
井
十
橋
/
鎌
倉
七
切
通
五
山
有
/

余
略
之
」
が
記
さ
れ
、
下
段
に
は
右
大
臣
の
和
歌
の
次
に
「
其
外
名
人
詩

喜
多
し
と
い
へ
共
略
之
/
新
板
物
追
々
出
来
仕
候
」
が
加
わ
る
。
左
行
の



書
名
上
に
は
「
天
明
四
/
新
板
」
の
角
書
き
が
付
さ
れ
る
む
こ
の
第
二
種

本
の
遊
歴
巡
路
は
第
一
種
本
と
異
り
、
東
の
方
面
で
は
朝
比
奈
峠
と
鼻
欠

地
蔵
、
西
の
方
面
は
極
楽
寺
切
通
し
に
て
止
め
、
そ
の
先
に
あ
る
金
沢
八

景
及
び
極
楽
寺
よ
り
、
江
の
島
迄
を
本
文
末
に
各
々
別
項
を
立
て
て
記
述
し

て
い
る
。
こ
の
第
二
種
本
に
於
け
る
各
方
面
の
巡
路
は
ほ
と
ん
ど
「
新
編

鎌
倉
志
」
と
同
じ
で
あ
る
。
内
容
に
於
て
も
、
源
氏
山
に
八
幡
太
郎
の
旗

竿
の
跡
が
あ
る
と
い
う
記
事
等
、
同
書
に
類
似
し
た
点
が
多
く
見
ら
れ

え

い

し

ゃ

う

じ

と

う

〈

わ

ん

る
。
特
に
英
勝
寺
の
所
で
「
東
光
山
英
勝
寺
太
田
道
/
濯
き
う
せ
き
也
水

ふ

さ

〈

は

し

く

つ

ま

び

ら

か

戸
源
朝
臣
頼
一
局
郷
寛
永
十
一
年
御
建
立
委
敷
は
/
鎌
倉
志
に
詳
な
り
」

が
記
さ
れ
る
の
で
、
同
書
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
掲
書

内
川
内
は
当
書
と
同
内
容
な
の
で
、
こ
れ
と
同
文
の
記
載
が
あ
る
。
吏
に
当

書
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
一
項
に
て
神
主
大
伴
山
城
・
小
別
当
大
庭
永
尚
の
名

が
見
え
る
。
大
伴
山
城
は
第
二
十
代
(
天
明
一

t
文
化
一
〉
の
神
主
で
あ

る
。
こ
の
神
主
・
小
別
当
の
こ
名
の
記
載
は
以
後
第
三
種
本
に
於
て
も
踏

襲
さ
れ
る
。
版
心
に
丁
数
の
み
刻
す
。
著
者
兼
発
行
者
と
思
わ
れ
る
鎌
扇

人
と
は
い
か
な
る
人
か
わ
か
ら
な
い
。
「
鎌
倉
扇
ケ
谷
住
人
」
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
全
文
を
翻
字
す
る
。

「
相
州
鎌
倉
の
郡
は
む
か
し
大
し
よ
く
わ
ん
か
ま
た
り
公
未
鎌
子
と
申
せ

ゆ

い

し

ゅ

〈

し
頃
/
鹿
嶋
さ
ん
け
い
の
時
当
地
由
比
の
毘
に
宿
し
給
い
け
る
夜
霊
夢
の

事
有
に
/
よ
っ
て
年
比
持
た
ま
ふ
鎌
を
大
蔵
山
の
松
岡
に
う
つ
み
給
ふ
此

ゆ
え
に
鎌
/
倉
と
申
也
是
に
よ
っ
て
大
く
ら
山
を
か
ま
く
ら
山
と
名
付
く

則
か
ま
を
/
う
つ
み
た
ま
い
し
所
は
今
八
幡
宮
御
本
社
の
所
品
。
ち
ん
じ

ゅ
ぶ
の
/
将
軍
け
ん
い
よ
の
守
頼
義
ち
よ
く
を
か
う
む
り
奥
茄
あ
べ
の
さ

だ
/
と
う
せ
い
は
つ
の
時
か
う
平
六
年
八
月
石
清
水
の
若
宮
を
此
星
/
由

比
の
郷
鶴
岡
と
申
所
に
く
わ
ん
し
ゃ
う
し
給
ふ
今
下
宮
若
宮
大
権
現
也
/

治
承
四
年
源
頼
朝
公
由
井
の
鶴
岡
J
若
宮
を
小
林
の
概
今
の
宮
地
/
う
っ

し
奉
り
給
ふ
此
ゆ
へ
に
今
此
所
を
鶴
岡
と
は
申
品
。
八
幡
宮
の
御
/
本
社

の
地
む
か
し
は
松
岡
明
神
と
て
い
な
り
の
や
し
ろ
有
し
を
建
久
/
二
年
頼

朝
公
地
主
い
な
り
を
同
西
方
丸
山
に
う
つ
し
て
八
幡
宮
を
あ
ら
〆
た
に
く

よ
り
よ
し
さ
か
み

わ
ん
し
ゃ
う
し
給
ふ
也
頼
義
相
模
守
に
に
ん
し
鎌
倉
に
下
向
の
/
/
後
八
ま

む
つ
の

ん
太
郎
義
家
か
ま
く
ら
に
て
出
生
し
給
ひ
よ
し
家
陸
奥
守
(
表
紙
ウ
)
/

せ
い
ゐ
将
軍
に
に
ん
し
鎌
倉
に
居
住
し
給
ふ
右
大
将
よ
り
と
も
卿
/
日
本

惣
つ
い
ふ
し
を
給
っ
て
父
子
三
代
平
政
子
一
代
せ
つ
け
J
二
代
/
親
王
家

A
O
四
代
合
て
将
軍
十
代
か
ま
く
ら
よ
り
天
下
を
治
給
ふ
/
ご
た
い
ご
天
皇

の
御
宇
相
模
入
道
平
高
時
ほ
ろ
び
て
後
第
八
/
の
宮
を
せ
い
ゐ
将
軍
に
す

へ
奉
ら
る
其
後
足
利
高
氏
公
の
子
孫
/
く
わ
ん
れ
い
と
し
て
か
ま
く
ら
に

居
宅
し
て
治
た
ま
い
し
也
/
相
模
国
鎌
倉
郡
鶴
岡
山
八
幡
宮
寺
/
一
の
鳥

居
を
入
布
の
反
橋
脚
同
時
ふ
左
右
に
は
す
池
嶋
七
つ
有
右
の
嶋
は
弁
才
天

の
/
社
有
二
王
門
前
の
小
路
左
右
に
鳥
居
有
や
ふ
さ
め
馬
場
と
い
へ
り
こ

玉
門
/
む
か
し
は
八
足
門
砲
舞
殿
山
山
崎
一
言
り
方
ご
ま
堂
本
五
大
明
王
り

ん
/
ざ
う
唐
本
一
切
経
納
て
有
り
後
堂
天
照
大
神
の
社
松
堂
源
太
夫
/
天

神
夷
社
有
り
右
の
方
大
塔
本
尊
五
智
知
来
若
宮
大
権
現
社
/
有
り
仙
一
詑
わ

凶
一
四
日
ら
く
毎
年
四
月
一
ニ
日
に
御
祭
礼
有
り
住
吉
明
神
/
三
わ
あ
っ
た
一
一
一

嶋
明
神
か
う
ら
の
社
一
一
一
政
一
玄
ゃ
く
し
堂
持
一
品
し
ゆ
ろ
う
(
第
二

T
オ
〉
/

鐘
銘
正
和
五
年
二
月
日
と
有
り
石
の
き
ざ
は
し
を
の
ぼ
れ
ば
東
に
/
な
き

の
木
西
に
い
て
う
の
木
有
り
此
木
の
も
と
に
て
当
官
大
別
当
/
あ
じ
や
り

く
き
ゃ
う
か
く
れ
い
て
さ
ね
と
も
公
を
打
ち
給
ひ
し
所
也
上
宮
/
ろ
う
も

ん
く
わ
い
ろ
う
右
の
方
に
座
さ
ま
づ
の
た
ん
所
有
り
昼
夜
/
天
下
安
全
の
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御
祈
薦
お
こ
た
ら
す
左
の
方
に
御
供
所
有
御
本
/
社
八
幡
宮
御
宝
物
多
し

毎
年
八
月
十
五
日
燃
幹
ダ
御
さ
い
礼
/
同
十
六
日
や
ふ
さ
め
す
ま
ふ
同
夜

ほ
う
へ
い
有
り
二
月
十
一
月
初
の
卯
の
日
/
ベ
い
じ
よ
諸
説
一
時
楽
ほ
う
へ

い
有
り
武
内
の
社
け
い
き
ゃ
う
天
皇
J
天
子
/
六
代
と
う
り
ゃ
う
の
し
ん

也
こ
と
ふ
き
三
百
拾
七
歳
と
云
六
角
堂
御
経
奉
納
/
の
堂
也
鶴
亀
石
龍
神

ょ
う
が
う
石
あ
い
せ
ん
と
う
二
位
尼
本
尊
地
蔵
/
ぼ
さ
つ
丸
山
い
な
り
の

社
当
所
地
主
松
岡
明
神
是
也
白
は
た
明
神
/
頼
朝
公
を
い
わ
ゐ
奉
る
毎
年

し
ゃ
う

正
月
十
三
日
御
神
事
十
二
院
の
内
相
承
院
/
に
て
御
法
事
有
り
大
御
く
う

所
本
尊
み
る
め
の
明
神
西
の
き
ざ
は
し
を
/
下
り
り
う
え
い
明
神
特
一
見
也

新
宮
大
権
現
社
後
鳥
羽
院
い
わ
い
奉
る
(
第
二
丁
ウ
)
/

て
ん
ぐ

六
本
杉
と
て
名
木
有
り
天
狗
す
む
と
い
へ
り
む
か
し
は
廿
五
院
也
今
十
/

れ
い

二
院
被
成
る
也
頼
朝
も
と
ゾ
り
観
音
そ
う
じ
ゃ
う
院
に
有
其
外
霊
仏
霊
/

宝
多
し
と
云
共
略
之
神
主
大
伴
山
城
諸
大
夫
給
は
る
也
少
別
当
は
/
大
庭

永
尚
ほ
う
く
わ
ん
の
た
ぐ
い
也
純
一
軒
ト
旧
る
也
其
外
社
家
楽
人
八
乙
女
共

に
/
四
拾
余
な
り
神
料
永
楽
八
百
四
拾
貫
文
余
也
慰
名
雪
の
下
中
の
/
一

段
高
き
所
を
お
き
道
共
段
か
つ
ら
共
云
東
大
路
を
宝
戒
寺
か
う
じ
/
西
大

路
を
若
宮
小
路
と
云
同
馬
場
小
路
中
の
鳥
居
小
町
口
ひ
わ
小
/
路
ひ
わ
橋

と

り

い

は

た

貯

し

げ

や

す

と

り

三
の
華
表
畠
山
重
保
石
塔
下
宮
旧
地
石
清
水
大
華
/
表
鶴
見
東
に
有
一
の
鳥

居
A
O
由
比
浜
迄
十
八
町
内
山
一
叫
ん
円
討
酔
抗
野
一
帥
大
し
ま
/
一
す
は
の
社
か
ら

門
の
跡
山
王
社
柳
原
滝
沢
鳥
居
合
原
す
じ
か
い
ば
し
/
大
蔵
よ
り
と
も
屋

敷
跡
治
承
四
年
十
二
月
十
二
日
此
所
へ
わ
た
ま
し
父
子
三
/
代
平
政
子
も

住
給
ふ
也
其
後
正
治
元
年
正
月
十
三
日
か
う
ぎ
よ
法
華
堂
/
頼
朝
持
仏
堂

は

か

み

也
山
の
上
に
頼
朝
卿
御
墓
有
り
西
御
門
東
御
門
え
が
ら
/
天
神
社
社
宝
多

し
二
か
い
ど
う
大
楽
寺
こ
〉
ろ
み
ふ
ど
う
し
ゅ
ほ
う
堂
ハ
第
三

T
オ
〉
/

覚
園
寺
永
仁
四
年
正
応
昨
こ
ん
立
閉
山
し
ん
え
和
尚
ゃ
く
し
堂
か
谷
/
薬

師
十
二
神
岬
献
勤
↑
関
付
制
黒
地
蔵
む
ね
立
の
井
弘
法
こ
ま
た
ん
の
跡
山
の

上
/
有
大
塔
の
宮
土
の
ろ
う
足
利
た
〉
よ
し
比
所
へ
お
し
こ
め
後
に
打
奉

る
/
理
智
光
寺
関
山
願
行
本
尊
さ
や
あ
み
た
大
と
う
の
宮
石
と
う
大
山
/

ふ
ど
う
た
〉
ら
ば
の
跡
師
々
が
ん
し
〉
の
形
に
に
た
り
瑞
泉
寺
基
氏
こ
ん

/
立
開
山
む
そ
う
国
し
本
尊
釈
迦
へ
ん
が
い
一
ら
ん
で
い
の
跡
天
台
山
/

歌
の
橋
文
覚
や
し
き
官
ぜ
ん
川
大
御
堂
計
一
一
忠
一
引
い
ね
湖
町
一
札
一
間

ω協
に
/
し

や
か
堂
犬
か
け
か
谷
衣
は
り
山
た
ん
し
ゃ
く
石
向
井
唐
い
と
の
ろ
う
杉

本
/
く
わ
ん
音
開
山
行
基
札
所
第
一
也
た
く
ま
の
報
国
寺
尊
氏
祖
父
家

時
/
こ
ん
立
也
開
山
仏
乗
む
か
し
の
か
い
道
橋
ぐ
い
の
跡
な
め
り
川
青
戸

左
/
へ
も
ん
一
銭
を
ひ
ろ
わ
せ
し
川
也
十
二
所
十
二
郷
共
い
な
り
坂
稲
荷

た

い

』

う

〈

る

み

D
h
T

山
/
浄
妙
寺
五
山
第
五
開
山
退
耕
藤
山
い
な
り
社
胡
桃
か
谷
御
馬
冷
/
し

場
い
〉
も
り
山
く
る
み
川
公
方
屋
敷
五
大
堂
将
軍
よ
り
つ
ね
き
/
く
わ
ん

そ

〈

ご

所
也
梶
原
や
し
き
塩
な
め
地
蔵
光
触
寺
ほ
う
や
け
あ
み
だ
牛
房
(
第
三
丁

ウ
)
/

か
谷
か
う
べ
塚
朝
伊
奈
切
通
し
梶
原
太
刀
あ
ら
い
水
は
な
か
け
/
地
蔵
武

蔵
相
模
の
さ
か
い
也
故
に
さ
か
い
の
じ
そ
う
共
い
ふ
/
一
金
龍
山
宝
戒
寺

源
尊
氏
こ
ん
立
開
山
玉
代
国
師
本
尊
経
よ
み
地
蔵
唐
/
仏
也
地
宝
多
し
此

地
北
条
九
代
屋
敷
也
北
条
高
時
社
扉
風
山
小
冨
土
か
さ
か
谷
東
勝
寺
の
跡

土
佐
坊
や
し
き
跡
子
時
元
弘
三
年
五
月
廿
二
日
相
/
模
守
平
高
時
一
円
二

百
八
十
三
人
す
へ
宍
八
百
十
余
人
せ
つ
ふ
く
の
所
也
高
時
は
か
/
所
有
小

町
塔
の
辻
妙
り
う
寺
大
行
寺
本
覚
寺
え
び
す
堂
橋
大
町
へ
や
の
井
/
比
企

谷
妙
本
寺
此
寺
日
蓮
上
人
せ
つ
ほ
う
初
め
の
寺
也
日
連
真
筆
の
ま
ん
/
だ

ら
有
り
榊
壮
一
精
一
寺
の
比
企
判
官
旧
地
宝
物
多
し
佐
竹
天
王
や
し
ろ
/
米
町

-323-



延
命
寺
本
尊
は
だ
か
地
蔵
教
患
寺
さ
か
川
辻
町
辻
の
薬
師
/
乱
橋
材
木
座

棺
貯
献
寺
即
山
湖
一

μぽ
平
家
赤
旗
寺
宝
多
し
弁
か
谷
/
き
ゃ
う
し
か
谷
桐

か
谷
天
照
山
光
明
寺
平
つ
ね
時
こ
ん
立
閉
山
き
し
ゅ
せ
ん
し
/
霊
仏
霊
宝

多
し
飯
嶋
六
角
井
和
賀
江
嶋
小
坪
同
切
と
ふ
し
正
覚
寺
住
/
吉
明
神
し

ゅ
ず
か
け
松
三
浦
道
寸
の
城
跡
比
辺
由
比
浜
せ
ん
し
ゃ
う
の
(
第
四
丁

オ
)
/

跡
な
り
名
越
む
ら
田
代
く
わ
ん
音
坂
東
札
所
第
三
也
安
養
院
関
山
願
行
/

花
か
谷
佐
竹
や
し
き
五
本
ほ
ね
の
山
有
り
蛇
か
谷
松
葉
か
谷
安
/
国
寺
長

勝
寺
石
井
日
蓮
乞
水
な
ご
へ
き
り
通
し
か
ま
く
ら
A
O
一
ニ
崎
/
浦
賀
の
切
通

し
也
御
猿
畠
法
性
寺
岩
殿
く
わ
ん
音
札
所
第
二
神
嵩
/
神
武
寺
天
狗
か

け
松
多
古
江
川
六
代
御
前
一
御
さ
い
の
所
也
同
塚
/
有
り
あ
ぶ
す
り
山
杜
一
戸

明
神
宝
物
多
し
飛
柏
千
貫
松
井
/
頼
朝
こ
し
か
け
松
高
石
名
嶋
と
つ
と
の

嶋
心
な
し
村
佐
賀
両
世
計
明
神
/
雪
の
下
A
O
是
辺
迄
壱
り
余
/
一
新
清
水

の
鉄
観
音
く
ろ
が
ね
の
井
う
く
い
す
か
谷
志
一
石
塔
向
い
な
り
社
/
岩
や

ふ
ど
う
松
源
寺
本
尊
開
運
地
蔵
頼
朝
伊
立
の
日
金
を
此
所
に
/
う
っ
す
華

光
院
上
杉
く
わ
ん
れ
い
屋
敷
亀
谷
寿
福
寺
五
山
第
三
関
山
は
/
千
光
叫
一
山

内
日
州
崎
川
本
尊
か
ご
し
や
と
一
五
平
政
子
こ
ん
立
絵
か
き
や
ぐ
ら
/
釘
朝
石

え

い

し

キ

う

と

う

〈

わ

塔
有
此
地
源
氏
代
々
屋
敷
跡
也
東
光
山
英
勝
寺
太
田
道
/
濯
き
う
せ
き
也

く

は

し

く

つ

ま

び

ら

か

水
戸
源
朝
臣
頼
房
卿
寛
永
十
一
年
御
こ
ん
立
委
敷
は
/
鎌
倉
志
に
詳

な
と

な
り
源
氏
山
お
ば
た
旗
立
山
杯
共
云
八
ま
ん
太
郎
(
第
四
丁
ウ
〉
/

比
山
に
て
は
た
を
上
東
国
勢
ひ
を
集
め
給
ふ
旗
持
の
跡
と
て
有
り
/
泉
谷

せ
ん
こ
く

泉
の
井
泉
谷
山
浄
光
明
寺
平
長
時
こ
ん
立
本
尊
宝
冠
の
/
み
だ
八
坂
ふ
ど

》

J

、4
s

」

-F
、

ひ

ろ

い

う
八
幡
弘
法
互
ひ
の
御
影
戸
川
町
間
以
此
±
三
矢
拾
地
ぞ
う
/
足
利
た
〉
よ
し

あ

み

た

め

す

け

・

と

う

こ
ん
立
網
引
地
ぞ
う
為
相
卿
石
塔
藤
谷
峯
に
あ
り
/
扇
の
井
一
扇
谷
海
蔵
寺

関
山
源
新
禅
師
研
一
部
九
九
日
ぅ
本
尊
/
時
薬
師
艇
ぬ
け
井
十
六
井
肌
持
制
一
四

れ
名
付
也
景
清
か
牢
梅
谷
協
/
/
宮
の
里
け
わ
い
援
態
的
自
六
本
松
崎
山
膝

い
な
出
る
雪
の
下
道
寸
藤
沢
/
宿
え
一
一
リ
半
有
り
/
一
蹴
府
今
小
路
正
宗
屋

敷
内
い
な
り
戴
が
郡
神
人
丸
塚
一
郭
諒
尊
氏
や
/
し
き
さ
い
き
よ
橋
佐
介

か
谷
同
い
な
り
隠
密
福
神
銭
あ
ら
い
水
枇
開
始
以
/
天
符
堂
七
く
わ
ん
音
か

谷
け
か
ち
畠
佐
々
目
か
谷
鴨
川
端
、
叫
ん
判
長
蹴
明
神
/
似
財
一
民
郎
盛
久
く
ひ

か

う

そ

く

ろ

う

の
ざ
の
跡
長
谷
町
同
観
音
札
所
第
四
屋
と
や
光
則
寺
/
日
朗
土
の
牢
大
仏

見
越
か
撤
大
仏
切
通
し
此
道
一
ふ
し
沢
え
の
大
く
わ
ん
也
/
一
御
霊
の
宮

諸
国
一
律
り
昼
月
の
井
こ
ぐ
う
蔵
堂
坂
の
下
町
極
楽
寺
(
第
五
了
オ
)
/

坂
雪
の
下
J
江
の
嶋
ま
て
ニ
リ
の
余
江
の
嶋
J
ふ
し
沢
迄
一
リ
有
り
/
一

こ

ふ

く

る

あ

ら

い

鶴
岡
J
北
区
福
路
坂
の
ほ
れ
ば
あ
を
梅
の
聖
天
新
居
の
え
ん
ま
か
ら
た
/

せ
ん
地
蔵
巨
福
山
建
長
寺
欄
芯
仙
の
平
時
頼
こ
ん
り
う
関
山
大
覚
禅
師
/

金
竜
水
さ
ん
へ
き
池
影
向
の
松
不
老
水
大
覚
池
其
外
寺
宝
名
所
多
し
/
杉

谷
弁
才
天
弘
法
の
さ
く
と
云
ま
り
し
天
ひ
し
ゆ
か
つ
ま
の
さ
く
亀
か
谷
〆

口
長
寿
寺
町
出
氏
こ
ん
立
関
山
古
先
和
尚
尊
氏
石
と
う
有
一
訪
れ
刊
一
訪
日
切
/

山
口
到
し
ゅ
寺
宝
多
し
艇
の
井
浄
智
寺
郡
山
の
平
師
時
こ
ん
立
山
の
内
宿
/
上

ぜ
ん
カ
弓
d

杉
安
房
守
亦
く
わ
ん
れ
い
屋
敷
禅
興
寺
平
時
頼
こ
ん
立
最
明
寺
/
旧
跡
明

月
院
関
山
仏
源
ぜ
ん
し
寺
宝
多
し
六
国
見
甘
露
の
井
/
松
か
岡
東
慶
寺
比

丘
尼
寺
也
喜
連
川
左
兵
衛
ぷ
ふ
ぞ
く
す
る
え
ん
切
る
と
/
/
い
ふ
あ
し
き
身

持
の
男
に
つ
れ
そ
う
女
ぜ
ひ
な
く
這
入
二
十
四
月
へ
て
/
お
っ
と
の
手
を

は
な
る
〉
也
し
か
り
と
い
へ
共
乱
に
入
事
不
叶
し
た
ひ
に
寄
て
/
一
家
一

門
の
な
ん
き
に
も
な
る
其
上
二
十
四
ヶ
月
間
は
し
ぶ
ん
ま
か
な
い
也
/
瑞

鹿
山
円
覚
寺
杭
叫
の
平
時
宗
こ
ん
立
閉
山
仏
光
禅
師
仏
身
(
第
五

T
ウ
〉
/
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御
舎
利
現
即
日
ベ
鉱
一
一
特
別
民
間
其
外
宝
物
名
所
多
し
略
之
十
主
堂
橋
/
市

場
む
ら
は
な
れ
山
粟
舟
常
楽
寺
文
殊
亀
鏡
山
大
長
寺
今
泉
ふ
ど
/
う
女
滝

男
た
き
岩
瀬
山
崎
笠
間
夫
ぷ
戸
塚
元
町
へ
出
る
雪
の
下
ぷ
是
/
迄
五
十
町

道
ニ
リ
九
丁
有
り
此
道
筋
雨
天
の
節
は
あ
し
/
一
鶴
岡
S
西
南
は
極
楽
寺

切
と
ふ
し
開
山
忍
性
ほ
さ
つ
平
重
時
こ
ん
立
千
ふ
く
/
茶
臼
其
外
宝
物
多

し
弁
慶
こ
し
か
け
松
月
影
の
谷
北
林
針
す
り
橋
稲
/
む
ら
か
崎
献
仰
向
一
日
コ

り
ゃ
う
せ
ん

札
臨
時
的
駅
刊
一
M
M
M
崎
一
段
』
却
山
札
所
也
横
手
原
霊
山
か
崎
間
ー
か
的
問
ノ
/
袖
の
浦
十

一
人
塚
七
里
か
浜
一
一
日
ι一
四
一
げ
に
町
を
音
な
し
往
日
蓮
け
さ
か
け
松
行
合
川
/

金
洗
沢
小
ゆ
る
き
八
王
子
の
宮
小
動
松
要
越
満
福
寺
開
山
行
基
本
尊
/
薬

師
硯
池
弁
慶
腰
越
状
こ
し
か
け
松
械
が
浦
片
瀬
龍
口
寺
山
性
問
軌
一
紅
一
以
り
/

お
い
や
き

i

j

龍
口
明
神
か
た
せ
川
西
行
見
返
の
松
駿
河
二
郎
笈
焼
松
唐
か
原
砥
上
原

八
/
松
か
原
夫
8
江
の
嶋
は
金
亀
山
輿
願
寺
え
ん
の
行
者
開
く
巌
本
院
下

の
坊
/
上
の
坊
宝
物
多
し
む
ね
っ
ち
が
ま
石
福
石
碑
石
児
か
ふ
ち
龍
け
つ

続
/
群
(
魚
板
石
龍
池
仁
田
四
郎
ぬ
け
穴
時
つ
ら
か
崎
し
ゃ
う
天
し

ま
う
(
第
六
丁
オ
〉
/

し
ま
其
外
名
所
多
し
/
一
鶴
岡
広
東
北
は
武
茄
六
浦
荘
金
沢
侍
し
う
川
油

づ
〉
み
専
光
寺
て
る
/
て
の
姫
本
尊
有
り
六
浦
川
む
つ
ら
橋
さ
ん
そ
う
か

滞
せ
か
崎
の
り
頼
右
と
う
/
昇
天
山
金
龍
院
飛
石
山
共
云
四
石
一
な
り
瀬

戸
明
神
也
し
ゃ
び
や
/
く
し
ん
三
本
杉
山
一
一
川
以
抗
措
肝
油
ゆ
た
う
ち
瀬
戸
弁
才

天
ふ
く
石
せ
と
橋
て
る
て
の
/
ひ
め
松
す
崎
町
屋
金
沢
山
称
名
寺
平
あ
き

時
こ
ん
立
開
山
審
海
和
尚
/
美
女
石
姥
石
青
葉
紅
葉
せ
い
こ
梅
黒
梅
さ
く

ら
梅
文
殊
桜
ふ
け
ん
ぞ
う
桜
/
皆
八
木
の
内
な
り
寺
宝
多
し
す
〉
め
か
浦

一
つ
松
か
ま
り
や
手
子
明
神
肥
…
出
/
能
見
堂
金
岡
筆
捨
松
夫
婦
松
其
外

す
さ
き
せ
い
ら
ん
ひ
ら
か
た
ら
く
か
ん
の

L
ま

名
所
多
し
と
い
へ
共
略
之
/
金
沢
八
景
/
洲
時
晴
嵐
平
方
落
鷹
野
嶋

晩2タ言
鐘与照す
/う
天内2
明 JII在
四暮ほ

年雪ま
辰甲/

六乙三
月朝t
t怜。
附帰き

鎌帆党

扇
人
泉2

色套?
再附

墜瀬せ
戸ι
秋t
月2

称、す
名台
寺ι

〈
神
)

同
鎌
倉
名
所
記
寛
政
三
(
一
七
九
一
)
刊
表
具
屋
半
六
丁

四
周
単
辺
つ
二
・
四
×
一
五
・
一
糎
〉
。
毎
半
葉
十
四
行
(
第
三
丁
ウ

の
み
十
五
行
)
。

当
書
の
本
文
に
は
四
周
に
単
辺
の
罫
が
刻
さ
れ
る
が
、
右
の
天
明
四
年
刊

本
国
の
か
ぶ
せ
彫
り
系
統
に
属
す
る
。
行
款
は
全
く
同
一
で
、
字
様
は
大

旨
同
書
と
同
様
で
あ
る
が
、
当
書
は
若
干
厚
め
で
あ
る
。
当
書
に
は
前
掲

書
出
に
あ
る
各
巡
路
の
始
め
の
見
出
し
と
「
勝
橋
」
「
御
霊
宮
」
の
首
に

あ
る
「
こ
が
な
い
。
丁
付
は
版
心
に
丁
数
の
み
刻
さ
れ
る
。
表
紙
で
は

前
掲
書
同
に
見
ら
れ
た
上
段
の
「
其
外
谷
七
郷
』
以
下
と
下
段
の
「
新
板
j

トヮ“

物
」
以
下
が
な
い
0

・
新
た
に
下
段
に
は
刊
記
が
記
さ
れ
、
右
大
臣
の
和
歌
寸

の
右
下
方
に
「
板
元
岩
谷
堂
/
表
具
屋
ハ
印
記
ど
、
同
左
下
方
に
は
「
寛

政
三
年
改
版
」
。
陰
刻
で
記
さ
れ
た
書
名
上
方
に
は
足
に
短
冊
を
つ
け
た

鶴
が
刻
さ
れ
る
。
当
書
以
降
の
諸
版
で
は
、
鶴
の
一
画
が
様
々
な
形
に
変

り
、
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
書
の
版
元
た
る
雪
の
下
岩
谷
堂
前
の
表

具
屋
は
後
述
第
三
種
本
中
、
最
も
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
闘
を
も
刊
行
す

る
が
、
鎌
倉
絵
図
の
版
元
に
こ
の
名
を
聞
か
な
い
。
屋
号
か
ら
見
て
入
幡

宮
の
表
具
師
(
梶
田
姓
)
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
な
る
家
で

あ
る
か
、
今
の
所
わ
か
ら
な
い
。
〈
前
)
ハ
図
版
六
〉

凶
鎌
倉
名
所
記
寛
政
七
三
七
九
五
)
刊
半

印
面
高
さ
一
九
‘
四
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

六
了



本
文
の
内
容
は
天
明
四
年
刊
本
同
及
び
そ
の
覆
刻
た
る
寛
政
三
年
刊
本
州

と
は
同
一
で
あ
る
。
当
書
と
両
書
の
問
に
は
、
覆
刻
関
係
は
な
く
行
款
も

異
っ
て
い
る
が
、
間
々
字
様
が
類
似
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
又
、
天
明
四

年
刊
本
州
に
見
ら
れ
た
各
巡
路
の
首
に
あ
る
見
出
し
の
「
こ
が
当
書
に

は
記
さ
れ
る
。
表
紙
は
天
明
四
年
版
附
と
寛
政
三
年
刊
本
同
を
組
み
合
せ

た
図
柄
で
、
右
側
の
内
容
目
次
と
右
大
臣
の
和
歌
は
前
者
と
同
一
で
あ
る

も
の
〉
、
左
側
の
書
名
部
分
は
陰
刻
で
暗
記
さ
れ
後
者
に
似
て
い
る
。
又
、

当
審
の
書
名
上
段
に
は
前
掲
寛
政
三
年
刊
本
川
よ
り
始
ま
る
鶴
の
画
が
陰

刻
(
同
は
陽
刻
〉
で
描
れ
て
い
る
。
刊
記
は
そ
の
鶴
の
足
に
つ
け
ら
れ
た

短
冊
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
寛
政
卯
七
」
。
刊
行
者
は
わ
か
ら
な
い
。

(
金
一
・
規
・
金
二
・
沢
)
(
図
版
七
)

第
三
種
本
(
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
東
・
北
・
南
・
西
・
江
の
島
・
金
沢

八
景
の
順
〉

同
鎌
倉
名
所
記
〔
寛
政
末
頃
〕
刊
表
具
屋
半
六
了

口
印
画
高
さ
一
九
・
五
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

当
舎
の
テ
キ
ス
ト
は
以
後
、
明
治
期
に
致
る
迄
、
十
三
版
に
使
用
さ
れ
る
。

第
一
種
・
ニ
種
本
と
は
巡
路
の
み
で
な
く
、
内
容
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
本
文
中
に
和
歌
や
俳
句
の
挿
入
が
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
当

書
の
巡
路
の
内
、
江
の
島
と
金
沢
八
景
を
別
項
に
し
て
い
る
所
は
第
二
種

本
と
類
似
し
て
い
る
。
第
三
丁
オ
の
大
倉
付
近
に
「
法
花
堂
鴇
叫
品
豊
後

守
忠
久
墓
。
頼
朝
ベ
う
。
麿
糸
の
ろ
う
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
豊
後
守
忠
久

に
つ
い
て
の
記
載
は
第
一
種
・
二
議
本
に
は
な
い
。
島
津
忠
久
の
墓
は
安

永
八
年
に
修
復
さ
れ
た
も
の
で
「
鎌
倉
絵
図
」
に
於
い
て
も
江
戸
後
期
の

も
の
か
ら
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
書
は
寛
政
末
頃
の
刊
行
と
思
わ

れ
る
の
で
、
墓
が
作
ら
れ
二
十
年
程
の
後
に
、
名
所
に
な
り
始
め
て
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
第
三
種
本
は
第
一
・

二
種
本
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
更
に
以
前
の
諸
版
で
は

唐
糸
や
ぐ
ら
は
現
在
旧
跡
と
さ
れ
て
い
る
釈
迦
堂
口
南
面
の
や
ぐ
ら
を

(
「
新
編
鎌
倉
志
」
の
説
)
指
定
し
て
い
る
が
、
当
書
以
降
の
諸
版
は
頼

朝
基
に
隣
る
位
置
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
唐
糸
や
ぐ
ら
は
、
右
の
他
扇
ヶ

谷
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
大
倉
の
畠
山
屋
敷
・
覚
菌
寺
裏
山

上
の
わ
め
き
十
王
(
或
い
は
石
十
王
・
十
王
)
の
名
も
当
書
に
て
始
め
て

見
ら
れ
る
。
当
書
の
本
文
は
ほ
と
ん
ど
訂
正
さ
れ
ず
に
明
治
期
迄
、
各
版

に
伝
え
ら
れ
る
。
小
冊
子
の
案
内
記
に
於
い
て
当
書
同
様
に
版
を
重
ね
た

も
の
に
「
鵠
沼
南
都
名
所
記
(
奈
良
・
絵
図
屋
庄
八
版
と
が
あ
る
。
そ
の

内
、
私
の
比
較
調
査
し
た
も
の
は
安
永
三
年
・
文
政
十
年
・
天
保
十
二

年
・
万
延
二
年
の
四
版
で
あ
る
。
各
版
は
か
ぶ
せ
彫
り
関
係
あ
る
別
版
で

あ
る
。
文
政
十
年
版
以
降
は
安
永
三
年
版
を
も
と
に
し
て
覆
刻
し
て
い
る

為
、
各
版
共
に
「
安
永
三
年
迄
七
百
七
十
年
」
と
い
う
記
載
さ
え
改
め
て

い
な
い
。
原
刻
書
た
る
安
永
三
年
版
の
み
、
興
福
寺
及
び
春
日
神
社
領
の

石
高
と
南
都
名
物
の
一
部
が
異
っ
て
い
る
。
「
鎌
倉
名
所
記
」
第
三
種
本

の
先
駆
と
思
わ
れ
る
当
書
の
表
紙
は
第
ニ
種
本
の
内
、
寛
政
七
年
刊
本
同

と
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
右
方
上
部
の
内
容
目
次
は
同
様
・
同
下
方

の
右
大
臣
の
和
歌
の
左
に
は
「
其
外
名
人
の
詩
寄
/
多
し
と
い
へ
ど
も
略

之
」
が
記
さ
れ
る
。
書
名
の
上
段
に
は
足
に
短
冊
を
つ
け
た
鶴
が
描
れ
て

い
る
。
当
書
の
丁
付
は
表
紙
ウ
よ
り
始
ま
り
各
丁
の
の
ど
に
丁
数
が
刻
さ

れ
る
。
刊
記
は
巻
末
に
あ
り
、
「
板
元
鎌
倉
岩
屋
堂
前
表
具
屋
一
閣
四
一
」
。
こ
の

- 326.-，-



第
三
種
本
で
最
も
年
記
の
古
い
も
の
は
次
掲
寛
政
版
口
で
あ
る
。
同
書
の

表
紙
図
柄
が
文
化
以
降
の
諸
版
の
先
駆
と
な
っ
て
い
る
の
に
較
べ
、
当
書

の
表
紙
は
第
二
種
本
の
図
柄
を
踏
襲
し
て
い
る
。
又
宇
様
も
当
書
が
若
干

古
様
に
見
え
る
の
で
、
当
書
に
は
年
記
が
な
い
も
の
の
、
第
三
種
本
中
1

先
駆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
書
の
版
元
の
表
具
屋
は
第
二
種
本
で
は
寛

政
三
年
版
同
を
刊
行
し
て
い
る
。
。
内
容
の
差
異
よ
り
み
て
、
当
書
は
そ
の

改
版
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
表
紙
の
み
、
先
行
の
第
二
種
本
の
図
柄
を

踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
具
屋
寛
政
三
年
刊
本
と
次
掲
英
富
寛
政
刊
本

口
と
の
間
(
寛
政
末
頃
〉
に
当
書
は
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
全

文
を
翻
字
す
る
。

「
相
州
鎌
倉
と
申
ら
ん
し
ゃ
う
は
。
天
智
天
皇
八
年
。
大
し
よ
く
わ
ん
鎌

足
藤
原
の
姓
を
/
た
ま
ひ
て
内
大
臣
に
任
す
。
此
し
ゅ
く
く
わ
ん
成
た
る

に
よ
っ
て
鹿
島
さ
ん
け
い
あ
り
て
/
下
向
の
時
。
此
由
井
の
郷
に
し
ゅ
く

し
た
ま
ひ
け
る
夜
。
れ
い
む
の
こ
と
有
て
多
年
/
た
し
な
み
給
ふ
か
ま

を
。
大
蔵
山
松
か
岡
に
う
つ
み
給
ふ
。
是
よ
り
か
ま
く
ら
の
/
こ
ほ
り
と

申
也
。
鎌
を
う
つ
み
給
ふ
所
は
。
今
の
八
幡
宮
の
御
本
社
の
所
也
。
か
〉

る
地
成
/
に
よ
っ
て
。
大
し
よ
く
わ
ん
の
け
ん
孫
染
屋
太
郎
大
夫
時
忠
も

居
住
L
給
ふ
こ
れ
/
養
老
神
亀
の
頃
な
り
。
其
後
ち
ん
し
ゅ
ふ
将
軍
け
ん

い
よ
の
守
頼
義
か
う
へ
い
/
五
年
奥
茄
安
倍
の
貞
任
を
せ
い
は
つ
有
て
。

同
六
年
さ
か
み
の
守
に
に
ん
ず
。
/
よ
っ
て
同
八
月
山
城
石
清
水
若
宮

を
。
此
由
井
の
鶴
岡
に
く
わ
ん
し
ゃ
う
し
給
ふ
/
拐
将
軍
さ
た
も
り
の

孫
。
上
総
介
な
を
か
た
の
娘
を
め
と
り
八
幡
太
郎
/
義
家
を
ま
ふ
く
義
家

せ
い
長
あ
り
て
。
む
つ
の
守
東
夷
将
軍
に
に
ん
じ
/
鎌
倉
に
居
住
し
給
ふ

夫
よ
れ
y
年
へ
て
治
承
四
年
右
大
将
頼
朝
。
由
比
鶴
か
岡
/
若
宮
を
。
今
の

宮
地
に
う
つ
し
給
ひ
て
よ
り
鶴
か
岡
と
申
也
八
幡
宮
の
御
本
社
/
の
地
其

頃
松
岡
明
神
と
て
。
稲
荷
の
や
し
ろ
有
し
を
建
久
二
年
頼
朝
地
ぬ
し
(
表

紙
ウ
)
/

稲
荷
を
同
西
の
丸
山
に
う
つ
し
。
此
八
幡
宮
を
く
わ
ん
し
ゃ
う
し
た
ま

ふ
/
頼
朝
公
の
歌
に
「
石
清
水
た
の
み
を
か
く
る
人
は
み
な
久
敷
世
に
も

住
と
こ
そ
き
け
/
八
幡
宮
の
鳥
井
を
入
り
て
石
の
そ
り
橋
を
あ
か
橋
と
い

ふ
左
右
は
す
池
嶋
七
つ
有
/
右
の
嶋
の
内
弁
天
の
社
あ
り
。
二
王
門
む
か

し
は
八
つ
足
門
と
云
。
左
右
の
小
路
鳥
居
有
/
や
ふ
さ
め
馬
場
と
い
ふ
。

舞
殿
神
楽
堂
有
。
左
の
方
こ
ま
堂
本
尊
五
大
明
王
り
ん
蔵
/
天
照
太
神

社
。
松
堂
。
源
太
夫
。
天
神
。
え
ひ
す
社
。
右
の
方
た
い
塔
。
本
そ
ん
五

智
に
よ
ら
い
/
若
宮
大
権
現
東
鑑
に
文
治
二
年
。
源
の
義
つ
ね
の
妻
し
っ

か
の
ま
へ
こ
の
/
く
わ
ひ
ろ
う
に
て
。
ほ
う
ら
く
舞
な
せ
し
時
。
つ
〉
み

は
工
藤
祐
つ
ね
。
ど
び
ゃ
う
し
は
畠
山
/
し
け
忠
な
り
し
と
な
り
御
祭
礼

四
月
三
日
。
住
よ
し
。
三
輪
。
あ
っ
た
。
み
し
ま
/
明
神
の
や
し
ろ
。
か

う
ら
の
や
し
ろ
。
玉
た
れ
明
神
と
い
ふ
。
ゃ
く
し
堂
神
宮
寺
/
と
云
。
し

ゆ
ろ
う
の
め
い
。
正
和
一
一
年
二
月
と
有
。
石
の
き
さ
橋
を
の
ほ
れ
は
ひ
か

し
に
/
な
き
の
木
。
西
に
い
て
う
有
。
東
の
か
〉
み
け
ん
ほ
う
七
年
さ
ね

朝
将
軍
右
大
じ
ん
/
拝
賀
の
た
め
。
正
月
廿
七
日
。
御
社
参
神
拝
こ
と
お

は
り
。
夜
ゐ
ん
に
お
よ
ひ
た
い
し
ゆ
っ
/
し
給
ふ
時
。
当
宮
別
当
く
き
ゃ

う
。
石
の
き
さ
は
し
の
き
は
に
う
か
〉
ひ
来
て
。
鈍
を
取
て
ハ
第
二
了

オ
〉
/

か
い
し
奉
り
所
。
上
の
宮
。
ろ
う
門
く
わ
ひ
ろ
う
。
右
の
方
に
。
座
さ
ま

す
の
た
ん
所
/
天
下
泰
平
の
御
き
と
う
昼
夜
お
こ
た
ら
す
有
。
左
の
方

に
。
御
く
う
し
よ
あ
り
/
御
本
社
。
御
宝
物
多
し
。
八
月
十
五
日
御
祭
礼
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ほ
う
L
ゃ
う
え
同
十
六
日
や
ふ
さ
め
/
角
力
有
ι
同
夜
ほ
う
へ
い
有
。
二

月
と
十
↓
月
初
卯
幣
従
。
武
内
社
に
六
角
堂
。
鶴
/
亀
石
。
龍
神
え
う
か

う
石
。
あ
い
せ
ん
堂
。
ニ
位
の
尼
守
り
本
尊
の
地
蔵
。
丸
山
い
な
り
/
の

や
し
ろ
悩
臨
一
一
一
民
主
し
ら
は
た
明
神
吋
判
明
科
也
御
神
事
正
月
十
三
日
御
法
事

は
相
承
院
/
に
て
執
行
。
此
寺
に
頼
朝
も
と
〉
り
の
く
わ
ん
を
ん
有
。
鶴

か
同
む
か
し
は
廿
玉
院
今
/
十
二
院
と
な
る
。
大
御
く
う
所
。
祭
神
み
る

め
の
明
神
。
西
の
き
さ
は
し
を
下
り
り
う
/
え
い
明
神
一
議
一

r平
安
城
は

花
の
都
鎌
倉
は
柳
の
都
と
一
声
。
h
L
鎌
駅
叫
…
町
、
伸
一
目
唯
一
凶
附
掛
か
問
ノ
/
新
宮
唯
一
日
叫
初

峨
六
本
杉
天
狗
す
む
と
も
一
京
神
主
大
伴
山
城
。
少
別
当
大
庭
栄
し
ゃ
う
/

外
に
社
家
。
か
く
人
。
八
乙
女
。
都
合
四
十
余
家
也
。
神
領
永
楽
八
百
四

十
貫
も
ん
/
余
。
惣
名
雪
の
下
。
中
の
一
段
高
き
所
を
お
き
み
ち
。
又
は

檀
か
つ
ら
と
も
い
ふ
/
発
句
ス
鎌
以
説
明
日
一
一
ぃ
乙
由
東
西
の
大
路
を
わ
か

み
や
小
路
と
云
。
中
の
鳥
井
/
ひ
わ
橋
。
ひ
わ
小
路
。
大
鳥
居
。
畠
山
重

保
せ
き
た
う
あ
り
。
御
本
社
よ
り
浜
迄
(
第
二
丁
ウ
)
/

大
門
見
通
し
十
八
丁
両
方
松
の
並
木
。
浜
は
小
松
原
由
井
の
浜
に
つ
ゾ
く

也
〆
/
鶴
か
向
よ
り
東
は
唐
門
の
跡
。
す
は
の
や
し
ろ
山
王
社
。
柳
原
。
滝

沢
。
烏
合
が
原
/
筋
違
橋
。
畠
山
や
し
き
。
大
く
ち
。
頼
朝
や
し
き
。
治

承
四
年
比
所
~
う
つ
り
た
ま
ひ
/
日
本
惣
つ
い
ふ
し
を
給
は
っ
て
父
子
三

代
。
平
の
政
子
一
代
摂
家
よ
り
こ
代
6

親
王
家
/
玉
代
合
て
十
↓
代
此
所

に
あ
っ
て
天
下
を
お
さ
め
た
ま
ひ
じ
が
ご
だ
い
ご
/
天
皇
の
御
宇
。
相
模

入
道
平
の
高
時
ほ
ろ
び
て
後
。
第
八
の
宮
を
せ
い
位
/
将
軍
に
す
え
奉
る

又
世
か
わ
り
で
。
足
利
高
氏
の
次
男
左
馬
頭
も
と
氏
/
を
関
東
将
軍
ど
な

L
給
ふ
夫
よ
り
も
と
氏
の
子
孫
く
わ
ん
れ
い
と
し
て
/
鎌
倉
に
在
て
代
々

お
さ
め
給
ひ
し
と
也
。
法
花
堂
繍
一
団
ぃ
明
日
仏
豊
後
守
忠
久
墓
。
/
頼
朝
ベ
う
。

唐
糸
の
ろ
う
西
の
御
門
。
え
が
ら
の
天
神
。
に
か
い
堂
大
ら
く
寺
ニ
し
ふ
ろ

み
/
不
動
大
山
ふ
と
う
た
〉
ら
場
の
跡
。
じ
ゅ
ほ
う
山
。
か
く
お
ん
寺
平

貞
時
こ
ん
り
う
開
山
/
し
ん
え
和
尚
薬
師
堂
が
や
っ
薬
師
十
二
神
均
一
品
川
う

黒
地
蔵
む
な
た
て
の
井
。
弘
法
大
師
/
ご
ま
だ
ん
跡
。
わ
め
き
十
王
叫
約
一
日

大
塔
官
の
ろ
う
足
利
た
〉
よ
し
此
所
へ
お
し
こ
め
後
に
う
ち
/
奉
る
り
ち

こ
う
寺
願
行
上
人
本
尊
さ
や
阿
弥
陀
大
と
う
の
み
や
の
せ
き
と
う
(
第
三

丁
オ
)
/

し
〉
が
ん
U
い一一
ω
郡
都
ず
い
せ
ん
寺
。
も
と
氏
こ
ん
り
う
。
開
山
む
そ
う
こ

く
師
ほ
ん
そ
ん
釈
迦
/
へ
ん
か
い
。
一
ら
ん
で
い
の
跡
。
天
た
い
山
此
辺

旧
跡
多
し
。
歌
の
は
し
。
文
覚
や
し
き
。
ざ
せ
ん
/
川
。
大
御
堂
。
七
堂

が
ら
ん
の
跡
。
脳
鵬
ω
は
じ
っ
釈
迦
堂
犬
が
げ
が
谷
。
き
ぬ
は
り
山
。
た

ん
/λ
ざ
く
石
。
同
井
。
た
く
ま
。
ほ
う
こ
く
寺
。
尊
氏
祖
父
家
時
こ
ん
り

う
。
関
山
ぷ
つ
じ
ゃ
う
/
む
か
し
の
か
い
道
橋
杭
の
跡
に
。
杉
本
観
音
開

山
行
基
叫
い
れ
一
一
位
川
叫
ん
鎌
足
や
し
ろ
/
な
め
り
川
。
青
砥
左
衛
門
十
銭
を

お
と
し
五
十
銭
に
て
た
い
ま
つ
を
か
ひ
。
ひ
ろ
は
/
せ
し
所
品
。
「
唯
一
M

M
附
が
物
…
腕
刺
稲
荷
山
じ
ゃ
う
め
う
し
関
山
た
い
か
う
純
一
む
。
/
藤
山
い
な

り
や
L
ろ
丈
る
み
が
や
っ
御
馬
ひ
や
し
ば
。
い
ひ
も
り
山
。
公
方
や
し
き

泉
水
川
。
/
稲
荷
坂
十
一
一
所
。
梶
原
や
し
き
。
玉
大
堂
。
明
王
院
。
頼
つ

ね
将
軍
き
く
わ
ん
所
と
い
ふ
/
塩
な
め
地
蔵
。
か
う
そ
く
寺
。
本
そ
ん
ほ

う
や
け
あ
み
だ
。
此
辺
地
名
旧
跡
多
し
/
梶
原
太
刀
あ
ら
ひ
滝
あ
さ
ひ
な

一
ば
い
水
お
な
じ
く
切
通
し
と
う
げ
村
b

は
な
か
げ
/
地
蔵
。
武
蔵
相
模

の
さ
か
ひ
な
り
。
こ
れ
よ
り
金
沢
へ
出
る
な
り

O
鶴
か
岡
/
よ
り
北
は
馬

場
町
品
。
大
御
坊
こ
ふ
く
ろ
坂
。
青
梅
の
聖
天
あ
ら
ひ
の
え
ん
ま
。
/
か

ら
た
せ
ん
地
蔵
。
区
福
山
け
ん
長
じ
開
山
太
か
く
禅
師
開
設
州
平
時
頼
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〈
第
三
了
ウ
)
/

ζ

ん
り
う
。
金
龍
水
。
さ
ん
へ
色
町
br
え
う
か
う
の
松
。
不
老
水
。
大
か

く
池
。
杉
か
谷
。
/
弁
財
天
叫
惜
也
梅
翁
の
碑
有
。
ま
り
し
天
川
孔
刊
の
作
第

六
天
亀
か
谷
切
通
し
。
/
長
寿
寺
。
開
山
こ
せ
ん
和
尚
。
も
と
氏
こ
ん
り

う
。
尊
氏
の
石
塔
有
。
亀
の
井
。
/
矢
か
ら
地
蔵
。
し
ゃ
う
ち
寺
統
一
也

平
の
も
ろ
時
こ
ん
り
う
。
か
ん
ろ
井
。
山
の
う
ち
/
上
杉
く
わ
ん
れ
い
や

し
き
。
ぜ
ん
こ
う
じ
。
平
時
頼
こ
ん
り
う
。
さ
い
み
や
う
じ
こ
せ
き
/
明

月
院
開
山
ふ
う
げ
ん
ぜ
ん
じ
。
松
が
岡
と
う
け
い
寺
。
び
く
尼
寺
品
。
す

じ
あ
し
か
ら
ず
/
し
て
り
え
ん
を
ね
が
う
女
。
先
か
た
承
引
せ
ざ
れ
ば
此

寺
に
入
り
て
弟
子
と
な
る
に
/
廿
四
ヶ
月
を
経
れ
ば
そ
の
こ
と
か
の
ふ
。

さ
れ
ど
み
だ
り
に
い
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
す
。
/
λ

ず
い
ろ
く
山
え
ん
が
く
寺

純
一
四
也
開
山
仏
光
禅
寺
。
平
時
む
ね
建
立
。
仏
し
や
り
/
三
国
一
に
く
っ

き
の
し
や
り
と
い
ふ
。
寺
宝
多
し
。
大
鐘
は
く
ろ
い
け
し
ゅ
く
り
う
/
い

け
十
王
堂
橋
。
あ
ふ
ぶ
な
。
じ
ゃ
う
ら
く
じ
。
い
ま
い
づ
み
ふ
ど
う
女

滝
/
男
滝
。
市
場
。
は
な
れ
山
是
よ
り
戸
塚
。
ふ
じ
沢
の
往
来
な
り
。
/

O
鶴
が
岡
よ
り
み
な
み
は
金
竜
山
宝
戒
寺
。
本
尊
き
ゃ
う
よ
み
の
地
蔵

唐
/
仏
な
り
。
閉
山
五
代
国
師
尊
氏
こ
ん
り
う
。
此
地
北
条
九
代
や
し
き

〈
第
四
丁
オ
)
/

高
時
社
諮
問
日
云
扉
風
山
小
冨
士
か
さ
い
が
谷
東
勝
寺
跡
。
元
弘
三
年
/
五

月
廿
ニ
自
此
寺
に
て
。
長
寄
次
郎
高
重
先
に
し
か
い
せ
し
よ
り
相
模
入

道
/
を
は
じ
め
一
門
の
大
小
名
二
百
八
十
三
人
。
我
先
に
と
腹
か
っ
切
て

屋
形
に
火
を
/
か
け
け
れ
ば
。
庭
上
に
な
み
居
た
る
つ
わ
も
の
と
も
是
を

見
て
追
々
に
し
か
い
/
す
そ
の
数
は
八
百
七
十
四
人
な
り
と
ぞ
。
高
時
は

か
所
。
土
佐
坊
や
し
き
。
小
町
塔
の
/
辻
。
め
う
り
う
寺
。
大
行
寺
本
か

く
寺
。
え
ひ
す
堂
橋
ひ
き
か
谷
妙
本
寺
日
れ
ん
/
上
人
せ
つ
ほ
う
は
じ
め

の
寺
な
り
。
上
人
し
ん
筆
の
ま
ん
だ
ら
そ
の
外
。
寺
宝
/
多
し
池
の
う
へ

本
円
寺
の
本
寺
也
。
ひ
き
の
は
ん
ぐ
わ
ん
よ
し
か
す
が
こ
せ
き
。
じ
ゃ

う
/
え
い
寺
。
大
町
。
へ
や
の
井
松
殿
五
本
ほ
ね
の
山
。
ぎ
を
ん
の
や
し

ろ
佐
竹
天
皇
と
云
。
/
米
町
。
さ
か
さ
川
。
炭
売
場
跡
。
石
清
水
若
宮
旧
跡
。

下
河
原
此
辺
古
戦
場
な
り
/
辻
の
薬
し
み
だ
れ
ば
し
。
材
木
座
。
ふ
だ
ら

く
寺
頼
朝
こ
ん
り
う
開
山
も
ん
が
く
/
平
家
の
赤
は
た
あ
り
。
ベ
ん
が

谷
。
き
ゃ
う
じ
が
谷
。
き
り
か
谷
。
天
照
山
光
明
寺
/
た
い
ら
の
つ
ね
時

こ
ん
り
う
開
山
き
し
ゅ
禅
師
寺
宝
多
し
。
飯
島
和
歌
/
江
の
し
ま
六
角

井
正
が
く
寺
。
住
よ
し
明
神
。
じ
ゅ
す
か
け
松
。
三
浦
導
寸
(
第
四
丁

ウ
)
/

城
跡
。
小
つ
ぼ
の
切
通
し
。
名
越
村
。
回
し
ろ
く
わ
ん
お
ん
。
鯨
一
読
淵
あ

ん
や
う
ゐ
ん
/
開
山
願
行
上
人
。
花
が
谷
。
へ
び
が
谷
。
松
葉
が
谷
。
妙

法
寺
日
蓮
上
人
御
あ
ん
/
じ
つ
の
旧
跡
。
大
法
寺
。
安
国
寺
何
一
抑
制
此
以
ゆ

一
位
一
円
。
ん
石
井
山
長
し
ゃ
う
寺
こ
ひ
/
水
4
均
一
切
切
名
こ
へ
切
通
し
。
御
さ

る
は
た
け
。
山
王
や
し
ろ
。
法
し
ゃ
う
寺
岩
ど
の
く
わ
ん
/
お
ん
鯨
説
明

是
よ
り
三
浦
郡
の
内
な
り
。
く
の
や
た
こ
へ
川
。
六
代
御
前
御
さ
い
こ

の
/
場
所
。
同
は
か
所
。
軍
見
山
。
な
き
つ
ら
が
崎
。
あ
ふ
ず
り
。
も
り

戸
明
神
の
や
し
ろ
。
/
と
び
び
ゃ
く
し
ん
。
千
ぐ
わ
ん
松
。
頼
朝
こ
し
か

け
表
。
高
し
ま
。
と
つ
と
の
し
ま
。
名
し
ま
/
此
浦
よ
り
。
大
島
伊
豆
。

箱
根
。
大
山
。
冨
士
。
眼
前
に
眺
望
筆
に
の
ベ
が
た
し
。
/
こ
の
し
ま
に

左
り
ま
き
の
さ
ヌ
ゐ
あ
り
。
そ
の
外
此
辺
名
地
多
し

O
鶴
が
岡
よ
り
/
西

は
岩
屋
堂
く
ろ
が
ね
の
井
。
し
ん
清
水
。
鉄
観
音
。
鷲
が
谷
。
志
一
上
人

の
石
/
塔
。
同
い
な
り
の
や
し
ろ
。
松
原
寺
本
尊
日
金
地
蔵
。
頼
朝
伊
豆
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の
日
金
を
/
此
処
に
う
つ
し
た
ま
ふ
。
岩
屋
ふ
ど
う
。
是
よ
り
一
周
が
谷
な

り
。
花
光
ゐ
ん
。
/
上
杉
く
わ
ん
れ
い
や
し
き
き
こ
く
山
寿
福
寺
純
一
d
u

平
政
子
こ
ん
り
う
関
山
/
千
光
こ
く
し
。
本
尊
か
こ
し
や
か
と
い
ふ
。
絵

か
き
矢
倉
。
実
朝
せ
き
た
う
(
第
五
丁
オ
〉
/

比
所
源
氏
代
々
屋
敷
跡
な
り
と
一
声
。
東
光
山
え
い
し
ゃ
う
寺
太
田
道
く
わ

ん
旧
跡
也
/
水
戸
源
朝
臣
頼
一
周
卿
寛
永
十
一
年
御
こ
ん
り
う
源
氏
山
御
制

比一川
M
。
/
八
幡
太
郎
此
所
に
て
は
た
を
上
東
国
勢
を
あ
つ
め
給
ふ
所
品
。

今
に
は
た
竿
/
の
跡
あ
り
泉
か
谷
。
い
づ
み
の
井
。
せ
ん
こ
く
山
浄
光
明

寺
平
長
時
こ
ん
り
う
/
本
尊
ほ
う
ぐ
わ
ん
の
み
だ
。
八
坂
の
ふ
ど
う
矢
ひ

ろ
ひ
地
蔵
。
あ
み
引
地
蔵
藤
が
/
谷
。
た
め
す
け
卿
石
塔
扇
の
井
海
蔵
寺

開
山
げ
ん
を
う
禅
師
団
特
湖
町
一
世
わ
/
日
…
M
U
M
-
本
尊
な
き
ゃ
く
し
。
そ
こ

ぬ
け
の
井
。
十
六
の
井
。
か
げ
き
ょ
っ
ち
の
/
ろ
う
。
梅
が
谷
つ
丈
き
の

塁
。
け
は
い
坂
。
く
づ
は
ら
が
向
。
六
本
松
純
一
川
酌
泣
一
部
一
約
M
J
/
か
つ
が

橋
。
今
小
路
。
正
宗
や
L
き
。
向
い
な
り
の
社
。
た
つ
み
の
く
わ
う
神
。

人
丸
塚
M
叫
刊
誌
/
尊
氏
や
し
き
。
さ
い
き
ゃ
う
橋
。
佐
介
が
谷
。
同
い
な

り
社
。
か
く
れ
里
福
神
/
銭
あ
ら
ひ
水
。
天
狗
堂
。
七
観
音
が
呑
。
け
か

ち
は
た
け
。
佐
々
目
が
谷
。
藤
九
郎
/
も
り
長
や
し
き
。
あ
ま
な
わ
明
神

八
ま
ん
太
郎
の
う
ぶ
す
な
。
盛
久
首
の
座
/
の
跡
。
長
谷
町
同
く
わ
ん
音

欄
区
候
似
尺
や
と
や
。
光
そ
く
じ
日
ら
う
上
人
土
の
/
ろ
う
。
高
徳
院
本

尊
大
仏
。
み
こ
し
が
た
け
。
大
ふ
つ
。
切
通
し
此
道
藤
沢
へ
(
第
五

T

ウ
)
〆

往
く
わ
ん
也
。
坂
の
下
村
御
れ
う
の
宮
崎
別
的
判
碑
一
日
切
る
星
月
の
井
。
こ
く

う
ざ
う
堂
。
極
ら
く
寺
/
切
通
し
月
影
か
谷
阿
仏
尼
。
や
し
き
の
跡
弁
慶

腰
掛
松
。
ご
く
楽
寺
。
開
山
に
ん
し
ゃ
う
/
平
重
時
こ
ん
り
う
せ
ん
ふ
く

茶
う
す
其
外
宝
物
多
し
。
針
す
り
橋
。
日
れ
ん
上
人
/
け
さ
か
け
松
上
人

の
塚
。
ち
ん
か
ね
山
。
追
あ
げ
。
袖
ケ
浦
。
い
な
む
ら
が
崎
。
れ
う
せ
ん

が
崎
/
一
元
弘
三
年
五
月
廿
一
日
の
夜
。
新
田
義
貞
。
二
万
余
騎
を
卒
し

て
。
此
所
へ
望
み
み
る
に
。
北
は
/
切
通
し
迄
山
高
く
道
け
は
し
き
に
。

木
戸
を
か
ま
へ
。
か
い
だ
て
を
つ
ゐ
て
数
万
の
軍
兵
/
陳
を
守
り
。
並
居

け
る
。
南
は
稲
村
れ
う
せ
ん
が
崎
に
て
。
さ
と
道
せ
ま
き
に
波
う
ち
/
/
ぎ

は
ま
て
さ
か
も
木
引
か
け
。
沖
四
五

τを
へ
だ
て
兵
船
な
み
ゐ
る
矢
ぐ
ら

を
か
け
て
/
其
て
い
け
ん
ご
に
見
得
け
れ
ば
。
義
貞
馬
よ
り
下
り
給
ひ
甲

を
ぬ
い
で
龍
神
へ
き
ね
ん
し
/
こ
か
ね
や
つ
く
り
の
太
万
を
ぬ
い
て
な
け
い

れ
給
ふ
に
。
ふ
し
ぎ
な
る
か
な
。
た
ち
ま
ち
廿
余
/
丁
が
ほ
ど
ひ
か
た
と

な
り
て
軍
勢
我
先
に
と
真
一
文
字
に
か
け
通
り
。
つ
ゐ
に
/
鎌
倉
へ
せ
め

い
り
し
と
ぞ
臨
ん
記
。
山
内
一
日
町
一
一
一
抗
日
同
一
間
一
叫
ん
音
な
し
の
滝
。
金
洗
沢
。
/

武
者
が
く
れ
が
谷
。
横
手
が
原
七
里
が
浜
。
駅
付
一
一
」
可
抗
代
行
合
川
す
る
が

の
次
郎
か
/
気
や
き
松
。
た
も
と
が
浦
。
こ
ゆ
る
ぎ
の
松
。
八
王
子
の

官
。
腰
越
万
福
寺
市
川
ん
い
叫
恥
む
(
第
六
丁
オ
〉
/

硯
が
池
。
片
瀬
川
。
龍
口
寺
。
例
措
壮
一
一
所
也
西
行
法
師
見
か
へ
り
の
松
。

と
が
み
が
は
ら
。
八
套
/
が
原
も
ろ
こ
し
が
原
「
M
M
出川一一弘一門性別一一一凶
M

M
M
に

O
江
の
島
問
与
一
塁
ゑ
ん
の
行
者
/
の
開
く
と
一
声
。
金
龍
山
と
号

す
。
岩
本
院
下
の
坊
。
上
の
坊
。
弁
財
天
。
御
本
社
三
社
/
あ
り
。
奥
の

院
は
岩
屋
な
り
。
祭
礼
四
月
初
巳
の
日
か
ま
石
。
福
石
。
碑
石
o
H
…竹取孔

山
二
つ
/
あ
り
児
が
測
。
ま
な
板
石
。
龍
池
。
其
外
名
所
多
し

O
武
州
金

沢
市
一
一
切
コ
リ
ム
ハ
つ
う
ら
/
侍
従
川
油
提
川
。
専
光
寺
照
手
の
姫
の
観
音
あ
り

三
般
が
滞
。
瀬
が
崎
。
/
の
り
頼
公
の
塚
飛
石
。
金
龍
践
に
あ
り
。
三
本

杉
。
瀬
戸
明
神
。
馳
木
福
石
。
弁
天
社
/
照
手
の
姫
い
ぶ
し
松
。
瀬
戸
ニ
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つ
橋
。
洲
寄
。
町
屋
。
称
名
寺
。
平
あ
き
時
こ
ん
り
う
。
/
閉
山
肌
綜
献
和

尚
。
美
女
石
。
姥
石
。
回
一
向
青
葉
も
み
ぢ
。
文
殊
桜
。
普
賢
象
さ
く
ら
/

黒
梅
。
せ
い
ご
梅
。
桜
梅
等
M
一
鈴
か
ま
り
や
。
君
が
崎
一
口
一
松
。
て
こ
明

神
。
能
見
堂
。
筆
捨
套
。
/
夫
婦
松
山
山
一
M
M
っ
〈
閣
阿
川
崎
一
洲
崎
晴
嵐
。

平
方
落
嶋
。
野
嶋
タ
照
。
/
内
川
暮
雪
。
乙
鞠
帰
帆
。
小
泉
夜
雨
。
瀬
戸

秋
月
。
称
名
寺
晩
鐘
。
/
板
元
鎌
倉
岩
屋
堂
前
表
具
屋
一
岡
同
一
」

ハ
規
・
沢
・
自
)
(
図
版
八
)

口

融

鎌

倉

名

所

記

寛

政

刊

英

富

半

六

丁

印
面
高
さ
一
九
・
四
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

右
表
具
屋
版
同
と
比
較
す
る
と
、
当
書
に
は
江
の
島
・
金
沢
八
景
が
な
い

が
、
本
文
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
異
る
所
は
当
書
で
は
静
法
楽
の
舞

の
項
に
て
「
よ
し
の
山
み
ね
の
し
ら
雪
ふ
み
わ
け
で
入
に
し
人
の
あ
と
ぞ

こ
ひ
し
き
」
が
、
大
仏
の
項
に
て
「
名
月
に
南
を
得
た
り
仏
頂
噴
」
が
加

わ
る
如
く
、
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
和
歌
・
俳
句
が
あ
っ
た
り
、
若
干
の
仮

名
書
き
漢
字
書
き
の
差
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
最
末
葉
に
は
、
同
に
あ
っ

た
江
の
島
・
金
沢
八
景
の
項
が
失
く
な
り
、
「
雪
の
下
八
幡
宮
よ
り
所
々

道
法
」
が
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
成
は
当
書
だ
け
で
、
次
掲
文
化
版
図

以
降
の
諸
版
で
は
、
同
と
同
じ
く
本
文
末
に
こ
の
二
項
が
付
載
さ
れ
る
。

刊
記
は
道
法
に
続
い
て
記
さ
れ
、
「
版
元
扉
山
下
英
富
」
。
丁
付
は
の

ど
に
丁
数
の
み
刻
さ
れ
る
。
表
紙
は
今
迄
の
諸
版
と
は
異
な
り
、
新
し
い

図
柄
に
変
る
。
す
な
わ
ち
、
右
上
段
に
は
内
容
見
出
し
、
右
下
段
に
は
浜

の
大
鳥
居
の
下
に
四
羽
の
鶴
が
お
り
、
そ
の
右
方
の
小
さ
い
雲
形
の
中
に

右
大
臣
の
和
歌
が
記
さ
れ
、
左
方
に
は
四
周
双
辺
の
罫
を
も
っ
書
名
が
記

さ
れ
る
。
こ
の
図
柄
は
明
治
期
に
致
る
迄
、
書
名
上
段
の
年
号
の
角
書
き

の
み
を
変
え
、
ほ
と
ん
ど
各
版
に
踏
襲
さ
れ
た
。
版
元
の
住
所
は
「
扉
山

下
」
(
扉
風
山
下
)
と
記
さ
れ
る
の
で
、
後
述
大
坂
屋
孫
兵
衛
・
常
陸
屋

伊
三
郎
・
家
根
屋
四
郎
右
衛
門
同
様
に
宝
戒
寺
門
前
に
居
住
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
当
書
の
他
に
英
富
の
名
の
記
さ
れ
た
名
所
記
及
び
鎌
倉
絵
図

の
所
在
を
開
か
な
い
。
(
沢
・
明
・
規
)
(
図
版
九
〉

ヤ
九
レ
u

回
融
問
鎌
倉
名
所
記
文
化
刊
大
坂
屋
孫
兵
衛

印
面
高
さ
一
八
・
七
糎
。
毎
半
葉
十
五
行
。

当
書
よ
り
後
掲
書
困
迄
の
四
版
は
、
表
紙
・
本
文
共
に
か
ぶ
せ
彫
り
関
係

あ
る
別
版
で
あ
る
。
従
っ
て
本
文
の
行
款
も
同
一
で
、
刊
記
さ
え
四
者
は

同
一
で
あ
る
。
こ
の
四
版
の
前
後
関
係
は
明
白
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
表
紙
は
各
版
共
に
寛
政
版
口
と
同
一
図
柄
で
あ
る
も
の
〉
、
当
書
の

み
に
表
紙
の
罫
の
右
端
に
「
御
免
在
ケ
岡
名
所
記
不
許
翻
刻
」
と
い
う
刻

記
が
あ
る
の
で
、
大
坂
屋
文
化
版
四
種
の
内
で
、
最
も
古
い
も
の
か
と
思

わ
れ
る
。
大
坂
屋
で
は
私
の
調
査
し
た
も
の
だ
け
で
も
、
こ
の
刻
記
あ
る

「
鎌
倉
絵
図
」
ニ
版
(
こ
の
内
一
版
は
沢
氏
前
掲
書
第
十
四
図
〉
と
同
一

図
柄
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
刻
記
の
な
い
も
の
一
版
を
刊
行
し
て
い
る
。

こ
の
三
版
は
各
々
か
ぶ
せ
彫
り
関
係
が
あ
り
、
安
永
八
年
以
前
の
図
柄

(
沢
氏
前
掲
書
に
よ
る
図
柄
年
代
〉
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
刊
行
年
記
が

な
い
。
こ
の
三
版
は
当
書
以
下
回
版
〈
回
t
困
〉
と
一
緒
に
販
売
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
坂
屋
で
は
、
よ
り
古
い
版
式
の
絵
図
(
沢
氏

前
掲
書
第
十
一
図
)
を
も
刊
行
し
て
い
る
が
、
右
の
御
免
刻
記
は
な
い
。

沢
氏
前
掲
書
に
於
け
る
図
柄
と
年
代
の
組
合
せ
に
は
興
味
が
も
た
れ
る
。

半

六
了
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し
か
し
、
図
柄
年
代
と
実
際
の
刊
行
年
代
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
再
度
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
安
永
八
年
に
修
造
さ
れ
た
島
津
忠
久
基
が

当
名
所
記
に
記
載
さ
れ
る
の
は
二
十
年
近
く
経
過
し
た
と
考
え
ら
れ
る
前

掲
表
具
屋
版
闘
が
最
初
で
、
文
政
六
年
に
修
造
さ
れ
た
大
江
広
元
墓
及
び

毛
利
季
光
墓
が
記
載
さ
れ
る
の
は
さ
一
十
年
程
経
過
し
た
安
政
二
之
官
版
闘

が
最
初
で
あ
る
。
右
の
覆
刻
関
係
あ
る
「
鎌
倉
絵
図
」
三
版
は
文
化
頃
、

或
い
は
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
書
は
表
具
屋

版
同
同
様
巳
、
巻
末
に
江
の
島
及
び
金
沢
八
景
が
付
記
さ
れ
る
。
以
降
の

諸
版
又
同
様
で
あ
る
。
丁
付
は
の
ど
に
丁
数
の
み
刻
さ
れ
る
。
巻
末
刊
記

は
「
板
元
鎌
ず
町
大
腕
措
街
」
。
版
元
の
大
坂
屋
に
つ
い
て
、
後
背
で

あ
る
現
当
主
の
島
田
久
士
口
氏
(
孫
八
の
孫
に
当
ら
れ
る
〉
は
「
大
坂
屋
は

明
暦
の
振
袖
火
事
以
後
、
江
戸
よ
り
鎌
倉
に
き
た
家
で
、
回
連
問
屋
を
営

み
、
孫
兵
衛
の
次
の
代
が
明
治
に
鎌
倉
絵
図
(
明
治
期
の
図
柄
)
や
名
所

記
〈
安
政
版
の
版
木
を
使
用
し
た
修
印
〉
を
出
版
し
た
孫
八
で
あ
る
。
」

と
い
わ
れ
た
。
(
沢
・
早
〉
〈
図
版
一

O
)

』

ιレ
u

回
路
鎌
倉
名
所
記
文
化
刊
大
坂
屋
孫
兵
衛

印
面
高
さ
一
八
・
五
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

当
番
以
下
三
版
は
表
紙
右
端
の
「
御
免
荏
ケ
同
名
所
記
不
許
翻
刻
」
の
刻

記
が
な
い
だ
け
で
、
前
掲
書
目
と
は
表
紙
・
本
文
共
に
覆
刻
関
係
あ
る
別

版
で
あ
る
。
刊
記
又
、
同
一
で
あ
る
。
こ
の
四
版
の
中
で
も
、
当
番
と
次

掲
書
岡
と
は
極
似
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
(
神
・
規
・
蜂
・
国
〉
(
図
版
二
〉

半

/、

丁

ヤ'ト
νい

両
政
酎
鎌
倉
名
所
記
文
化
刊
大
坂
屋
孫
兵
衛

(

新

版
印
面
高
さ
一
八
・
四
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
書
と
は
か
ぶ
せ
彫
り
関
係
あ
る
別
版
で
あ
る
。
刊
記
又
、
同
一
で
あ

る
。
(
国
・
金
)

半

六
了

同
町
四
鎌
倉
名
所
記
文
化
刊
大
坂
屋
孫
兵
衛

印
面
高
さ
一
八
・
四
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
三
版
と
は
か
ぶ
せ
彫
り
関
係
あ
る
別
版
で
あ
る
。
当
金
一
回
の
後
印
本
の

版
元
は
常
陸
屋
伊
三
郎
に
換
る
。

川
(
早
印
)
大
坂
屋
孫
兵
衛

回

t
岡
と
同
一
刊
記
を
有
す
る
。
(
規
)
(
図
版
二
一
)

間
(
後
印
)
常
陸
屋
伊
三
郎

版
木
が
常
陸
屋
に
移
動
し
た
の
で
、
刊
記
の
み
を
う
め
木
に
て
訂
正
す

る
。
新
し
い
刊
記
は
「
板
元
鎌
時
蔵
町

J
…一「」
0

(

沢
・
静
〉

こ
の
常
陸
犀
伊
三
郎
は
大
坂
屋
と
同
姓
島
田
氏
で
、
大
坂
屋
と
は
親
戚
筋

に
当
り
、
同
じ
く
宝
戒
寺
門
前
に
住
し
て
い
た
。
私
の
知
る
限
り
、
島
田

伊
三
郎
或
い
は
常
陸
屋
伊
三
郎
の
名
で
鎌
倉
絵
図
五
版
(
縦
図
は
無
年
記

の
も
の
四
版
、
横
図
は
嘉
永
三
年
版
一
版
)
を
刊
行
し
て
い
る
。
縦
図
四

版
の
内
、
二
版
は
安
永
八
年
以
前
の
図
柄
(
そ
の
内
一
版
は
沢
氏
前
掲
書

第
十
五
図
)
で
、
残
る
ニ
版
は
若
干
時
代
が
降
る
図
柄
(
そ
の
内
一
版
は

沢
氏
前
掲
書
第
十
六
図
)
で
あ
る
。
恐
ら
く
当
名
所
記
は
こ
れ
ら
の
絵
図

の
い
ず
れ
か
と
一
諸
に
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
常
陸
屋
で
は
当

書
以
後
、
嘉
永
版
岡
安
政
版
臼
の
名
所
記
ニ
版
を
刊
行
し
て
い
る
。

半

六
丁
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文
政
。

闘
改
正
鎌
倉
名
所
記
文
政
刊
小
林
弥
三
郎

新
版
印
面
高
さ
一
九
・
一
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

本
文
は
前
掲
表
具
屋
版
岡
の
覆
刻
で
あ
る
。
本
文
の
行
款
・
宇
様
は
全
く

同
一
で
あ
る
。
表
紙
は
同
書
と
は
全
く
異
な
り
、
寛
政
版
同
文
化
版
囚
I

固
と
類
似
す
る
が
、
右
大
匡
の
和
歌
が
記
さ
れ
た
雲
形
が
鳥
居
と
鶴
の
上

に
移
り
、
四
羽
い
た
鶴
の
内
、
飛
ん
で
い
た
一
羽
が
減
り
、
新
た
に
松
が

描
れ
て
い
る
。
巻
末
刊
記
は
「
板
元
小
林
弥
三
郎
一
同
一
」
。
私
の
調
査

し
た
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
明
治
以
降
の
後
印
本
(
料
紙
は
美
濃

判
〉
で
、
，
後
述
文
政
版
同
を
合
綴
し
て
い
る
。
版
元
の
小
林
弥
三
郎
は
文

政
以
降
の
図
柄
を
も
っ
絵
図
ハ
沢
氏
前
掲
書
第
二
十
八
図
〉
を
も
刊
行
し

て
い
る
。
同
図
の
刊
記
に
は
住
所
も
記
さ
れ
、
「
鶴
岡
表
御
門
前
雪
之
下

小
林
弥
三
郎
」
。
恐
ら
く
当
書
と
は
一
組
に
な
る
べ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

大

六
丁

文
政

同
制
限
鎌
倉
名
所
記
文
政
刊
家
根
屋
四
郎
右
衛
門

印
面
高
さ
一
八
・
三
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

当
書
は
文
化
版
四
版
回

t
固
と
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干

所
収
の
和
歌
に
異
動
が
み
ら
れ
る
ι
例
え
ば
、
八
幡
宮
の
項
に
て
当
書
で

は
梅
翁
及
び
素
外
の
句
が
省
略
さ
れ
、
文
化
版
で
は
「
豊
後
守
忠
久
墓
」

と
記
さ
れ
て
い
た
所
が
、
当
書
で
は
「
嶋
津
豊
後
守
忠
久
基
」
に
改
め
ら

れ
る
。
表
紙
は
文
化
版
四
版
と
同
一
図
柄
で
書
名
上
段
の
角
書
き
の
年
号

の
み
異
っ
て
い
る
。
丁
付
は
各
葉
の
の
ど
の
口
内
に
、
丁
数
が
記
さ
れ

る
。
巻
末
刊
記
は
「
相
州
鎌
倉
大
蔵
町
家
根
屋
四
郎
右
衛
門
板
元
」
。

家
根
屋
は
私
の
知
る
所
、
文
政
六
年
以
降
の
図
柄
を
も
っ
縦
図
ニ
版
(
一

版
は
沢
氏
前
掲
書
第
二
五
図
〉
と
横
図
一
版
を
刊
行
し
て
い
る
。
両
版

半

六
丁

共
、
刊
記
は
前
述
御
免
鶴
ケ
岡
の
刻
記
(
国
に
て
述
べ
る
〉
の
下
に
記
さ

れ
、
「
鎌
倉
雪
之
下
宝
戒
寺
前
家
根
屋
四
郎
右
衛
門
板
、
大
坂
屋
・
常

陸
屋
・
英
富
同
様
に
、
宝
戒
寺
門
前
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
四

郎
右
衛
門
の
名
は
「
宝
戒
寺
境
内
領
地
図
(
『
鎌
倉
の
古
絵
図
l
鎌
倉
国

宝
館
図
録
十
七
集
l
』
第
三
集
所
収
)
」
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
四
郎
右
衛

門
と
家
根
屋
が
同
一
人
か
否
か
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
(
規
)

文
政

同
糊
一
地
鎌
倉
名
所
記
文
政
刊
丸
屋
富
蔵
半

印
面
高
さ
一
八
・
五
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
。

前
掲
家
根
屋
版
同
と
は
本
文
・
表
紙
共
に
覆
刻
関
係
あ
る
別
版
で
あ
る
。
J

従
っ
て
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
両
者
共
に
刊
行
年
の
記
載
は
外
題
に
同
一

の
年
号
、
が
あ
る
だ
け
な
の
で
、
前
後
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
巻
末
に
陰
刻

の
刊
記
が
あ
り
、
「
八
ま
ん
宮
表
門
前
丸
屋
富
蔵
」
。
こ
の
丸
屋
は
八
幡
宮

裏
門
前
に
て
旅
館
を
営
み
、
文
政
六
年
以
前
の
図
柄
の
も
の
と
以
降
の
図

柄
の
も
の
と
の
ニ
種
の
「
鎌
倉
絵
図
(
沢
氏
前
掲
書
第
十
八
図
・
二
十
七

図
)
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
前
者
は
図
上
の
南
北
の
軸
が
前
述
の
大
坂
屋

や
常
陸
屋
版
(
よ
り
古
い
図
柄
の
方
)
と
同
一
で
あ
り
、
後
者
は
前
述
家

根
屋
版
と
同
一
軸
で
、
江
戸
末
期
の
図
柄
を
示
し
て
い
る
。
当
書
の
版
元

で
あ
る
丸
屋
一
は
家
根
屋
よ
り
古
い
図
柄
の
絵
図
を
刊
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
み
て
、
或
い
は
当
書
の
方
が
前
掲
書
よ
り
先
行
す
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
首
二
葉
を
欠
く
明
治
以
降
の
後
印
本

で
あ
る
。
(
規
・
沢
・
院
・
白
)
(
図
版
二
ニ
)

六
丁
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嘉
永

岡
改
正
鎌
倉
名
所
記

新
版

嘉
永
刊

常
陸
屋
伊
三
郎

半

七
丁
(
絵
入
本
)



町
高
高
さ
一
八
・
七
糎
。
毎
半
葉
十
四
行
b

「
鎌
倉
名
所
記
」
に
て
最
初
の
絵
入
本
で
あ
る
。
本
文
は
和
歌
・
俳
句
に

若
干
の
異
動
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
文
化
版
・
文
政
版
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
。
挿
図
は
「
鶴
ケ
悶
社
内
之
図
」
「
頼
朝
公
屋
鋪
跡
」
「
建
長
寺
之

図
」
「
長
谷
観
音
図
」
の
四
図
で
い
ず
れ
も
絵
地
図
と
も
見
え
る
簡
略
な

烏
倣
図
で
あ
る
。
表
紙
は
寛
政
版
印
よ
り
踏
襲
さ
れ
て
き
た
鳥
居
と
鶴
の

図
柄
と
は
異
な
り
、
新
た
に
八
幡
宮
社
前
に
男
女
二
人
の
旅
人
が
い
る
図

柄
に
変
っ
て
い
る
。
版
心
に
丁
数
の
み
刻
す
。
巻
末
刊
記
は
「
板
元
鎌

倉
宝
戒
寺
前
常
附
議
郎
、
版
元
の
常
陸
屋
は
嘉
永
三
年
に
横
図
「
鎌
倉

絵
図
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
当
書
は
こ
の
絵
図
や
前
述
の
縦
図
(
回
参
照
)

の
い
ず
れ
か
と
共
に
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
常
陸
屋

、、、1
F
/

文
化
版
「
鎌
倉
名
所
記
」
一
千
ニ
は
大
坂
屋
か
ら
版
木
を
譲
り
受
け
た
も
の

/''a‘¥、

な
の
で
、
当
書
は
常
陸
屋
が
始
め
て
刊
行
し
た
名
所
記
で
あ
ろ
う
。

(
沢
一
・
規
・
沢
ニ
・
神
・
自
〉
(
図
版
一
四
)

安
政

闘
激
直
鎌
倉
名
所
記
安
政
刊
ニ
之
宮
半
九
丁

i
i

今

四
周
単
辺
ハ
一
八
・
四
×
二
ニ
・
ニ
糎
)
。
毎
半
葉
十
二
行
。

当
番
の
表
紙
に
は
文
政
版
と
同
様
に
五
羽
の
鶴
が
い
る
が
、
右
上
段
の
内

容
見
出
し
に
若
干
の
異
り
が
あ
る
。
丁
付
は
版
心
に
丁
数
の
み
刻
す
。
本

文
は
表
具
屋
倒
よ
り
始
ま
る
第
三
種
本
を
も
と
に
し
て
、
増
訂
を
加
え
て

い
る
。
大
き
く
異
る
所
を
左
に
列
、
挙
す
る
と

山
八
幡
宮
を
松
ケ
岡
に
勧
請
し
た
項
・
静
の
舞
の
項
に
て
、
新
た
に
加

え
ら
れ
た
和
歌
が
あ
る
。

凶
神
主
・
小
別
当
に
つ
い
て
、
「
大
伴
氏
」
「
大
庭
氏
」
と
姓
の
み
を
記

す
よ
う
に
な
る
む

間
西
御
門
に
島
津
屋
敷
が
記
さ
れ
る
。

凶
文
政
六
年
に
毛
利
家
に
よ
っ
て
修
複
さ
れ
た
大
蔵
の
大
江
広
元
墓
と

雪
之
下
鷲
谷
毛
利
季
光
基
が
記
さ
れ
る
。

同
荏
柄
天
神
社
の
項
に
て
正
宗
刀
の
所
蔵
と
「
え
か
ら
平
太
屋
敷
跡
」

が
記
さ
れ
る
。

制
杉
本
寺
の
次
に
「
鎌
足
社
、
う
ら
を
大
い
な
ば
越
と
い
ふ
む
か
し
大

江
家
の
路
次
と
一
ぎ
が
加
わ
る
。

的
こ
ふ
く
ろ
坂
切
通
し
に
て
「
此
処
新
田
よ
し
貞
合
戦
の
時
城
口
美
濃

守
さ
し
む
か
ふ
と
云
」
が
記
さ
れ
る
。

附
妙
り
う
寺
と
大
行
寺
の
問
に
、
「
日
れ
ん
こ
し
か
け
石
」
が
記
さ
れ

る。附
富
田
屋
版
伺
同
様
に
辰
巳
荒
神
の
前
に
運
慶
仏
師
屋
敷
が
記
さ
れ

る。側
金
沢
称
名
寺
の
項
に
て
、
初
め
て
「
金
沢
文
庫
の
旧
跡
」
が
記
さ
れ

る。

当
書
の
本
文
末
葉
一
義
に
は
「
十
井
」
「
十
橋
」
「
玉
名
水
」
が
記
さ
れ
、
末

に
刊
記
が
あ
り
、
「
鎌
倉
雪
之
下
住
ニ
之
宮
蔵
板
、
版
元
の
ニ
之
宮
で
は

文
政
六
年
以
降
の
図
柄
を
も
っ
絵
図
(
沢
氏
前
掲
審
第
二
十
六
図
〉
を
も

刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
絵
図
も
名
所
記
と
同
じ
頃
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
う
か
。
(
沢
て
規
・
沢
ニ
・
沢
一
子
金
・
前
・
鎌
・
神
・
白
)
(
図
版
一
五
〉

安
藤
広
重
画
〔
安
政
四
(
一
八
五
七
)
〕
刊
常

八
丁
ハ
絵
入
本
)
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回
帰
単
辺
ハ
一
八
×
ご
了
六
糎
)
σ

毎
半
葉
十
四
行
。

嘉
永
版
同
に
続
く
常
陸
屋
版
名
所
記
で
あ
る
。
本
文
は
ほ
と
ん
ど
同
書
を

踏
襲
し
て
い
る
。
挿
画
は
嘉
永
版
の
簡
略
な
絵
と
は
異
な
り
、
初
代
広
重

(
t安
政
五
没
)
に
よ
る
風
景
画
で
あ
る
。
各
画
に
は
「
広
重
一
組
亡
或

い
は
一
同
?
と
落
款
の
あ
る
「
鶴
ケ
同
社
内
之
図
」
「
自
八
幡
社
雪
之
下

檀
桂
遠
望
之
図
」
「
頼
朝
法
華
堂
(
仮
題
〉
」
「
建
長
寺
之
図
」
「
自
長
谷
寺

山
上
鎌
倉
在
家
由
比
浜
光
明
寺
三
浦
海
岸
眺
望
之
図
」
「
稲
邑
ケ
崎
七
里

ケ
浜
」
の
六
図
が
描
か
れ
る
。
こ
の
内
「
鶴
ケ
岡
社
内
之
図
」
「
稲
邑
ケ

崎
七
里
ケ
浜
」
の
両
図
は
「
広
重
名
所
旅
絵
日
記
」
(
嘉
永
中
稿
ヵ
〉
所
収

図
と
同
一
構
図
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
当
書
の
版
木
は
明
治
期
に
は
蔵

版
者
で
あ
っ
た
大
坂
屋
孫
八
氏
(
孫
兵
衛
息
〉
の
孫
に
当
ら
れ
る
島
田
久

吉
氏
が
袋
の
版
木
を
も
合
せ
、
全
七
枚
全
て
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
。
そ

の
内
、
第
一
丁
・
第
四
丁
・
第
六
丁
を
刻
す
版
木
裏
に
は
墨
筆
に
て
各
々

「
刻
木
師
/
江
戸
御
か
げ
所
/
宮
下
次
良
兵
衛
方
/
壱
番
、
/
段
か
つ
ら

鳥
居
前
/
は
す
/
安
政
四
年
/
巳
四
月
吉
祥
日
」
「
四
番
/
安
政
四
年
巳
/

五
月
吉
日
板
」
「
誇
月
吉
日
/
改
刻
/
宮
下
次
良
兵
衛
/
六
番
目
」
と
記

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
書
が
安
政
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
丁
付
は
版
心
に
丁
数
の
み
刻
す
。
こ
の
版
木
に
は
明
治
期
の
削
除
と

う
め
木
に
よ
る
修
補
が
数
箇
所
な
さ
れ
て
い
る
(
詳
細
は
凶
に
て
述
べ

る
)
。
前
述
(
回
参
照
)
の
縦
図
の
内
、
少
く
と
も
一
版
は
当
書
と
共
に

販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

川
〔
江
戸
期
〕
印
常
陸
屋
伊
三
郎
半

私
の
調
査
し
た
こ
書
は
、
い
ず
れ
も
表
紙
の
下
段
が
空
白
で
あ
る
。
或
い

は
ニ
書
共
に
、
そ
の
部
分
を
削
除
し
た
修
印
本
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
金
沢
文
庫
所
蔵
本
は
袋
を
も
存
す
る
。
長
沢
氏
所
蔵
の
袋
(
本
体
は

な
い
〉
も
当
書
の
も
の
で
あ
る
。
巻
末
刊
記
は
「
版
元
鎌
倉
宝
戒
寺
前

常
開
通
郎
」
。
(
金
・
前
〉

凶
門
明
治
初
期
ハ
三
・
四
年
ヵ
〉
〕
修
印
大
坂
屋
孫
八
半

右
常
陸
屋
版
の
版
木
が
大
坂
屋
に
移
動
し
た
後
修
本
。
す
な
わ
ち
明
治
以

後
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
八
幡
宮
か
ら
仏
教
関
係
の
建
物
は
失
く
な
り
、

東
光
寺
跡
に
新
た
に
鎌
倉
宮
が
建
立
(
明
治
二
年
〉
さ
れ
る
等
、
鎌
倉
の

名
所
に
も
変
化
が
起
き
た
。
当
書
は
右
の
版
木
を
使
用
し
て
、
そ
う
し
た

所
を
う
め
木
に
て
修
補
し
た
り
、
削
除
し
た
り
、
刊
記
部
分
の
版
元
の
み

を
「
大
坂
屋
孫
八
」
に
修
正
す
る
等
、
時
代
に
合
せ
て
修
印
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
恐
ら
く
明
治
亡
了
四
年
頃
の
修
印
か
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
の
道

法
に
は
、
東
京
や
横
浜
へ
の
里
程
が
記
さ
れ
る
が
、
版
木
を
見
る
と
、
そ

の
道
法
の
部
分
の
み
新
し
く
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
訂
正
箇

所
は
八
幡
宮
境
内
と
鎌
倉
官
付
近
の
み
に
見
ら
れ
る
の
で
、
表
紙
ウ
よ
り

第
四
丁
迄
の
全
文
ハ
底
本
は
問
)
を
左
に
翻
宇
ず
る
。

。
〔
〕
内
は
明
治
初
期
に
版
木
を
削
除
し
た
為
、
空
白
と
な
っ
て
い

る
所
で
、
も
と
の
形
で
あ
る
川
を
使
用
し
て
補
記
し
た
。

。
傍
線
の
左
行
は
、
明
治
初
期
に
う
め
木
に
よ
り
訂
正
し
た
箇
所
で
、

以
下
の
(
〉
内
に
は
も
と
の
形
で
あ
る
山
を
使
用
し
て
補
記
し
た
。

き
う
し
う
か
ま
〈
ら

「
相
州
鎌
倉
と
申
す
ら
ん
じ
ゃ
う
は
天
智
天
皇
八
年
大
し
よ
く
わ
ん
鎌
足

藤
原
の
姓
を
た
ま
は
り
て
/
内
大
臣
に
任
ず
。
こ
の
し
ゅ
く
ぐ
わ
ん
成
た

る
に
よ
っ
て
、
鹿
島
さ
ん
け
い
あ
り
て
下
向
の
時
。
此
由
井
の
郷
に
し

ゅ
/
く
し
給
ひ
け
る
夜
。
霊
夢
の
事
有
て
多
年
た
し
な
み
給
ふ
鎌
を
。
大

蔵
山
松
が
岡
に
う
づ
み
給
ふ
/
是
よ
り
鎌
倉
の
郡
と
申
な
り
鎌
を
う
づ
め

FD 
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給
ふ
所
は
今
の
八
幡
宮
の
御
本
社
の
処
な
り
o

か
〉
る
/
地
な
る
に
よ
っ

て
。
大
し
よ
く
わ
ん
の
玄
孫
染
屋
太
郎
時
忠
も
居
住
し
給
ふ
こ
れ
。
養
老

神
亀
/
の
頃
な
り
。
其
後
ち
ん
じ
ゅ
ふ
将
軍
権
い
よ
の
守
頼
義
。
康
平
五

年
奥
州
あ
べ
の
貞
任
を
せ
い
/
ば
っ
有
て
。
同
六
年
さ
が
み
の
守
に
に
ん

ず
よ
っ
て
同
八
月
山
城
石
清
水
若
宮
を
此
由
井
の
鶴
/
岡
に
く
わ
ん
じ
ゃ

う
し
給
ふ
掠
将
軍
さ
だ
も
り
の
孫
。
上
総
介
な
を
か
た
の
娘
を
め
と
り
o

八
幡
太
郎
よ
し
/
い
へ
を
ま
ふ
く
よ
し
家
せ
い
長
あ
り
て
o

む
つ
の
か
み

東
夷
将
軍
に
に
ん
じ

o
か
ま
く
ら
に
居
住
し
給
ふ

o
/夫
よ
り
年
へ
て
治

承
四
年
右
大
将
頼
朝
。
由
井
の
鶴
が
伺
若
宮
を
o

今
の
宮
地
に
う
つ
し
/

給
ひ
て
よ
り
鶴
が
岡
と
申
也
。
八
幡
宮
の
御
本
社
の
地
其
頃
松
岡
明
神

と
て
。
い
な
り
の
や
し
ろ
有
し
/
を
o

け
ん
久
二
年
頼
朝
地
主
い
な
り

を
。
同
西
の
丸
山
に
う
つ
し
o

比
八
ま
ん
宮
を
く
わ
ん
じ
ゃ
う
し
/
給
ふ

九
姉
崎
一
訪
問
一
E

M
パ

U
U一
肌
幹
一
九
抱
一
一
M
M
N
く
す
一
転
八
幡
宮
の
鳥
居
を
入

て
。
石
の
そ
り
橋
を
/
あ
か
橋
と
い
ふ
。
左
右
は
す
池
嶋
七
つ
あ
り
。

右
の
嶋
の
内
弁
天
の
社
あ
り
o
一
二
王
門
跡
鳥
居
有
〈
む
か
し
は
八
つ
足
〉

(
以
上
表
紙
裏
)
/
〔
門
と
い
ふ
〕
。
左
右
の
小
路
鳥
居
あ
り
や
ぶ
さ
め
ば

〉
と
一
五
o

ま
ひ
殿
神
楽
堂
と
一
五
o

左
の
か
た
/
〔
こ
ま
堂
。
本
尊
五
大
明

王
り
ん
蔵
〕
0

天
照
大
神
社
。
松
堂
。
源
太
夫
o

天
神
え
び
す
社
右
の
方

〔
だ
い
/
塔
に
本
尊
五
智
如
来
〕
o

若
宮
大
権
現
。
東
鑑
に
文
治
二
年
源
義

経
の
妾
。
し
づ
か
の
前
く
わ
ひ
/
ろ
う
に
て
o

ほ
う
ら
く
の
舞
な
せ
し

時
一
。
鼓
ほ
工
藤
す
け
つ
ね
o

ど
び
ゃ
う
し
は
畠
山
し
げ
忠
な
り
し
と
ぞ
。

/
し
っ
か
が
よ
め
る
ス
μ
U四
一
級
制
回
れ
れ
は
叫
み
わ
け
で
御
祭
礼
四
月
三
日

住
吉
。
一
一
一
輪
o

あ
っ
た
。
一
ニ
島
明
/
神
社
。
か
う
ら
の
社
玉
だ
れ
明
神
と

云
。
ゃ
く
し
堂
神
宮
寺
と
い
ふ
。
し
ゆ
ろ
う
の
め
い
o

正
和
二
年
二
月
と

あ
り

o
/石
の
き
ざ
橋
を
の
ぼ
れ
ば
東
に
な
き
の
木
。
西
に
い
て
う
あ

り
。
東
鑑
け
ん
ほ
う
七
年
さ
ね
と
も
将
軍
右
/
大
臣
拝
が
の
た
め
正
月
廿

七
日
御
社
参
。
神
拝
事
お
は
り
。
夜
ゐ
ん
に
お
よ
び
た
い
し
ゆ
っ
し
給
ふ

時
。
/
当
官
別
当
ぐ
ぎ
や
ぅ
。
石
の
き
ざ
橋
の
き
は
に
う
か
ゾ
ひ
来
て
釘

を
と
っ
て
が
い
し
奉
り
し
処
o

上
の
宮
。
ろ
う
/
円
。
く
わ
い
ら
う
右
の

方
に
。
坐
さ
ま
ず
の
た
ん
所
天
下
安
全
の
御
き
た
う
昼
夜
お
こ
た
ら
ず

有
。
左
の
方
/
御
く
う
所
あ
り
御
本
社
御
宝
物
多
し
八
月
十
五
日
御
祭
礼

ほ
う
じ
ゃ
う
え
同
十
六
日
や
ぶ
さ
め
/
角
力
同
夜
ほ
う
へ
い
有
二
月
と
十

一
月
初
卯
幣
従
。
武
内
社
。
六
角
堂
鶴
亀
石
り
う
神
え
う
/
か
う
石
。
あ

い
ぜ
ん
堂
二
位
の
尼
守
り
本
尊
の
地
蔵
o

丸
山
の
い
な
り
の
や
し
ろ
悩
附

鵬
縦
是
也
し
ら
は
た
/
明
神
捕
湖
一
日
御
神
事
正
月
十
三
日
相
同
府
(
御
法
事
は

相
承
院
〉
に
て
執
行
此
院
に
頼
朝
も
ど
ゾ
り
の
(
以
上
第
二

T
裏
)
/
観
音

あ
り
。
鶴
が
岡
o

む
か
し
は
廿
五
院
今
は
十
二
院
と
な
る
。
大
御
ぐ
う
所

祭
神
み
る
め
の
明
神
。
西
の
/
き
ざ
橋
を
下
り
o

り
う
え
い
明
神
持
明
日
。

平
安
城
は
花
の
都
。
鎌
倉
は
柳
の
都
と
一
五
九
一
明
岬
げ
明
日
以
/
誠
一
山
明
野
部
れ
一
一

将
新
宮
城
北
一
似
の
院
を
六
本
杉
天
狗
す
む
と
も
い
ふ
o

〔
神
主
大
伴
山
城
小

別
当
大
庭
え
い
/
し
ゃ
う
〕
外
に
社
家
o

か
く
人
。
八

U
Y都
合
四
十
余

家
な
り
o

〔
神
領
永
楽
八
百
四
十
貫
余
〕
o

惣
名
雪
の
下
/
中
の
一
段
高
き

所
を
お
き
道
o

又
段
か
づ
ら
と
も
い
ふ
「
榔
…
な
校
生
品
開
ん
「
輔
君
…
夏
さ

へ
誠
一
札
東
西
の
大
路
を
/
若
宮
小
路
と
い
ふ
o

中
の
鳥
居
び
は
橋
び
わ
小

路
。
大
鳥
居
畠
山
し
げ
や
す
の
石
塔
あ
り
御
本
社
よ
り
/
浜
迄
大
門
見
通

し
十
八
町
。
両
方
松
の
並
木
o

浜
は
小
松
原
由
井
の
浜
に
つ
二
く
な
り
/

O
鶴
岡
よ
り
東
は
唐
門
の
跡
。
す
は
の
社
0
4

山
王
社
。
柳
原
ベ
滝
沢
。
烏

合
が
原

o
筋
違
橋
。
畠
山
や
し
き

o
/大
倉
頼
朝
や
し
き
。
治
承
四
年
此

円。
円

J
円
ベ

U



所
へ
う
つ
り
給
ひ
日
本
惣
つ
い
ふ
し
を
給
は
っ
て
父
子
三
代
。
平
政
子
/

一
代
。
摂
家
よ
り
二
代
。
親
王
家
五
代
合
せ
て
十
一
代
此
所
に
在
っ
て
天

下
を
納
給
ひ
し
が
後
醍
醐
天
皇
の
御
/
宇
。
さ
が
み
入
道
平
の
高
時
ほ
ろ

び
て
後
。
第
八
の
宮
を
征
夷
将
軍
に
す
え
奉
ら
る
。
又
世
か
は
り
て

o
/

足
利
尊
氏
の
二
男
左
馬
頭
も
と
氏
を
関
東
将
軍
と
な
し
給
ふ
。
夫
よ
り
も

と
氏
の
子
孫
く
わ
ん
/
れ
い
と
し
鎌
倉
に
在
て
代
々
お
さ
め
給
ひ
し
と
な

り
。
法
華
堂
錦
繍
鵡
仏
豊
後
守
忠
久
墓
頼
朝
/
駅
唐
い
と
の
ろ
う
西
み
か

ど
ι
東
御
門
え
が
ら
の
天
神
。
一
一
階
堂
。
大
ら
く
寺
こ
こ
ろ
み
不
動
。
大

山
不
動
(
以
上
第
三
丁
裏
)
/
た
〉
久
場
の
跡
。
し
ゅ
ほ
う
山
か
く
お
ん

寺
。
平
定
時
こ
ん
立
閉
山
し
ん
え
和
尚
。
ゃ
く
し
堂
か
谷
薬
師
十
二
神
/

吋
川
崎
一
時
一
計
黒
地
蔵
。
む
な
立
井
弘
法
大
師
ご
ま
だ
ん
の
跡
十
王
凶
初
日
/
鋤

の
ち

倉
宮
ハ
大
塔
宮
)
〔
の
ろ
う
o

足
利
忠
よ
し
比
所
へ
/
お
し
こ
め
後
に
う

ち
奉
る
〕
A

り
ち
か
う
寺
開
山
願
行
上
人
本
尊
さ
や
あ
み
だ
。
大
塔
宮
の

せ
き
た
う
。
し
〉
が
ん
/
叫
一
口
一
都
一
別
に
ず
い
せ
ん
寺
も
と
氏
こ
ん
り
う
。

開
山
む
さ
う
国
師
。
本
尊
し
や
か
。
へ
ん
か
い
一
ら
ん
で
い
の
跡
/
天
だ

い
山
此
辺
旧
跡
多
し
o

歌
の
橋
。
も
ん
が
く
や
し
き
。
ざ
ぜ
ん
川
大
御
堂

七
堂
か
ら
ん
の
跡
ん
叫
ん
札
一
足
一
犯
行
凶
一
宮
。
/
し
や
か
堂
。
犬
か
け
が
谷
。
衣
は

り
山
o

た
ん
さ
く
石
o

向
井
。
た
く
ま
。
ほ
う
こ
く
寺
。
尊
氏
祖
父
家
時

こ
ん
り
う
/
開
山
ぷ
つ
じ
ゃ
う
/
む
か
し
の
か
い
だ
う
橋
杭
の
跡
。
杉
本

観
音
開
山
行
基
一
訟
は
M
i
r
蕃
鎌
足
社
な
め
り
川
。
/
青
砥
左
衛
門
十
銭
を

お
と
し
五
十
銭
に
て
た
い
松
を
買
い
ひ
ろ
は
せ
し
処
な
り
ス
唯
一
M
M畑
か
恥

初
あ
り
稲
荷
山
。
じ
ゃ
う
/
め
う
寺
開
山
た
い
か
う
純
一
山
也
藤
山
稲
荷
社
く

る
み
が
谷
。
御
馬
ひ
や
し
場
。
い
ひ
も
り
山
o

公
方
屋
敷
o

泉
水
川
o

い

な
/
り
坂
十
二
所
。
か
ぢ
は
ら
や
し
き
。
五
大
堂
明
王
院
。
頼
つ
ね
将
軍

祈
願
所
と
い
ふ
塩
な
め
地
蔵
。
か
う
ぞ
く
寺
/
本
尊
ほ
う
や
け
あ
み
だ
此

辺
地
名
旧
跡
多
し
o

梶
原
太
刀
あ
ら
ひ
の
滝
o

あ
さ
ひ
な
一
は
い
水
o

同

切
通
し
た
/
う
げ
む
ら
は
な
か
け
地
蔵
。
武
さ
し
さ
が
み
の
さ
か
ひ
な
り

こ
れ
よ
り
金
沢
へ
出
る
な
り
/
O
つ
る
が
岡
よ
り
北
は
馬
場
町
。
大
御

坊
。
こ
ふ
く
ろ
坂
。
青
梅
の
し
ゃ
う
天
o

あ
ら
ゐ
の
え
ん
/
ま
。
か
ら
だ

せ
ん
地
蔵
巨
福
山
建
長
寺
開
山
大
か
く
禅
師
坦
荏
川
平
時
頼
こ
ん
り
う
。

金
龍
水
(
以
上
第
四
丁
ウ
)
」
(
規
一
・
規
ニ
・
金
・
神
・
沢
一
・
沢

ニ
)
(
図
版
一
六
)

同
〔
明
治
初
期
(
一
一
了
四
年
ヵ
〉
〕
修
〔
昭
和
〕
印
島
田
久
吉
氏
蔵

板

半

鎌
倉
西
御
門
来
迎
寺
が
、
右
の
版
木
を
借
用
し
て
、
終
戦
後
、
摺
印
し
て

諸
々
に
配
布
し
た
も
の
。
版
木
は
川
凶
と
同
一
で
、
明
治
初
期
に
修
補
を

加
え
た
ま
々
で
あ
る
が
、
表
紙
の
道
法
部
分
が
空
白
で
あ
る
。
現
在
そ
の

版
木
の
内
、
道
法
部
分
は
は
ず
さ
れ
て
空
間
に
な
っ
て
い
る
。
後
の
覆
表

紙
見
返
し
に
は
奥
付
が
あ
り
、
「
鎌
倉
名
所
記
/
版
木
所
有
臨
時
一
川
掛
町
四
一
一
一
一
二

/
印
刷
横
浜
市
西
区
岡
野
整
/
頒
布
鎌
倉
肺
諮
問
顎
(
部
監
翠
ゆ
)
」

(
規
・
沢
)

-337ー

回
朝
団
…
鎌
倉
名
所
記
明
治
二
三
八
六
九
)
刊
ニ
之
宮
半

四
周
単
辺
(
一
七
・
八
×
二
一
・
七
糎
〉
。
毎
半
葉
十
二
行
。

ニ
之
宮
に
よ
る
安
政
版
闘
に
次
ぐ
刊
本
で
あ
る
。
当
書
は
同
書
を
も
と
に

し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
於
て
は
「
仁
王
門
」
を
「
表
門
」

に
、
「
十
二
院
」
を
「
総
神
主
」
に
、
「
小
別
当
」
を
「
大
祢
宜
」
に
改

め
、
護
摩
堂
・
輪
蔵
・
大
塔
・
神
宮
寺
・
鐘
楼
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
二

八
丁



階
堂
付
近
で
は
大
塔
宮
土
の
ろ
う
と
理
智
光
寺
の
間
に
「
今
年
大
塔
宮
の

御
社
御
造
営
あ
ら
せ
ら
れ
る
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
本
文
の

ほ
と
ん
ど
は
安
政
版
闘
を
そ
の
ま
〉
踏
襲
し
て
い
る
。
版
心
は
「
鎌
倉
名

所
(
丁
数
〉
」
。
巻
末
に
は
「
鎌
く
ら
十
井
」
「
お
な
し
く
十
橋
」
「
同
玉

名
水
」
「
雪
の
下
よ
り
諸
方
道
法
」
が
記
さ
れ
、
次
い
で
刊
記
が
あ
り
、

「
明
治
二
己
巳
年
発
行
鎌
倉
住
二
之
官
蔵
板
」
。
表
紙
の
図
柄
は
安
政

版
闘
と
同
一
で
あ
る
。
(
金
一
・
金
二
〉

国
釦
の
鴻
鎌
倉
名
所
記
明
治
六
刊

川
明
治
六
ハ
一
八
七
一
ニ
〉
刊
戸
川
半
八
丁

書
名
の
角
書
き
に
「
江
の
嶋
」
「
金
沢
」
が
記
さ
れ
る
が
、
本
文
は
前
掲

ニ
之
官
版
回
の
か
ぶ
せ
彫
り
に
よ
る
再
刻
で
あ
る
。
行
款
・
宇
様
共
に
同

一
で
あ
る
。
前
掲
書
と
異
る
点
は
江
の
島
の
項
に
て
、
も
と
/
¥
の
標
自

の
前
に
、
「
江
の
嶋
」
と
い
う
新
た
な
標
目
を
立
て
縁
起
四
行
が
挿
入
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。
版
心
は
「
鎌
倉
名
所
〈
丁
数
)
」
。
巻
末
刊
記
は

辺
明
治
六
年
発
行
鎌
倉
住
戸
川
蔵
版
、
(
規
・
金
一
・
金
二
・

神
・
沢
)
ω
門
明
治
六
〕
刊
一
明
治
二
十
三
ハ
一
八
九

O
〉
修
印
吉
田
治
右
衛

門

半

八

丁

右
本

ωの
版
木
に
修
正
を
加
え
、
十
七
年
後
に
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。

訂
正
箇
所
を
左
記
に
列
記
す
る
と
、

。
八
幡
宮
境
内
の
項
は
新
た
な
版
に
換
え
、
摂
社
・
末
社
・
十
二
坊
・

年
中
行
事
を
省
略
し
た
の
で
、
川
で
は
一
丁
半
程
(
首
薬
及
び
第
二
葉

オ
)
あ
っ
た
も
の
が
、
当
書
で
は
ほ
JY

一
丁
に
縮
小
さ
れ
た
。
よ
っ
て

当
書
の
了
数
は
川
と
合
せ
る
為
に
、
初
了
の

T
付
を
ご
ご
と
し
て
い

る。。
最
終
了
た
る
第
八
丁
は
新
た
な
版
に
換
え
て
い
る
。
そ
の
内
オ
は
川

の
覆
刻
で
あ
る
が
、
ウ
は
か
な
り
異
な
る
。

左
記
は
部
分
的
な
補
刻
(
う
め
木
〉
に
よ
る
修
補
箇
所
で
あ
る
。
補
刻
は

版
木
の
痛
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
各
名
所
に
於
け
る
変
更

を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
〉
内
に
は
も
と
の
姿
川
を
記
し
た
。

。
第
三
丁
オ
第
四
行

「
よ
り
由
井
浜
迄
十
八
丁
中
の
鳥
居
西
方
洲
崎
げ
に
咋
出
叫
叶
爪
立
川
須
賀
迄

鉄
道
」
(
よ
り
浜
迄
宮
門
見
通
十
八
町
由
比
の
浜
な
り
〉

。
第
三
丁
ウ
第
六
E
七
行
鎌
倉
宮
の
項

「
側
一
一
一
紅
一
明
や
し
ろ
/
宮
幣
中
社
鎌
倉
宮
と
御
宣
下
飢
馴
鯖
日
現
智
光
寺
開

山
願
行
上
人
本
尊
さ
や
あ
み
だ
」
(
今
年
大
塔
宮
の
/
御
社
御
造
営
あ

ら
せ
ら
る
り
ち
か
う
寺
関
山
願
行
上
人
本
尊
さ
や
あ
み
だ
)

。
第
四
丁
オ
第
十
一

t
二
行
建
長
寺
の
項

「
こ
建
り
う
品
川
一
川
端
橘
の
陣
/
詰
刊
は
比
一
口
此
外
宝
物
多
仏
国
国
師
墓

側
碓
繍
帝
金
龍
水
…
杭
一
一
お
両
日
一
党
池
」
(
こ
ん
り
う
o

く
す
の
/
き
の
ぢ
ん

太
鼓
、
金
龍
水
、
さ
ん
へ
き
池
、
え
う
か
う
の
松
、
不
老
水
、
大
か
く

池〉。
第
四
丁
ウ
第
五

t
七
行
東
慶
寺
の
項

「
開
山
覚
山
志
道
和
尚
一
川
畑
一
誠
一
村
一
一
一
札
ぽ
女
/
第
五
世
用
堂
大
和
尚
後
醍
醐

天
皇
の
姫
宮
応
永
三
年
八
月
八
日
疲
第
十
七
世
旭
山
/
和
尚
一
い
一
誠
一
期
第

ニ
十
世
天
秀
和
尚
豊
臣
秀
頼
の
む
す
め
也
」
(
す
じ
あ
し
か
ら
ず
し
て

り
え
ん
を
/
願
ふ
女
せ
ん
方
承
引
せ
ざ
れ
ば
此
寺
に
入
弟
子
と
な
る
に
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二
十
四
ヶ
月
を
へ
れ
ば
/
事
か
な
ふ
さ
れ
ど
も
み
だ
り
に
入
る
事
を
ゆ

る
さ
ず
)

。
第
六
丁
オ
第
九
行
寿
福
寺
の
項

「
唐
州
窟
実
朝
公
政
子
墓
正
二
位
俊
光
公
墓
此
所
」
(
絵
書
岩
屋
。
さ

ね
と
も
公
石
塔
。
此
所
)

。
第
六
丁
ウ
第
五

t
七
行
源
氏
山
付
近

「
け
は
ひ
坂
/
鏡
立
松
葛
は
ら
岡
葛
原
岡
神
社
は
贈
従
三
位
日
野
氏
俊

基
卿
祭
神
間
卿
の
墳
墓
/
南
は
勝
か
橋
正
宗
や
し
き
仏
師
運
慶
や
し
き

巽
神
社
さ
い
き
よ
は
し
」
〈
け
は
ひ
/
坂
、
是
よ
り
梶
は
ら
村
、
藤
沢

宿
へ
出
る
、
南
は
か
つ
か
橋
、
今
小
路
、
正
む
ね
/
屋
し
き
、
同
い
な

り
の
社
、
運
慶
仏
師
や
し
き
さ
い
き
よ
は
し
)

。
第
七
丁
オ
第
一
行
大
仏
の
項

「
五
丈
」

(
E敗
)

巻
末
(
第
八
丁
ウ
)
に
刊
記
が
あ
り
、

同吉
田

右

人門
」雪神
ノ奈
下111
二県

ぐコ百鎌
現八倉
)十都
番東
地鎌
平倉
民村

/ 
同

年
同
月
廿
二
日

「
明
治
廿
三
年
一
月
二
十
日
印
刷

出
版

発
行
者

印
刷
者

当
版
を
最
後
に
、
江
戸
中
期
よ
り
次
々
と
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
鎌

倉
名
所
記
」
の
続
行
は
終
っ
た
。
か
わ
っ
て
、
相
良
国
太
郎
編
「
鎌
倉
江

島
名
所
案
内
〈
明
治
十
五
刊
)
」
「
鎌
倉
案
内
(
明
治
二
十
一
刊
と
や
法

木
徳
兵
衛
編
「
江
ノ
島
鎌
倉
名
所
巡
覧
(
明
治
十
六
刊
ど
の
よ
う
な
明

治
の
時
代
に
即
し
た
案
内
記
が
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
。

(
追
記
)

拙
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
貴
重
な
資
料
を
長
期
間
貸
出
し
て
下
さ
っ

た
長
沢
規
矩
也
氏
・
沢
寿
郎
氏
・
前
田
元
重
氏
を
始
め
、
各
所
蔵
者
の
皆

様
に
は
非
常
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
〉
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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2. 富田屋庄左衛門版 (2)

長沢規矩品氏所蔵

4. 無刊記 (4)長沢規矩也氏所蔵

1. 正徳3年版(解題番号1) 

東京都立中央図書館所蔵

3. 冨田屋庄左衛門版別版 (3)

長沢規矩也氏所蔵
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6. 寛政3年刊表具屋版 (8)

前田元重氏所蔵

8. 表具屋版別版 (10)

長沢規矩塩氏所蔵

5. 舎版 (6)長沢規矩也氏所蔵

7. 寛政7年版 (9)

長沢規矩也氏所蔵
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10. 文化刊大坂屋孫兵衛版(12)

沢寿郎氏所蔵

12. 文化刊大坂屋孫兵衛版別版
(15)長沢規矩也氏所蔵

9. 寛政刊英富版 (11)

長沢規矩也氏所蔵

11. 文化刊大坂屋孫兵衛版別版

(13)長沢規矩品氏所蔵
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14. 嘉永刊常陸屋伊三郎版 (19)

長沢規矩也氏所蔵

16. 安政刊明治修大坂屋孫八版
(21-2) 長沢規矩也氏所蔵

13. 文政刊丸屋富蔵版 (18)

長沢規矩也氏所蔵

15. 安政刊ニ之官版 (20)
長沢規矩也氏所蔵
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